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Waters へのお問い合わせ

Waters 製品へのご要望、 ま たは輸送、 取り外し、 および廃棄に関する技術的な質問は、 Waters
までお問い合わせ く だ さ い。 イ ン タ ーネ ッ ト、 電話、 ま たは手紙でお問い合わせ く だ さ い。

安全に関する注意事項

Waters の装置およびデバイ スで使⽤する試薬およびサ ン プルの中には、 化学的、 生物学的、 ま
たは放射線学的な危険性（または これら の組み合わせ）を引き起こすものがあ り ます。 使⽤する
すべての物質に対し て、 潜在する有害な影響を把握し ていただ く 必要があ り ます。 必ず優良試験
所基準 (GLP) に従い、 所属する組織の標準操作手順を参照し て く だ さ い。

危険標識記号に関する通知

 記号が使われているあ らゆる場合に、 ⽂書を参照し て、 危険を引き起こす可能性がある原
因の本質および実施する必要がある ア ク シ ョ ン を明確にする必要があ り ます。

2475 マルチ 蛍光検出器に固有の注意事項

電源コードの交換に関する危険性

Waters のお問い合わせ先情報

お問い合わせ方法 情報
イ ン タ ーネ ッ ト 世界各国の Waters へのお問い合わせについては、 Waters の 

Web サイ ト をご覧 く だ さ い。 www.waters.com をご覧 く だ さ い。
電話および フ ァ ッ ク ス番号 電話：フ リ ー ダ イ ヤル 0120-800-299

フ ァ ッ ク ス：東京 03-3471-7118、 大阪 06-6300-1734

郵送 日本ウ ォ ー タ ーズ株式会社
グ ローバルサポー ト サー ビ ス
〒 140-0001
東京都品川区北品川 1 丁目 3 番 12 号
第 5 小池ビル

警告：感電を防止する ため、 ⽶国では SVT 型、 ヨ ー ロ ッ パでは HAR 型（ま たはそれ以
上）の電源コ ー ド を使⽤し て く だ さ い。 主電源コ ー ドは、 適切な定格のもの と のみ交換し
て く だ さ い。 その他の国で使⽤する コ ー ド については、 各国の Waters 代理店にお問い合
わせ く だ さ い。
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FCC 放射線放出に関する通知
規制機関か ら明確な承認を受けずに変更や改造を⾏う と、 本装置のユーザー と し ての承認が無効
になる可能性があ り ます。 こ の装置は FCC 規則のパー ト  15 に適合し ています。 こ のデバイ スの
操作は、 以下の 2 つの条件の対象と な り ます。 (1) こ のデバイ スが有害な干渉の原因と な らない
こ と、 (2) こ のデバイ スが、 望ま し く ない動作の原因と なる干渉を含め、 いかなる干渉も許容す
る こ と。

電源の安全性に関する通知
電源コ ー ド の接続を外し に く い位置に、 装置を置かないで く だ さ い。

装置の誤使用に関する通知
装置が メ ー カ ーに よ っ て指定されていない方法で使⽤される場合、 装置の設計に固有の人身傷害
に対する保護が無効になる こ と があ り ます。

安全に関する勧告
警告および注意の総合⼀覧については、 付録 A を参照し て く だ さ い。

この装置の操作

こ の装置を操作する際は、 標準の品質管理 (QC) 手順と こ のセ ク シ ョ ンのガ イ ド ラ イ ン に従っ て
く だ さ い。

適用される記号

記号 定義
製造者

製造日

EC（欧州共同体）の認定代理人

製造された製品が該当するすべての欧州共同体指令に準拠し てい
る こ と を公式に表明し ます
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対象読者および目的
本書は、 2475 マルチ  l 蛍光検出器の設置、 運転、 および保守を⾏う担当者を対象に し ています。

2475 マルチ 蛍光検出器の使用目的
2475 マルチ   蛍光検出器は、高速液体ク ロ マ ト グ ラ フ ィ ー (HPLC) ア プ リ ケーシ ョ ンでサン プ
ルを分析するために設計されま し た。 2475 マルチ   蛍光検出器は、診断ア プ リ ケーシ ョ ンでの
使⽤を目的と し た ものではあ り ません。

キ ャ リブレーシ ョ ン
LC システムのキ ャ リ ブ レーシ ョ ン を⾏う には、少な く と も  5 つの標準試料を使⽤して、条件に合っ
たキ ャ リ ブ レーシ ョ ン メ ソ ッ ド に従い、 検量線を作成し ます。 標準試料の濃度範囲は、 QC サン プ
ル、 標準的な試料、 および標準的でない試料の全範囲を含むよ う に設定し て く だ さ い。

 ま たは 

オース ト ラ リ アの EMC に準拠し ています

製造された製品が、 該当するすべての⽶国およびカ ナ ダ の安全要
求事項に準拠し ている こ と を公式に表明し ます

使⽤方法を参照し て く だ さ い

交流

こ の記号が付いている電気および電子機器には有害物質が含まれ
ている こ と があ り、 ⼀般廃棄物と し て廃棄し てはな り ません。
廃電気・電子製品に関する欧州連合の指令 (WEEE) 2012/19/EU 
に準拠するための正しい廃棄と リ サ イ ク ル手順については、
Waters Corporation にお問い合わせ く だ さ い。
シ リ アル番号

部品番号およびカ タ ロ グ番号

記号 定義

���
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品質管理
通常よ り も低い濃度、通常濃度、 および通常よ り も高い濃度の化合物を代表する  3 つの品質管理
(QC) サ ン プルを定期的に分析し て く だ さ い。 サ ン プル ト レ イ が同じ ま たは非常に似ている場合
は、QC サン プルの ト レ イ内の位置を変えます。QC サン プル結果が許容範囲内である こ と を確認
し、 毎日および分析のたびに精度を評価し て く だ さ い。 QC サン プルが範囲外の と き に収集され
たデー タは、 無効と なる場合があ り ます。 装置が適切に機能し ている こ と が確認でき る まで、 こ
れら のデー タ を レポー ト しないで く だ さ い。

EMC に関する注意事項

カナダ - スペクトル管理エ ミ ッ シ ョ ン通知
こ の ク ラ ス  A デジ タ ル装置は Canadian ICES-001 に準拠し ています。

Cet appareil numérique de la classe A est conforme à la norme NMB-001.

ISM 分類：ISM グループ 1 クラス B
こ の分類は、IEC CISPR 11、⼯業・科学・医療⽤ (ISM) 機器の要件に従っ て指定されています。 

グループ  1 の製品は、 意図的に生成および / または使⽤される、 装置の内部機能に必要な導電結合
無線周波エネルギーに、 適⽤されます。 

ク ラ ス  B の製品は、商業⽤および家庭⽤の両方に適し てお り、低電圧の電源供給ネ ッ ト ワー ク に
直接接続する こ と ができ ます。

EC の認定代理⼈

Waters Corporation
Stamford Avenue
Altrincham Road
Wilmslow SK9 4AX UK

電話番号： +44-161-946-2400

フ ァ ッ ク ス番号： +44-161-946-2480

連絡窓⼝： 品質管理マネージ ャ ー (Quality manager)
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1 動作理論

こ の章では、Waters® 2475 マルチ   蛍光検出器の動作をサポー トする理論およびテ ク ノ
ロジーについて説明し ます。 装置の機能についても説明し ます。

1.1 蛍光の理論について

蛍光は特定の分子が固有の波⻑の光を吸収する場合に発生し、 分子を よ り高いエネルギー状態に
高めます。分子が通常のエネルギー状態に戻る際に、 「励起された」 分子が吸収し た エネルギーを
光子と し て放出し ます。

多 く の有機化合物は光を吸収し ますが、蛍光を発する ものはわずかです。蛍光検出が可能な HPLC
シス テムでは、 多環芳香族炭化水素、 ア フ ラ ト キシン、 ビ タ ミ ン、 ア ミ ノ酸な ど が効果的に同定
されます。 化学誘導体化によ り、 カ ーバ メ イ ト系農薬な ど⼀部の非蛍光性の化合物も蛍光検出が
可能にな り ます。

蛍光検出には適切な励起波⻑と蛍光波⻑の両方の選択が必要であ り、 これに よ り高い選択性と感
度が得られます。 こ のため、 こ の方法は低い検出限界を必要と する分析（特に複雑なマ ト リ ク ス）
で便利です。

化合物の蛍光能⼒は、以下の条件で妨げ られる こ と があ り、 その場合には分析感度が低下し ます。

• pH の変化 – プ ロ ト ンの喪失または獲得およびそれに伴う電荷の増減は、 分析対象成分の電
子構造に影響を及ぼすため、 蛍光が増減する場合があ り ます。

• 温度変化 – サン プルの温度が上がる と、 蛍光は減少し ます。
• 溶存酸素量の変化 – ⼀部の分子では、溶存酸素が存在し ている と、蛍光が消滅（減少）し

ます。

蛍光検出器は、 「化学発光」 の測定に応⽤でき ます。化学発光では励起エネルギーに さ ら されない
分子が強度の低いシグナルを発し ます。 こ の タ イ プの検出では、 光源をオ フ にするか、（2475 検
出器の場合のよ う に）シ ャ ッ タ ーを オ ン に し て、 励起光が フ ロ ーセルに到達するのを防ぎます。

蛍光検出のプ ロセスには、 励起光源と以下のプ ロセスが関与し ます。

• 光源の フ ィ ル タ リ ン グ
• フ ィ ル タ された光によ るサン プルの励起
• 放出された蛍光の捕集と フ ィ ル タ リ ン グ
• 放出された蛍光の測定
• 放出されたシグナルの増幅
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1.2 蛍光検出

1.2.1 概要
スキ ャ ニ ング蛍光検出器では、 バン ド幅の狭い強度の高い光がサン プルに照射されます。 次に検出
器はサン プルによ っ て発せられる低レベルの蛍光を測定し ます。 放出された光は、 フ ィ ル タ リ ン グ
されて増幅された後、 電気シグナルに変換されて記録/分析が可能な形にな り ます。

1.2.2 励起光源
蛍光検出に使⽤される通常のエネルギー源は、 UV および可視範囲で安定し た強いスペ ク ト ルが
得られる ラ ン プです。結果と し て生じ る蛍光強度は励起スペ ク ト ルの強度に直接関係し ています。
そのため、 高感度検出器では可能な限り高強度の励起光源を使⽤し ています。

1.2.3 光源の種類
キセ ノ ン ラ ン プは、 汎⽤蛍光検出器に望ま しい光源です。

1.2.4 励起波⻑の選択
励起波⻑の選択には光源の フ ィ ル タ リ ン グが必要です。 最近の検出器では、 同じ目的に通常はモ
ノ ク ロ メ ー タ ーが使⽤されます。

モ ノ ク ロ メ ー タ ーは、 広い範囲のスペ ク ト ルで波⻑を選択するために使⽤する調整可能な装置で
す。 グ レーテ ィ ン グ モ ノ ク ロ メ ー タ ーでは、 狭い範囲、 つ ま り狭いバン ド幅の波⻑のみを通す回
折格子が使⽤されています。 回折格子を動かす こ と に よ っ て、 特定の波⻑範囲内で波⻑を選択で
き ます。 グ レーテ ィ ン グ モ ノ ク ロ メ ー タ ーは、 選択された波⻑の フ ラ ク シ ョ ン ま たは高次のもの
も通し ます。 た と えば、 600 nm の光エネルギーを通すよ う に モ ノ ク ロ メ ー タ ーを設定する と、
300 nm の 2 次波⻑のエネルギーも通し ます。 ロ ン グパス フ ィ ル タ ーは、 モ ノ ク ロ メ ー タ ーに
よ っ て生成される高次エネルギーの吸収に使⽤されます。 励起光はモ ノ ク ロ メ ー タ ーに よ っ て選
択され、 蛍光（放射エネルギー）も選択されます。 励起⽤及び蛍光⽤モ ノ ク ロ メ ー タ ーを備えて
いる検出器は、 ⼀方のモ ノ ク ロ メ ー タ ーを⼀定の設定のま ま に し て、 その間にも う⼀方のモ ノ ク
ロ メ ー タ ーの設定を変化させる こ と に よ っ て、 スキ ャ ン を実⾏する こ と ができ ます。 こ のよ う な
手法は、 混合試料の評価や化学構造の分析の際に必要です。

1.2.5 サンプルの励起
ラ ン プか ら の広いバン ド幅の高強度の光は、 フ ィ ル タ ーま たはモ ノ ク ロ メ ー タ ーを通過し、 狭い
バン ド幅の波⻑が選択されます。 こ の狭いバン ド幅の光は、 分析対象成分を励起する フ ロ ーセル
に向かいます。 励起波⻑は多 く の場合、 分析対象成分の吸光度の波⻑に⼀致し ます。

1.2.6 フ ローセル
⽯英フ ローセルは、測定に影響を与える迷光量を最小限に抑え、蛍光シグナルを最大限に し ます。
サ ン プル コ ンパー ト メ ン トは、 蛍光エネルギーが励起（ラ ン プ）光に対し て垂直な角度で集め ら
れる よ う に配置されています。 こ の配置によ り、 バ ッ ク グ ラ ウ ン ド と なる レ イ リ ー散乱の影響が
最小に抑え られます。
2015 年 6 月 15 日、 715004756JA リ ビ ジ ョ ン  A
18 ページ



1.3 蛍光の測定

フ ロ ーセルの蛍光を測定するには、 検出器で、 高い選択性（特定の蛍光波⻑を識別する）のニー
ズ と高い感度（低い蛍光強度を測定する）のニーズのバ ラ ン ス を と る必要があ り ます。

1.3.1 定量
蛍光は低濃度では線形ですが、 高濃度では非線形を⽰す場合があ り ます。

1.3.2 蛍光波⻑の選択
モ ノ ク ロ メ ー タ ーは、 蛍光波⻑を選択するために使⽤し ます。

1.3.3 光電子増倍管
光電子増倍管 (PMT) に よ っ て、フ ロ ーセル内の分子が放射する光子の流れに比例し た電流が生成
されます。

1.3.4 スキ ャ ニング
励起⽤及び蛍光⽤モ ノ ク ロ メ ー タ ーを備えている検出器では、 励起波⻑または蛍光波⻑のスキ ャ ン
が可能です。 波⻑の変更では、 モ ノ ク ロ メ ー タ ーの設定を変更し ます。 スキ ャ ン時には、 ⽚方の
モ ノ ク ロ メ ー タ ーの設定が⼀定に保たれ、 も う⼀方のモ ノ ク ロ メ ー タ ーで選択し た波⻑範囲を ス
キ ャ ン し ます。

1.3.5 マルチチ ャ ンネル操作
励起⽤および蛍光⽤モ ノ ク ロ メ ー タ ーを備えている検出器は、 励起波⻑と蛍光波⻑の設定を変更
でき ます。 マルチチ ャ ンネル操作では、 両方のモ ノ ク ロ メ ー タ ーが選択された⼀組の波⻑間を迅
速に移動し、 複数の ク ロ マ ト グ ラ ムを得る こ と ができ ます。 複数チ ャ ンネルの出⼒によ り、 ⼀回
の分析か ら よ り多 く の情報が得られる場合があ り ます。

1.3.6 蛍光データ
検出器は蛍光強度（エ ミ ッ シ ョ ン）ま たはエネルギーの単位でデー タ を レポー ト し ます。 さ ら に
2475 検出器では、 各検出器間のば ら つ き と経時劣化によ る ラ ン プ強度の低下を補正する ノ ーマ
ラ イ ズ し た単位を使⽤し て、 強度を レポー ト し ます。 ノ ー マ ラ イ ズ された単位を使⽤する と、 ゲ
イ ンの変化によ り シグナル対ノ イ ズ比が改善されますが、 ピー ク レ スポ ン スは変化し ません。 こ
れに よ り、 蛍光シグナル測定における装置間での再現性が向上し ます。

1.3.6.1 エ ミ ッ シ ョ ン単位と ノーマライズ
2475 検出器には、 エ ミ ッ シ ョ ン およびエネルギー と い う  2 種類の出⼒単位があ り ます。 エ ミ ッ
シ ョ ン単位は水に対し て ノ ーマ ラ イ ズ され、 そ の大き さ はでき る限り  PMT ゲ イ ン に左右されな
く な り ます。 ラ ン プや光学系の劣化な ど、 ⼀般に蛍光強度に影響を及ぼす変動は、 定期的に水を
⽤いて ノ ーマ ラ イ ズする こ と に よ っ て補正でき ます。 ノ ー マ ラ イ ズに よ り、 検出器間の蛍光強度
の変動が最小限に抑え られます。
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以下の式によ っ て各時間 (t) のエ ミ ッ シ ョ ン単位値 (EU) が計算されます。

EUt =（PMTカ ウ ン ト t /ゲ イ ン t）×（ゲイ ン ラ マ ン /カ ウ ン ト ラ マ ン）× 100

こ こ で

ゲ イ ン ラ マ ン および カ ウ ン ト ラ マ ン = 直近の ノ ーマ ラ イ ズ実⾏時の値

PMTカ ウ ン ト t および ゲ イ ン t = デー タ収集時の値

エ ミ ッ シ ョ ン単位の ノ ーマ ラ イ ズでは、Ex 350nm/Em 397nm の水/ラ マ ンシグナル強度が 100
エ ミ ッ シ ョ ン単位と な り ます。 キセ ノ ン スペ ク ト ル出⼒は検出器の動作範囲で⼀定ではな く 、 低
UV 波⻑は ノ ーマ ラ イ ズ波⻑よ り も早 く劣化する こ と があ り ます。

1.3.6.2 エネルギー単位
エ ミ ッ シ ョ ン単位に代わるもの と し てエネルギー単位があ り ますが、 これは従来の HPLC 蛍光検出
器によ っ て⽤い られている単位と よ く似ています。 エネルギー単位は PMT の陽極電流と直接関係
があるので、 ゲイ ン設定によ っ て直接的に左右されます。 ラ ン プ強度、 光学系の効率、 ゲイ ンな ど
のすべての装置変数は蛍光シグナル強度に直接影響を与え ます。 そのため、 エネルギー単位の信
頼性は低 く な り ます。 それでも、 作成された プ ロ ト コ ルに準拠するために エネルギー単位を計算
する必要がある場合は、 次の式を使⽤し ます。

EU = PMTカ ウ ン ト  × K ×（レ フ ァ レ ン ス カ ウ ン ト 0 /レ フ ァ レ ン ス カ ウ ン ト t）

K は検出可能な最大蛍光シグナルを  10,000 単位にスケー リ ン グ し ます。

1.3.7 参考文献
蛍光検出に関する詳細については、 以下の⽂献を参照し て く だ さ い。

Ichinose, N.、 Schwedt, G.、 Schnepel, F. M.、 および K. Adachi。 『Fluorometric Analysis 
in Biomedical Chemistry』、 第 5 章。 Wiley-Interscience: New York、 1991 年。

Yeung, E. S. 編集。 『Detectors for Liquid Chromatography』、 第 5 章。 Wiley: New York、
1986 年。

Seitz, W. R. 『Treatise on Analytical Chemistry』、 第二版。 Elving, P. J.、 Meehan, E. J.、
および Kolthoff, I.M. 編集。 Part I, Vol. 7、 第 4 章。 Wiley:N ew York、 1981 年。

Lakowicz, J. R. 『Principles of Fluorescence Spectroscopy』。 Plenum:New York、 1983 年。

Schulman, S. G. 『Fluorescence and Phosphorescence Spectroscopy:Physicochemical 
Principles and Practice』。 Pergamon Press: New York、 1977 年。

Winefordner, J. D.、 Schulman, S. G.、 および O’Haver, T. C. 『Luminescence 
Spectroscopy in Analytical Chemistry』。 Wiley-Interscience: New York、 1972 年。
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1.4 検出器の説明

2475 マルチ  蛍光検出器は、高速液体ク ロ マ ト グ ラ フ ィ ー (HPLC) ⽤に設計されたマルチチ ャ ン
ネルのチ ュ ーナ ブル蛍光検出器です。

図 1–1: 2475 マルチ   蛍光検出器

1.4.1 機能
こ の検出器は 200 nm 〜 900 nm で動作し ます。 こ の検出器では、 LC ⽤に最適化された光学
系が使⽤されています。 以下の機能によ り光のスループ ッ ト お よび感度が向上するため、 シグナ
ル対ノ イ ズ比（SN 比）が全体的に増加し ます。

• ス タ ン ド ア ロ ーンのプ ロ グ ラ ム機能 – ユーザー定義プ ロ グ ラ ム（または メ ソ ッ ド）を最大
10 個保存でき、 それぞれに最大 48 個の タ イ ム イ ベ ン ト および 2 つのプ ロ グ ラ マ ブルス
イ ッ チ を設定でき ます。

• シン グルま たはマルチチ ャ ンネルモー ド  – 単⼀波⻑ペア または複数の波⻑ペアで蛍光を モ
ニ タ ー し ます。

• 内蔵エル ビ ウムキ ャ リ ブ レーシ ョ ン レ フ ァ レ ン ス  – 波⻑の正確度を保証し ます。
• 自動二次フ ィ ル タ ー – 400 nm 以上の波⻑の場合に自動的に適⽤され、399 nm 以下の波

⻑の場合には適⽤されません。
• スペ ク トルのスキ ャ ン と保存の表⽰ – 標準的なチ ュ ーナブル蛍光検出器の機能だけでな く 、

スペ ク ト ルのスキ ャ ン、 表⽰、 および減算をサポー ト し ます。
• 自己診断機能 – 機能と性能を最適化する内蔵の診断ツールがあ り ます。
• デー タ通信およびコ ン ト ロール – Empower™ ソ フ ト ウ ェ ア と  MassLynx が使⽤されます。 
• プ ロ グ ラ ム可能な 2 つの接点リ レー出⼒ – 2 つの設定可能なス イ ッ チがあ り、それぞれが

最大 +30 V および 1 A に対応でき ます。 これら のス イ ッ チ（SW1 および SW2）は、 フ
ラ ク シ ョ ン コ レ ク タ ーお よびその他の外部デバイ ス を ト リ ガーで き ます。 時間と蛍光強度
でス イ ッ チ を設定でき ます。

• ノ ーマ ラ イ ズ された エ ミ ッ シ ョ ン単位 – 装置間の再現性が高ま り ます。
• ア イ ド ルモー ド  – シ ャ ッ タ ーを閉じ て光学系の劣化を防ぎます。
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1.5 動作原理

検出器を効果的に使⽤するには、 検出器の光学系や電気系、 および動作の理論と原理を理解する
こ と をお勧めし ます。 

• 光学系
• 波⻑の検証と テ ス ト
• フ ロ ーセル
• 電気系

1.5.1 検出器の光学系
光学系は⼀組のチ ュ ーナ ブルモ ノ ク ロ メ ー タ ーを基に し てお り、 以下のパー ツか ら構成されてい
ます。

• キセ ノ ン アー ク ラ ン プ
• 2 つの楕円ミ ラ ー と  1 つのパ ラ ボ ラ ミ ラ ー
• シ ャ ッ タ ー、 波⻑キ ャ リ ブ レーシ ョ ン フ ィ ル タ ー、 および二次フ ィ ル タ ー
• ⼊⼝ス リ ッ ト
• 出⼝ス リ ッ ト
• ブ レーズ ド、 平⾯、 凹型ホロ グ ラ フ ィ ッ ク回折格子
• 光電子増倍管 (PMT) 

• 軸方向照射フ ローセル

以下の図は、 光学系アセン ブ リ ーの光路および構成部品を⽰し ています。

図 1–2: 励起用モ ノ クロメーター光学系アセンブリー

キセ ノ ン ラ ン プ

グ レー
テ ィ ン グ パ ラ ボ ラ

ミ ラ ー

⼊⼝ス リ ッ ト

フ ィ ル
タ ーホ
イール

フ ロ ーセル
楕円ミ ラ ー

出⼝ス リ ッ ト、 励起
⽤モ ノ ク ロ メ ー タ ー
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図 1–3: 蛍光用モ ノ クロメーター光学系アセンブリー

1.5.2 光学アセンブリーの光路
検出器は、 い く つかの特徴的な設計によ り、 優れた性能を⽰し ます。 その フ ロ ーセルの設計によ
り、 バ ッ ク グ ラ ウ ン ド の迷光が最小限にな り、 低レベルのシグナルの検出能⼒が向上し ます。 光
学系を単純なものに し て、 シグナルの損失を最小限に抑え、 スループ ッ ト を最大化し ます。

1.5.2.1 光源
光強度の高い 150W のキセ ノ ン アー ク ラ ン プ を光源と し て使⽤しています。ラ ン プか らの光は励起
モ ノ ク ロ メ ー タ ーを通っ て、 フ ローセルのアパーチ ャ ーを照ら し ます。 ラ ン プか ら の光は、 ラ ン プ
の背後にある楕円ミ ラ ー（曲率中⼼が ラ ン プの高輝度スポ ッ ト に向いている）に よ っ て集光され
ます。

1.5.2.2 励起用モ ノ クロメーター
検出器では、 適切な励起波⻑を選択するためにモ ノ ク ロ メ ー タ ーを使⽤しています。 グレーテ ィ ン
グはすばや く動作し、 複数の励起波⻑やスキ ャ ン に対応し ます。

1.5.2.3 蛍光用モ ノ クロメーター
サン プルか ら発せ られる蛍光は フ ロ ーセルの上部か ら蛍光⽤の光学系に進みます。 蛍光⽤の光学
系は、 迷光が PMT に到達するのを最小限に抑え る ために、 励起光源に直交する位置に配置され
ています。 蛍光⽤モ ノ ク ロ メ ー タ ーは適切な蛍光波⻑を選択し ます。

光電子増倍管

 ⼊⼝ス リ ッ ト 楕円ミ ラ ー

フ ロ ーセル
出⼝マス ク

フ ロ ーセル

グ レーテ ィ ン グ

 出⼝ス リ ッ ト
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1.5.2.4 軸方向照射フローセル
軸方向に光が照射される溶融⽯英フ ローセルを採⽤し ています。

図 1–4: 軸方向照射フローセル

励起エネルギーは、 励起エネルギーの⼊⼝レ ンズを反対向きに し た もの と形状が幾何学的に⼀致
する ミ ラ ー（⼊⼝レ ンズの反対側のレ ンズ）に集ま り ます。 励起エネルギーは フ ロ ーセルの軸に
沿っ て反射し て戻るので、 セルの光路⻑が効果的に  2 倍にな り ます。 光路⻑が増加する こ と に よ
り、 従来の蛍光検出器と比較し て優れた感度が得られます。 

1.5.3 光電子増倍管 (PMT) のキ ャ リブレーシ ョ ン
検出器の感度はゲイ ン設定によ っ て調節されます。 ゲ イ ン設定によ っ て、 PMT の電圧を上げてレ
スポン ス を増幅でき ます。ゲ イ ンは PMT への高圧電源を調節する こ と に よ っ て達成されます。検
出器の組み⽴ておよび調整の後、および PMT ま たは PC ボー ド を交換し た後は必ず、Waters の
担当者が装置の診断機能を使⽤し て  PMT のキ ャ リ ブ レーシ ョ ン を⾏います。

1.5.4 PMT 感度
PMT のキ ャ リ ブ レーシ ョ ン後、 ク ロ マ ト グ ラ フ ィ ーの注⼊を⾏う前に、 PMT のゲ イ ン設定を選
択する必要があ り ます。 サ ン プル濃度が高い場合、 ま たは使⽤する移動相のバ ッ ク グ ラ ウ ン ド が
高い場合に発生する飽和状態は、 PMT ゲ イ ン設定が最低レベルの際にも常に問題にな り ます。検
出器の［ゲイ ンの自動最適化］診断機能を使⽤し て、 ゲ イ ンの精度を調整でき ます。

1.5.5 フ ィルタータイムコ ンスタン ト
検出器は、 ノ イ ズを最小限に抑えるためにデジ タ ル フ ィ ル タ ーを使⽤し ます。

タ イ ム コ ン ス タ ン ト の設定値を小さ く し た場合：

• ピー ク のひずみ と時間の遅れが少ない、 幅の狭いピー ク が得られます。
• 非常に小さ いピー ク ではベース ラ イ ン ノ イ ズ と の区別が困難な場合があ り ます。
• ベース ラ イ ン ノ イ ズがあま り除去されません。

タ イ ム コ ン ス タ ン ト の設定値を大き く し た場合：

• ベース ラ イ ン ノ イ ズが大幅に減少し ます。
• ピー ク の高さ が小さ く な り、 ブ ロ ー ドなピー ク形状にな り ます。

蛍光エネ
ルギー ⽯英ウ ィ ン ド ウ

ミ ラ ー

流路出⼝
ミ ラ ー

流路⼊⼝

レ ンズ

励起エネルギー
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ソ フ ト ウ ェ ア には、高速分析または高感度分析な ど の⽤途に適し た各デー タ レー ト について、 「高
速」、 「標準」、 ま たは 「低速」 の タ イ ム コ ン ス タ ン ト が⽤意されています。

下図は、 タ イ ム コ ン ス タ ン ト の増加と ピー ク形状の関係を⽰し ています。

図 1–5: フ ィ ルタータイムコ ンスタン トの影響

1.5.6 電気系
電気系には、 以下の構成部品があ り ます。

• プ リ ア ン プボー ド  – PMT および フ ォ ト ダ イ オー ド か ら アナ ロ グ⼊⼒シグナルを集めて処理
し、 さ ら に マ イ ク ロ プ ロ セ ッ サーに送り、 シグナルのデー タ処理を⾏います。 デー タ処理
ではサン プルシグナル と レ フ ァ レ ン スシグナルが統合され、A/D 変換が同時に⾏われます。
こ の コ ン ポーネ ン ト に よ り、 2 つの ビ ームに共通する ノ イ ズが除去されて、 きれいなベー
ス ラ イ ンが得られます。

• パーソナ リ テ ィ ボード  – プ リ ア ン プボードおよび外部イベン トか らの⼊⼒を受け付けます。
ま た、 光学系のポジシ ョ ニ ン グ を⾏う サ ブシス テムや ラ ン プの電源供給の コ ン ト ロ ールも
⾏います。

• CPU ボー ド  – デジ タ ルシグナルプ ロセ ッ サー、通信ポー ト、不揮発性（バ ッ テ リ ーバ ッ ク
ア ッ プ）RAM、 および フ ァ ーム ウ ェ アが保存されている フ ラ ッ シ ュ  RAM が装備されてい
ます。

• Ethernet 通信イ ン タ ー フ ェ ース  – 検出器と デー タ シス テムソ フ ト ウ ェ アの通信を可能に
し ます。

• ラ ン プ電源供給 – 安定し たキセ ノ ン ラ ン プの動作が得られます。
• DC 電源供給 – 検出器のアナ ロ グおよびデジ タ ル回路に電圧を供給し ます。

時間（分）

レ
ス
ポ
ン
ス

2 秒
0 秒
1 秒
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1.5.7 波⻑の検証と テスト
キセ ノ ン アー ク ラ ン プ と内蔵エル ビ ウ ム フ ィ ル タ ーは、 透過スペ ク ト ルの既知の波⻑に ピー ク を
⽰し ます。 起動時に、 キセ ノ ン ラ ン プのウ ォ ームア ッ プ と安定化のため、 検出器は 5 分間待機し
ます。 検出器は、 メ モ リ ー内に保存されているキ ャ リ ブ レーシ ョ ン デー タ と これ ら の ピー ク の位
置を比較し、 検証を⾏います。 こ の検証結果と保存されているキ ャ リ ブ レーシ ョ ン デー タ と の差
が ±2.0 nm を超える場合、検出器は波⻑検証失敗の メ ッ セージを表⽰し ます。 こ の メ ッ セージ
は波⻑の手動キ ャ リ ブ レーシ ョ ン が必要である こ と を⽰し ます。 検出器は フ ロ ーセルの残留物質
によ る誤差を回避するため、 起動時には再キ ャ リ ブ レーシ ョ ン ではな く 、 検証を⾏います。 キ ャ
リ ブ レーシ ョ ンは清浄な フ ロ ーセル と移動相で⾏います。 手動の波⻑キ ャ リ ブ レーシ ョ ン をいつ
でも開始し て、 前回のキ ャ リ ブ レーシ ョ ンデー タ を新しいデー タ と置き換える こ と ができ ます。

ヒ ン ト：検出器の総合的な波⻑正確度仕様は ±3.0 nm ですが、各グ レーテ ィ ン グの波⻑正確度
は ±2.0 nm に保持されます。

検出器が継続し て実⾏される場合、 検出器への電源を切っ てか ら⼊れ直し て、 波⻑検証を毎週実
⾏する必要があ り ます。 ま たは、 コ ン ソールか ら波⻑キ ャ リ ブ レーシ ョ ン機能を実⾏し ます。 検
証テス ト では、 ラ ン プのウ ォ ームア ッ プ と安定化に  5 分間必要です。

1.6 動作モード

検出器はシン グルま たはマルチチ ャ ンネルモー ド で動作でき ます。 ま た フ ロ ーセルを⽤いたスペ
ク ト ルのスキ ャ ン も可能で、 さ ら に差プ ロ ッ ト および MaxPlot の機能もあ り ます。

1.6.1 シングルチ ャ ンネルモード
検出器のデ フ ォ ル トはシン グルチ ャ ンネルモー ド で、 こ のモー ド では励起/蛍光波⻑のペアのシン
グルチ ャ ンネルがモ ニ タ ー されます。チ ャ ンネル A の励起波⻑を  200 〜 890 nm の範囲で指定
でき ます。

シン グルチ ャ ンネルモードでは、検出器は 400 nm 以上の励起波⻑に二次フ ィ ル タ ーを自動的に適
⽤し、 399 nm 以下の波⻑には適⽤し ません。 二次フ ィ ル ターは光学フ ィ ル タ ーであ り、 400 nm
以上の蛍光検出を妨害する不要な紫外線 (UV) 光が回析格子に届かないよ う にブ ロ ッ ク し ます。

1.6.1.1 適切なサンプリ ングレートの選択
正しい形状のピー ク を得るには、 十分な数のデー タ ポ イ ン ト が必要です。 こ のため、 非常に低い
サン プ リ ン グ レー ト では、 正し い ピー ク情報が得られません。 ク ロ マ ト グ ラ フ ィ ーデー タ ソ フ ト
ウ ェ ア では、 終了時間に最も近いデー タ ポ イ ン ト か ら開始時間に最も近いデー タ ポ イ ン ト を減算
し、 ク ロ マ ト グ ラ ム上で波形解析される ピー ク毎に ピー ク内のポ イ ン ト数を計算し ます。

ヒ ン ト：［ピー ク内のポ イ ン ト数］の値は、［レ ビ ュ ー メ イ ン］画⾯の下部にある［ピー ク］テー
ブルに表⽰されます。［ピー ク内のポ イ ン ト数］フ ィ ール ド が表⽰されない場合は、 テーブル内を
右ク リ ッ ク し、［テーブルのプ ロパテ ィ］を ク リ ッ ク し ます。［列］タ ブ を ク リ ッ ク し てか ら下方
にス ク ロ ール し て、［ピー ク内のポ イ ン ト数］フ ィ ール ド を探し ます。 チ ェ ッ ク ボ ッ ク ス を オ フ に
し、［OK］を ク リ ッ ク し ます。
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対象と なる最も狭いピー ク の ピー ク内のポ イ ン ト数値が 25 未満の場合は、 装置メ ソ ッ ド で よ り
高いサン プ リ ン グ レー ト を指定する必要があ り ます。 値が 50 よ り大きい場合は、 装置メ ソ ッ ド
でよ り低いサン プ リ ン グ レー ト を指定する必要があ り ます。

サ ン プ リ ン グ レー ト を、 最も幅の狭いピー ク内で 25 も し く はそれ以上のポ イ ン ト を得るために
必要な最も低い値に設定し て く だ さ い。 サ ン プ リ ン グ レー ト が高すぎる と、 ベース ラ イ ン ノ イ ズ
が大き く な り ます。

1.6.2 マルチチ ャ ンネルモード
マルチチ ャ ンネルモー ド、 つ ま り マルチ波⻑モー ド では、複数の励起/蛍光波⻑のペアがモ ニ タ ー
されます。 サ ン プ リ ン グ レー ト の設定範囲が限られるため、 こ の モー ド の使⽤は、 ピー ク幅があ
ま り狭 く ない標準的な ク ロ マ ト グ ラ フ ィ ーに限定されます。 マルチ波⻑モー ド を使⽤する こ と に
よ り、差プ ロ ッ ト ま たは MaxPlot の取り込みが可能なため、分析対象成分について さ らなる情報
を得る こ と ができ ます。 検出器では、 200 〜 890 nm の範囲か ら最大 4 つの励起波⻑、 210 〜
900 nm の範囲か ら最大 4 つの蛍光波⻑を選択でき ます。 シグナル対ノ イズ比を最適にするため
に、 電子部品の動的範囲を最大にするゲイ ン を指定し ます。 高すぎるゲイ ンではプ リ ア ン プが過負
荷になるため、 平頂なピー ク と警告ア ラ ームが発生し ます。

1.6.2.1 MaxPlot

検出器を使⽤し て、 マルチチ ャ ンネルモー ド で MaxPlot を取得でき ます。 MaxPlot 機能は、 選
択し た複数の励起/蛍光波⻑ペアで蛍光を モ ニ タ ー し、サン プル成分ご と に蛍光シグナルの最大値
を プ ロ ッ ト し ます。 MaxPlot では、 選択し たチ ャ ンネルの う ち蛍光シグナルの大きい方を出⼒し
ます。

1.6.2.2 差プロ ッ ト
検出器を使⽤し て、 マ ルチチ ャ ン ネル モ ー ド で差プ ロ ッ ト を取得でき ます。 差プ ロ ッ ト機能は、
ユーザーが選択し た複数の励起/蛍光波⻑ペアで蛍光を モ ニ タ ー し、それら のシグナル値の差を プ
ロ ッ ト し ます。

1.7 スペクトルのスキ ャ ン

蛍光光度計のよ う に、 スペ ク トルを取得して フ ァ イルに保存する こ と ができ ます。 こ の検出器と ダ
ブル ビーム分光光度計の最も大きな違いは、 サン プル と レ フ ァ レ ン スの フ ローセルのペアを同時に
測定するのではな く 、 単⼀の フ ローセルのみで測定する点です。 検出器は、 次の種類のスキ ャ ン を
実⾏し て、 蛍光スペ ク ト ルを得ます。

• ゼロ スキ ャ ン  – 溶媒のベース ラ イ ン スペ ク ト ルをキ ャ ラ ク タ ラ イ ズ し ます。
• 励起波⻑サン プルスキ ャ ン  – ゼロ スキ ャ ン を差し引いたサン プル励起スペ ク ト ルのみが表

⽰またはチ ャ ー ト出⼒されます。
• 蛍光波⻑サン プルスキ ャ ン  – ゼロ スキ ャ ン を差し引いたサン プル蛍光スキ ャ ンのみが表⽰

またはチ ャ ー ト出⼒されます。

サ ン プルの励起または蛍光スペ ク ト ルのいずれかを取得するには、 ゼ ロ スキ ャ ン実⾏後に適切な
サン プルスキ ャ ン を実⾏し ます。 通常は純粋な溶媒を使⽤し てゼ ロ スキ ャ ン を実⾏し ます。 サ ン
プルスキ ャ ンは、 こ の溶媒に溶解し た分析対象物で⾏われます。
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1.8 ランプエネルギーと性能

従来の蛍光検出器では、装置のシグナル/ノ イ ズ比は、装置に⼊射される ラ ン プ エネルギーに比例
し ていま し た。 ラ ン プ エネルギーは、 以下の影響を受けます。

• ラ ン プのそれまでの使⽤時間と効率
• 光学系や フ ロ ーセルの不適切な取り扱い
• 光学系部品の自然な劣化（PMT を含む）

光学系部品は時間と共にゆ っ く り と劣化し ます。従来型の蛍光検出器では、 PMT ゲ イ ン を上げる
こ と で、レ スポン ス を増加させています。ただ し、サ ン プルのレ スポン スはエネルギースループ ッ
ト に よ っ て変化し ます。 励起エネルギーが低下する と、 ピ ー ク レ スポ ン ス も低下し ます。 励起光
の強度が低下する と、 ピ ー ク レ スポン ス も低下し、 ノ イ ズが増加し ます。

通常の使⽤の場合、特定の波⻑設定における レ フ ァ レ ン ス エネルギーが、初期値に対するユーザー
設定し きい値を下回っ た と きに ラ ン プ を交換するのが⼀般的です。 ラ ン プ寿命は、 ユーザーの ノ イ
ズに対する要求度によ っ て異な り ます。

ヒ ン ト：ラ ン プ交換時には、 検出器の全体的な状態を確認する こ と をお勧めし ます。

検出器の性能が許容できないレベルまで低下する時期について、 単に レ フ ァ レ ン ス エネルギーに
基づいて予測する こ と は不十分です。 各ユーザーの分析によ っ て、 要求される感度のレベルは異
な り ます。 ラ ン プがみな同じ寿命、同じ劣化パタ ーン、同じ スペ ク ト ル出⼒特性である と すれば、
性能評価はレ フ ァ レ ン ス エネルギーの確認のみで可能です。 こ の不確実性を軽減するため、
Waters は、 検出器をでき る限り ラ ン プの状態に依存しないで使⽤でき る よ う に、 設計し ていま
す。 モ ノ ク ロ メ ー タ ーのキ ャ リ ブ レーシ ョ ンの検証後、 スペ ク ト ルにおける複数の特徴的領域で
装置のエネルギー レベルが評価されます。 フ ロ ン ト エ ン ド電子回路の取り込み時間が調整され、
これら の領域内でシグナルが最大にな り ます。 これは、 高いシグナル対ノ イ ズ比を維持し、 ノ イ
ズの少ないシグナルを得るためです。 これに よ り、 事実上は装置の感度はラ ン プ エネルギーに依
存しない と考え られます。

最終的には、 検出器の性能はそれぞれのア プ リ ケーシ ョ ン固有の要件によ っ て異な り ます。 シグ
ナル対ノ イ ズ比の測定は、 性能を評価し、 許容でき る感度限界を設定するための、 最も よい方法
です。

2475 検出器の光源ラ ン プは、 購⼊日か ら  2000 時間または 1 年間（ど ち ら か短い方）、 正し く
点灯し、 起動時の診断テ ス ト に も合格する こ と が保証されています。 検出器のオ ンボー ド診断を
使⽤し て、 ラ ン プの使⽤状況を記録し、 ラ ン プのシ リ アル番号を レポー トする こ と ができ ます。
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1.9 ゲインの自動最適化

適切なゲ イ ン を指定する こ と に よ り、 フ ルス ケールの限界を超えない範囲で、 内部アナ ロ グデジ
タ ル コ ンバー タ ーでの最大限のシグナルを得る こ と ができ ます。 ゲ イ ンが高すぎる と、 蛍光強度
が電子部品の許容範囲を超えて し まいます。 ゲ イ ンが低すぎる と、 蛍光シグナルに対する感度が
低 く な り、 シグナル対ノ イ ズ比も低下し ます。 し たが っ て、 サ ン プ ルを注⼊する前に  PMT に対
するゲ イ ン設定を正し く ⾏う必要があ り ます。 し か し、 注⼊前に蛍光シグナルの大き さは分か ら
ないため、 従来ユーザーは、 複数の注⼊を⾏っ て適切なゲ イ ン設定を確認し た り、 タ イ ム イ ベ ン
ト でゲ イ ンや波⻑を変更する と い っ た、手間のかかる プ ロ セスで、 こ の問題を解決し ていま し た。

ゲ イ ン の自動最適化診断機能では、 1 回の試し分析のみで検出器が最適なゲ イ ン値を⽰し ます。
レポー ト された値は、 PMT およびその関連する電子回路の過負荷、 および高濃度のサン プルの蛍
光強度の変動に備えて、 2 倍の余裕を持たせる アルゴ リ ズムを基に し ています。 タ イ ム イ ベン ト
でゲ イ ンや波⻑を変更する場合、 タ イ ム イ ベン ト の各領域に対し て最適なゲ イ ン値がレポー ト さ
れます。 メ ソ ッ ド のパー フ ォ ーマ ン ス を最適化するには、レポー ト されたゲ イ ン値を メ ソ ッ ド（お
よびその タ イ ム イ ベン ト テーブルも含める）に取り⼊れます。

検出器は分析全体の最大蛍光シグナルレベルを モ ニ タ ーする こ と もでき ます。 デー タ取り込み中
に ア ナ ロ グ出⼒を使⽤する場合、 全ク ロ マ ト グ ラ ムに適⽤される最小の EUFS 値が表⽰されま
す。 最適なゲ イ ン値と同様に、 EUFS 値には、 蛍光強度の変動を考慮し て、 2 倍のマージン（余
裕）があ り ます。 こ の レポー ト に基づいて、 メ ソ ッ ド のパ フ ォ ーマ ン ス を最大にする よ う に、 イ
ベ ン ト テーブルも含めて メ ソ ッ ド内のゲ イ ン値を調整し ます。

検出器は分析全体の最大蛍光シグナルレベルを モ ニ タ ーする こ と もでき ます。 これに よ っ て最小
EUFS 値の推奨値がわか り ます。最小 EUFS 値はデー タ取り込み中にアナ ロ グ出⼒を使⽤する場
合、 全ク ロ マ ト グ ラ ムに適⽤されます。 こ の値も エ ラ ーに備えて  2 倍のマージン を取っ て計算さ
れています。

1.9.1 メソ ッ ドの最適化
タ イ ム イ ベ ン ト の変更が含まれている メ ソ ッ ド を ダ ウ ン ロ ー ド でき ます。 タ イ ム イ ベ ン ト の変更
は、 ゲ イ ン、 励起波⻑、 ま たは蛍光波⻑を変更し、 きわめて重要な 「光の条件」 の変更であ り、
シグナル ピー ク の最大検索を更新するポ イ ン ト です。 十分な感度を得るために、 ピ ー ク が溶出す
る位置の直前でゲイ ン を変更する必要があ り ます。 つ ま り、 ピー ク の⾯積計算を妨げないよ う に、
保持時間の境界と なる位置でゲ イ ン変更を⾏う こ と が目的です。 ゲ イ ンの自動最適化診断機能を
実⾏する前に、 初期条件を指定する必要があ り ます。 タ イ ム イ ベン トは絶対に必要なわけではあ
り ませんが、 これを省略する と、 ク ロ マ ト グ ラ ムのすべての ピー ク に対し て  1 つの推奨ゲイ ン設
定値が表⽰されます。
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1.9.2 メソ ッ ド開発のアプローチ例
以下に⽰す ク ロ マ ト グ ラ ムは、 タ イ ム イ ベン ト に よ り ゲ イ ン を  2 回変更する メ ソ ッ ド で最適化さ
れます。

図 1–6: ゲインを最適化したクロマトグラム

最初のゲ イ ン設定変更は、 ゲ イ ン  1000 で最適に検出される小さなピー ク の直前に、 1.5 分の位
置で⾏われます。 2.0 分の位置での次の変更は、 必要な波⻑ペアの変更です。 初期ゲイ ン設定や
条件は重要ではあ り ません。 最初の タ イ ム イ ベ ン ト で必要と されるのは、 ゲ イ ン設定の変更が生
じ る と い う こ と だけです。 最適化前の メ ソ ッ ド テーブルは以下のよ う にな り ます。

ゲ イ ンの最適化診断機能の実⾏後、 検出器には推奨ゲイ ン値が表⽰されます。

表 1–1: メソ ッ ド開発の例

時間（分） イベン ト
初期 (0.0) 励起波⻑ = 375nm、 蛍光波⻑ = 410nm、 ゲ イ ン  = 100
1.5 ゲ イ ン  = 1
2.0 励起波⻑ = 375 nm、 蛍光波⻑ = 410 nm（こ こ ではゲ イ ンの変更は不要

です）

エ ミ ッ シ ョ ン

時間

領域 1 領域 2 領域 3

ゲ イ ン：10
励起：375 nm
蛍光：410 nm

ゲ イ ン：1000
励起：375 nm
蛍光：410 nm

ゲ イ ン：5
励起：395 nm
蛍光：440 nm
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ヒ ン ト：

• 前の表には、 予測できない蛍光シグナルの変動によるエ ラーに備えて、 2 倍のマージンで最
適化されたゲ イ ン値が⽰されています（キ ャ パシテ ィ の半分でゲイ ン を最適化）。

• エ ミ ッ シ ョ ン単位はゲ イ ン に依存しないので、 ゲ イ ンの変更はエ ミ ッ シ ョ ン単位の値には
影響を与え ません。 ただ し、 サ ン プル エネルギー単位を使⽤する場合は、 ゲ イ ン の変更は
出⼒シグナルの大き さ に影響を及ぼし ます。

1.9.3 各ピークに対するゲインの最適化
図 「ゲ イ ン を最適化し た ク ロ マ ト グ ラ ム」（30 ページ）を参照し て く だ さ い。 タ イ ム イ ベ ン ト
（ピー ク  3 および 4 の検出のため、 2 分で波⻑ペアの変更）を  1 つだけ使⽤する場合、推奨され
るゲ イ ン表は次の と お り です。

領域 2 のゲ イ ンは、領域 1 の最大シグナルレベルに よ っ て決ま り ます。 こ のため、 ゲ イ ン  10 が
時間 0.0 〜 2.0 で使⽤されます。 ただ し、小さなピー クは、 こ の設定で十分に分析されない こ と
があ り ます。 こ の小さなピー ク が検出でき た と し て も、 ベース ラ イ ン ノ イ ズが高いために ピー ク
⾯積が正し く 計算できない場合があ り ます。 ク ロ マ ト グ ラ ムの重要なポ イ ン ト でゲ イ ン変更を実
⾏しない と、 メ ソ ッ ド開発に と っ て効果的でないア プ ロ ーチにな り ます。

表 1–2: 推奨ゲイン値

EUFS：2000
イベン ト時間（分） 最適ゲイン

0.0（初期） 10

1.5 1000
2.0 5

表 1–3: 1 回のタイムイベン ト変更での推奨ゲイン値

EUFS：2000
イベン ト時間 – 分 最適ゲイン

0.0（初期） 10

2.0 5
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1.10起動時の診断テスト

検出器は起動時に⼀連の診断テス ト を実⾏し、 不合格の結果が返される と エ ラ ー メ ッ セージが表
⽰されます。 起動時の診断テス ト には以下のものがあ り ます。

• 中央処理装置 (CPU) テ ス ト
• シ リ アル通信イ ン タ ー フ ェ ース  (SCI) テ ス ト
• EEPROM テ ス ト
• RAM テ ス ト
• ア プ リ ケーシ ョ ン プ ロ グ ラ ムのチ ェ ッ ク サム検証
• ラ ン プ テ ス ト
• フ ォ ト ダ イ オー ド テ ス ト
• PMT テ ス ト
• 光学系テス ト /波⻑確認

1.11移動相溶媒の脱気

液体ク ロ マ ト グ ラ フ ィ ーの ト ラ ブルのほ と ん ど は移動相が原因です。特に  220 nm 未満の励起波
⻑では、 脱気された溶媒を使⽤する こ と が重要です。 フ ロ ーセルの気泡は検出器の性能に悪影響
を与えます。 脱気には以下の利点があ り ます。

• 蛍光レスポン スの再現性が得られる
• ベース ラ イ ンが安定し感度が上がる
• 溶出ピー ク の保持時間の再現性が得られる
• 定量での注⼊量の再現性が得られる
• ポン プ動作の安定性が高ま る

1.12波⻑の選択

蛍光検出器において、 励起モ ノ ク ロ メ ー タ ーが移動相の UV カ ッ ト オ フ値未満に設定される と、
溶媒は励起光の⼀部を吸収し ます。 これに よ り、 サ ン プルの蛍光レ スポン スが減少し ます。 ⼀般
的な溶媒および⼀般的な混合移動相の UV カ ッ ト オ フ範囲の完全な リ ス ト については、付録 C を
参照し て く だ さ い。

警告：不適切な溶媒を使⽤する と、 装置に重大な障害が発生し た り、 オペレー タ ーが負傷
し た り する場合があ り ます。
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2 検出器のセ ッ トア ッ プ

2.1 開始する前に

要件：2475 FLR検出器を設置するには、 ⼀般的な実験装置および コ ン ピ ュ ー タ ー制御装置の設
定方法と操作方法、 溶媒の取り扱い方法を理解し ている必要があ り ます。

検出器を設置する前に、 以下を確認し て く だ さ い。

• 加熱または冷却ベン ト の下に設置されていない
• 必要な構成部品が揃っ ている
• 出荷時の箱や開梱された製品に損傷がない

2.2 開梱と点検

検出器の段ボールには以下のものが含まれています。

• Certificate of Structural Integrity（設計および開発のバ リ デーシ ョ ンの証明書）
• 2475 FLR 検出器
• 2475 マルチ  蛍光検出器概要および メ ン テナ ン スガ イ ド（本書）
• ス タ ー ト ア ッ プキ ッ ト
• リ リ ース ノ ー ト

同梱品の確認の際に損傷または不具合等を発⾒し た場合は、 運送会社およびお近 く の Waters 支
社まで直ちにご連絡 く だ さ い。

損傷や不良品がある場合、日本のお客様は日本ウ ォ ー タ ーズ（株）(0120-800-299) までご連絡
く だ さ い。 日本以外のお客様は、 Waters 支社または Waters Corporation 本社 (Milford,
Massachusetts, USA) にお問い合わせいただ く か、 http://www.waters.com に ア ク セス し て
［Offices］を ク リ ッ ク し て く だ さ い。

輸送中の損傷および ク レーム申請についての詳細は、 『Waters 使⽤許諾 ・保証 ・ サポー ト サー ビ
ス』 のマ ニ ュ アルを参照し て く だ さ い。
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2.3 実験室の場所の選定

検出器の高信頼度の動作を確保するには、

• 冷房、 暖房の通風⼝の下に置かないで く だ さ い
• 接地されている  AC、 100 〜 240 Vac の電源に接続し て く だ さ い
• 換気のために、 裏側に少な く と も  12.7 cm（5 イ ン チ）の隙間を空けて く だ さ い

2.4 検出器の設置

2475 検出器を設置するには、 水平⾯に置いて、 廃液シス テム（ド レ イ ン チ ュ ーブ）が正常に機
能する よ う に し ます。 廃液シス テムには、 フ ロ ーセルか ら の液漏れを受ける廃液リ ザーバーを接
続でき ます。

注意：検出器の損傷を避けるために、 検出器の上に  18.1 kg（40 ポン ド）以上のものを
置かないよ う に し て く だ さ い。

表 2–1: 使用環境仕様

属性 仕様
動作温度範囲 4 〜 40 °C (39 〜 104 °F)

動作時相対湿度 20 〜 80%、 結露なし
輸送時および保管時の温度範囲 -30 〜 60 °C (-22 〜 140 °F)

輸送時および保管時の湿度範囲 20 〜 85%、 結露なし

警告：事故防止のため、Waters では、2475 検出器を 2 人で持ち運ぶこ と をお勧めし ます。

警告：出火の危険性。 過熱を防止し、 ケーブル接続⽤のスペース を確保するために、 検出
器の背⾯に  12.7 cm（5 イ ン チ）以上の隙間を空けて く だ さ い。
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2.5 システムモジ ュールの積み重ね

こ の手順は、 イ ン タ ー ロ ッ ク機能が装備されているシス テムモジ ュ ールに適⽤されます。

モジ ュールを積み重ねるには：
1. シス テムス タ ッ ク で、追加する モジ ュ ールの後脚を前回追加し たモジ ュ ールの上に置いて、

その後部位置合わせピ ンが前回追加し た モジ ュ ールの後部位置合わせス ロ ッ ト に収ま る ま
で、 後方にス ラ イ ド させます。

図 2–1: ピン と スロ ッ トの位置合わせ

2. 前部の位置合わせピ ンが、前回追加し たモジ ュ ールの位置合わせス ロ ッ ト に収ま る よ う に、
追加する モジ ュ ールの前⾯を下げます。

3. 残り のシス テムモジ ュ ールに対し て、 ス テ ッ プ  1 〜 2 を繰り返し ます。

警告：背骨や筋肉の傷害を避けるため、 シス テムモジ ュ ールを  1 人で持ち上げよ う と しな
いで く だ さ い。

警告：モジ ュ ールをシス テムス タ ッ ク に取り付ける際は、 モジ ュ ールの下やモジ ュ ールの
間に指を挟まないよ う に、 特に注意し て く だ さ い。

位置合わせピ ン  (2)

位置合わせス ロ ッ ト (2)
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2.6 電源への接続

2475 検出器には、 独⽴し た アース付き電源が必要です。 電気コ ンセン ト の アース接続を共通に
し て、 シス テムの近 く に接続する必要があ り ます。

電源に接続する方法：

推奨事項：最適な⻑期⼊⼒電圧を維持するため、 安定化電源または無停電電源装置 (UPS) を使
⽤し ます。

1. メ ス型の電源コ ー ド端を検出器の背⾯パネルにある差し込み⼝に接続し ます。
2. オ ス型の電源コ ー ド端を適切な壁の コ ンセン ト に接続し ます。
3. 前⾯ド アの左上にある電源ス イ ッ チ を押し て、 検出器に電源を⼊れます。

結果：検出器が⼀連の起動時診断テス ト を実⾏し、 ラ ン プ LED が緑色に点滅し ます。 ラ ン
プ  LED が緑色に点灯し ている場合、 ラ ン プは点灯されています。

2.7 検出器の配管

2.7.1 HPLC システムでのカラムの接続

検出器への配管接続部分は、 フ ロ ーセルアセン ブ リ ーの正⾯右側にあ り ます。

警告：感電を防止するには：
• ⽶国では SVT 型、 ヨ ー ロ ッ パでは HAR 型（またはそれ以上）の電源コ ー ド を使⽤し
て く だ さ い。 その他の国では、 最寄り の Waters の営業所にお問い合わせ く だ さ い。

• 装置の メ ン テナ ン ス を⾏う前に、 検出器の電源を切り、 プ ラ グ を抜いて く だ さ い。
• 検出器を他の装置と共通のアースに接続し ます。

注意：フ ロ ーセルの破損を防止するために、 フ ロ ーセルの最大許容圧⼒ 1000 kPa 
(10 bar、 145 psi)、 および下記の流量を超えないで く だ さ い。
• ACQUITY® Arc™ シス テムを使⽤し ている場合、 流量 5 mL/分。
• Alliance HPLC シス テムでは流量 10 mL/分。

警告：事故防止の観点か ら、 溶媒の処理、 チ ュ ーブの交換、 およびシス テムの操作を⾏う
場合は、常に優良試験所基準 (GLP) を遵守し て く だ さ い。使⽤する溶剤の物理的および化
学的な性質を確認し て く だ さ い。 使⽤する溶媒については、 化学物質安全性デー タ シー ト
(MSDS) で確認し て く だ さ い。
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HPLC システムでイン レ ッ トおよびアウト レ ッ ト チ ューブを接続するには：
1. 締め付け⽤フ ィ ッ テ ィ ン グ と フ ェ ラ ル（ス タ ー ト ア ッ プ キ ッ ト に同梱）を、 イ ン レ ッ ト

チ ュ ーブ に取り付けます。
2. イ ン レ ッ ト チ ュ ー ブ を カ ラ ム ア ウ ト レ ッ ト に接続し、 チ ュ ー ブが確実に接続された こ と を

確認し て締め付け⽤ねじ を締めて く だ さ い。

3. Teflon® チ ュ ーブ を フ ローセルのア ウ ト レ ッ ト チ ュ ーブに接続し、廃液容器まで配管し ます。

2.7.2 ACQUITY Arc システムでのカラムの接続

検出器への配管接続部分は、 フ ロ ーセルアセン ブ リ ーの正⾯右側にあ り ます。

注：チ ュ ーブ アセン ブ リ ーは、 適切なシステム流路キ ッ ト に含まれています。

ACQUITY Arc システムでイン レ ッ トおよびアウト レ ッ ト チ ューブを接続するには：
1. イ ン レ ッ ト チ ュ ー ブ を カ ラ ム ア ウ ト レ ッ ト に接続し、 さ ら に フ ロ ーセル イ ン レ ッ ト に接続

し ます。

2. ア ウ ト レ ッ ト チ ュ ーブ を フ ロ ーセルのア ウ ト レ ッ ト に接続し、 廃液容器まで配管し ます。

2.7.3 フ ィ ッ テ ィ ングの組み⽴て（HPLC システムのみ）
チ ュ ーブの端に締め付け⽤ねじ を通し ます。 次に、 フ ェ ラ ルの細い方がチ ュ ーブの端に向 く よ う
に フ ェ ラ ルを取り付けます。

注意：こ ぼれ出た溶媒によ る装置の損傷を避けるため、 液体容器を、 漏れた溶媒⽤
の ト レ イなし で装置またはデバイ スの上に直接置かないで く だ さ い。

警告：事故防止の観点か ら、 溶媒の処理、 チ ュ ーブの交換、 およびシス テムの操作を⾏う
場合は、常に優良試験所基準 (GLP) を遵守し て く だ さ い。使⽤する溶剤の物理的および化
学的な性質を確認し て く だ さ い。 使⽤する溶媒については、 化学物質安全性デー タ シー ト
(MSDS) で確認し て く だ さ い。

注意：こ ぼれ出た溶媒によ る装置の損傷を避けるため、 液体容器を、 漏れた溶媒⽤
の ト レ イなし で装置またはデバイ スの上に直接置かないで く だ さ い。

締め付け⽤ねじ

チ ュ ーブ フ ェ ラ ル チ ュ ーブの端（カ ラ ム効率
を最大にするために、 直角
に切断し て研磨する）

⻑さ（ユニ オ ンやカ ラ ム フ ィ ッ テ ィ ン
グな ど の個々の⽤途によ っ て異なる）
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2.7.4 HPLC システムでチ ューブを接続する
HPLC システムでチ ューブを接続するには：

1. カ ラ ム ア ウ ト レ ッ ト、 検出器イ ン レ ッ ト、 ま たは検出器ア ウ ト レ ッ ト フ ィ ッ テ ィ ン グ に各
チ ュ ーブ端を取り付けます。

2. 締め付け⽤ねじ を手で締めた後、 スパナで さ ら に  1/2 回転回し、 フ ェ ラ ルを固定し ます。

ヒ ン ト：設置時に正確な検証を⾏う ために、 脱気および フ ィ ル タ リ ン グ済みの新鮮な 100% の水
を、 電源投⼊前に フ ロ ーセルにポン プで送液し ます。

2.7.5 ACQUITY Arc システムでチ ューブを接続する
ACQUITY Arc システムでチ ューブを接続するには：

1. カ ラ ム ア ウ ト レ ッ ト、 検出器イ ン レ ッ ト、 ま たは検出器ア ウ ト レ ッ ト フ ィ ッ テ ィ ン グ に各
チ ュ ーブ端を取り付けます。

2. 締め付け⽤ねじ を手で締め付けて、 各フ ェ ラ ルを固定し ます。

ヒ ン ト：設置時に正確な検証を⾏う ために、脱気および フ ィ ル タ リ ン グ済みの新鮮な 100% の水
を、 電源投⼊前に フ ロ ーセルにポン プで送液し ます。

2.8 シグナルの接続

関連項目：『Ethernet 装置⼊門ガイ ド』。

以下の図は、 検出器を外部デバイ ス と接続し て操作するための コ ネ ク タ ーの、 背⾯パネルでの位
置を⽰し ています。

警告：感電防止のため、 検出器の電源を オ フ に し て、 AC 電源か ら接続を外し ます。
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図 2–2: 2475 検出器の背面パネル

2.8.1 コ ンポーネン トの接続の概要
推奨事項：Ethernet 接続で 2475 検出器をデー タ シス テム コ ンポーネン ト に接続する こ と をお
勧めし ます。

下表に、 2475 検出器と  HPLC ま たは UHPLC シス テム と の接続に使⽤するシグナル接続のま と
めを⽰し ます。 

表 2–2: コ ンポーネン トのコネクターの種類

コネクターの種類 コ ンポーネン ト
Ethernet 接続 ク ロ マ ト グ ラ フ ィ ーデー タ ソ フ ト ウ ェ アの

コ ン ト ロ ール下で実⾏中のシステムに、
Ethernet を使⽤し て接続し ます。

アナ ロ グ出⼒ eSAT/IN モジ ュ ール
イ ベン ト⼊⼒ • シス テム コ ン ト ロ ー ラ ー（Alliance e2695

セパレーシ ョ ン モジ ュ ール と と も に使⽤）
• Waters のマ ニ ュ アル イ ンジ ェ ク タ ー、ま た
は他社製イ ンジ ェ ク タ ー

RS-232 474 エ ミ ュ レーシ ョ ン モー ド の Empower 
か ら の リ モー ト コ ン ト ロ ールおよび直接デー
タ取り込みを可能に し ます。

シ ャ ー
シアース

⼊⼒と出⼒

フ ァ ンベン ト

電源ケーブル差込⼝

ヒ ュ ーズホル ダー

RS-232

Ethernet
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2.8.2 Ethernet ケーブルの接続
Waters 装置は、専⽤のロー カ ルエ リ アネ ッ ト ワー ク  (LAN) を介し て取り込みコ ン ピ ュ ー タ ー と
通信し ます。 取り込みコ ン ピ ュ ー タ ーでは、 装置⽤のネ ッ ト ワー ク カ ー ド で装置と通信し ます。

コ ン ピ ュ ー タ ーか ら  Waters の装置を コ ン ト ロ ールするには、 Waters の装置コ ン ト ロ ールソ フ
ト ウ ェ ア  (ICS) ド ラ イバーを取り込みコ ン ピ ュ ー タ ーに イ ン ス ト ールする必要があ り ます。（詳
細については、 装置コ ン ト ロ ールソ フ ト ウ ェ ア に付属のソ フ ト ウ ェ ア イ ン ス ト ール方法を参照し
て く だ さ い）。

2.8.2.1 単一の Waters 装置の接続
単⼀の Waters 装置のシス テム構成では、接続ハー ド ウ ェ ア と し ては 1 本の Ethernet ケーブル
（ス タ ー ト ア ッ プキ ッ ト）だけが必要です。

図 2–3: 単一の Waters 装置の接続

2.8.2.2 複数の Waters 装置の接続
複数の Waters 装置を組み込んだシス テム構成では、 Waters 装置と取り込みコ ン ピ ュ ー タ ー間
を  Ethernet ス イ ッ チで通信し ます。

接続ハー ド ウ ェ ア には、 各 Waters 装置あた り  1 本の標準 Ethernet ケー ブ ル、 お よびネ ッ ト
ワー ク ス イ ッ チ と取り込みコ ン ピ ュ ー タ ーの間に標準 Ethernet ケーブル 1 本が必要です。 

コ ン ピ ュ ー タ ーで Waters の装置を コ ン ト ロ ールするには、 Waters の装置コ ン ト ロ ールソ フ ト
ウ ェ ア を取り込みコ ン ピ ュ ー タ ーに イ ン ス ト ールする必要があ り ます。(ド ラ イバーデ ィ ス ク に付
属のソ フ ト ウ ェ ア イ ン ス ト ール方法を参照し て く だ さ い)。

2.8.2.3 ネ ッ トワークインストールのガイドライン
複数の Waters 装置の構成は、 専⽤ロ ー カ ルエ リ アネ ッ ト ワー ク  (LAN) を使⽤し ます。 以下の
図を参照し て く だ さ い。 LAN は、 以下のガ イ ド ラ イ ン に従っ て接続する必要があ り ます。

• Ethernet ケーブル
• 最⻑ 100 メ ー ト ル（328 フ ィ ー ト）

ヒ ン ト：複数の Ethernet 装置を使⽤する場合、 ネ ッ ト ワー ク ス イ ッ チ を使⽤する必要があ り ま
す。ネ ッ ト ワー ク ス イ ッ チの代わ り にネ ッ ト ワー ク ハブ を使⽤する場合のサポートはしていません。

Ethernet ケーブル

装置 LAN ネ ッ ト
ワー ク カ ー ド

取り込みコ ン
ピ ュ ー タ ー

Waters 装置
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図 2–4: 複数の Waters Ethernet 装置の接続

2.8.2.4 注入開始シグナルの接続
Ethernet で コ ン ト ロ ー ル さ れて い る シ ス テ ム では、 注⼊開始シ グ ナ ルは不要です。 た だ し、
Ethernet コ ン ト ロ ールではない場合、2475 検出器は、 デー タ収集および時間ベースのプ ロ グ ラ
ムを開始するために、 オー ト サン プ ラ ーま たはマ ニ ュ アル イ ンジ ェ ク タ ーか ら注⼊開始シグナル
を受信する必要があ り ます。

次の表に、 さ ま ざ まなシス テム構成についての注⼊開始シグナルの接続を⽰し ます。

ヒ ン ト：2475 検出器へのピ ン接続については、図 「I/O シグナル⼊⼒および出⼒」（43 ページ）
を参照し て く だ さ い。

表 2–3: 2475 検出器の注入開始シグナルの接続

注入開始出⼒ソース 注入開始入⼒の接続 
（2475 検出器、 コネクター I）

Waters マ ニ ュ アル イ ンジ ェ ク タ ー、 ま たは
他社製マ ニ ュ アル イ ンジ ェ ク タ ー /オー ト サン
プ ラ ー

Inject start +/–

�������

ス イ ッ チ

eSAT/IN モジ ュ ール

アナ ロ グ⼊⼒ 1 

アナ ロ グ出⼒

2475 
検出器質量分析計

100-Base-T 
Ethernet ケーブル

ワー ク ス テーシ ョ ン

装置のネ ッ ト ワー ク カ ー ド

アナ ロ グ⼊⼒ 2
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2.8.3 シグナル接続の選択
推奨事項：2475 検出器は、Ethernet を使⽤し て  Alliance HPLC シス テムの他の装置と接続す
る こ と をお勧め し ます。

背⾯パネルには、 2 つのアナ ロ グ コ ネ ク タ ー と、 外部装置によ っ て検出器を操作するための
RS-232 通信ポー ト があ り ます。 他の装置を これら の コ ネ ク タ ーで検出器に接続し て、 次のシグ
ナルを使⽤でき ます。

• アナログ出⼒ – 2 つの減衰し た アナ ロ グチ ャ ンネル出⼒［検出器出⼒ 1］と［検出器出⼒
2］があ り ます。 外部装置またはデー タ シス テムへの 1 V 出⼒をサポー ト し ます。 ⼊⼒/出
⼒の電圧と電流の仕様については、付録 B を参照し て く だ さ い。チ ャ ンネル A と チ ャ ンネ
ル B の 1 V 出⼒は、 各チ ャ ンネルの EUFS（エ ミ ッ シ ョ ン/エネルギー単位の フ ルスケー
ル）設定に基づいて ス ケー リ ン グ されます。 検出器を使⽤し て、 EUFS を個別に各チ ャ ン
ネルの出⼒に指定でき ます。 1 V 出⼒の V/EU は以下のよ う に計算されます。
出⼒電圧 = 蛍光度 × 1 V/EUFS

た と えば、 EUFSを  10,000 に設定する と、 従来の 0.0001V/EU で出⼒されます。 EUFS
を  100,000 に設定する と、 10,000 EU を超える ク ロ マ ト グ ラ フ ィ ー をサポー トする
0.00001 V/EU で出⼒されます。

• シ ャーシのアーススタ ッ ド  – アナ ロ グ接続のシール ド を こ こ に接続し ます。
• 出⼒の切り替え – 2 つの接点リ レーがあ り ます。 オ ン、 オ フ、 ト グルが選択でき、 指定さ

れた期間に  1 回パルス を出し た り繰り返し てパルス を出すよ う に設定でき ます。
• イベン ト入⼒ – 検出器の I（⼊⼒）端子の 4 つの汎⽤ TTL 接点リ レーが、 以下の機能を

サポー ト し ます（71 ページの タ イ ト ル 「⼀次および二次機能（メ ソ ッ ド）のパ ラ メ ー タ ー」
の表を参照）。
– リ モ ー ト ま たは注⼊開始
– ラ ン プ オ ン/オ フ
– チ ャ ー ト マー カ ー⼊⼒
– オー トゼ ロ
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2.8.4 I/O シグナル接続
背⾯パネルには、 I/O シグナル⽤のピ ン を保持し ている  2 つの取り外し可能なコ ネ ク タ ーがあ り
ます（下図を参照）。これら の コ ネ ク タ ー（I、II）は⼀方向に しか挿⼊できないよ う にな っ ています。

図 2–5: I/O シグナル入⼒および出⼒

下表では、 I/O コ ネ ク タ ーで使⽤でき る各シグナルについて説明し ています。 各シグナルの電気
的仕様については、 付録 B を参照し て く だ さ い。

表 2–4: 検出器の I/O シグナル

シグナル 説明

Inject start1 TTL 接点リ レー。 時間設定イベン ト のシーケ ン ス を開始する、 設定可能
な⼊⼒です。 分析の開始（通常は注⼊）を指定し、 検出器の内部時計を  
0.00 分に リ セ ッ ト し て開始し ます。 初期条件がす ぐ に適⽤されます。

Lamp On/Off 設定可能な⼊⼒で、 外部装置によ っ てキセ ノ ン ラ ン プのオ フ /オ ン を切り
替える こ と ができ ます。

Chart Mark 設定可能な⼊⼒で、 アナ ロ グ出⼒チ ャ ンネル（検出器出⼒ 1 および検出
器出⼒ 2）のいずれかまたは両方に、（フ ルスケールの 10% で）チ ャ ー
ト マー カ ーを⼊れます。

Auto Zero 設定可能な⼊⼒で、 両方のチ ャ ン ネル（検出器出⼒ 1 お よび検出器出
⼒ 2）を オー トゼ ロ に し ます。

Detector Out 12 チ ャ ンネル A を  1 V フ ルスケールでアナ ロ グ出⼒し ます（現在設定さ
れている  EUFS 値にスケー リ ン グ されます）。

Detector Out 2 チ ャ ンネル B を  1 V フ ルスケールでアナ ロ グ出⼒し ます（現在設定さ
れている  EUFS 値にスケー リ ン グ されます）。

II（⼊⼒および出⼒） I（⼊⼒）

1
2
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4
5
6
7
8
9
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1
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Detector out 1
Detector out 1
Ground
Detector out 2
Detector out 2
Switch 1
Switch 1
Ground
Switch 2
Switch 2













Inject start
Inject start
Ground
Lamp on/off
Lamp on/off
Chart mark
Chart mark
Ground
Auto zero
Auto zero
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2.8.5 シグナル接続
装置の背⾯パネルにあるシル ク ス ク リ ーン ラ ベルでシグナル接続の場所を確認し ます。

要件：外部電気障害を防止するために、 シグナル コ ネ ク タ ーの上に接続カバーを取り付けて く だ
さ い。

シグナル接続を⾏う方法：
1. シグナルケーブルの正と負の リ ー ド線を コ ネ ク タ ーに取り付けます。

2. （曲が っ ている側を下向きに し て）ク ラ ン プ を保護シール ド に滑り込ませます。
3. （曲が っ ている側を下向きに し て）ク ラ ン プ と シール ド を接続カバーに差し込み、⽚方のセ

ル フ タ ッ ピ ン グねじで緩 く締めます。

Switch 1 (2) 感度イベン ト および タ イ ム イ ベン ト で コ ン ト ロ ールでき ます。
Switch 2 (2) 感度イベン ト および タ イ ム イ ベン ト で コ ン ト ロ ールでき ます。

1. 注⼊開始、 チ ャ ー ト マー カー、 オー トゼ ロ、 および ラ ン プの⼊⼒が設定でき ます。 2 番目の設定画⾯を使⽤し て、 該当
するパ ラ メ ー タ ーを［Low］に設定し ます（75 ページを参照）。

2. 42 ページを参照。

表 2–4: 検出器の I/O シグナル（続き）

シグナル 説明

シグナルケーブル

コ ネ ク タ ー

接続カバー

シール ド

ク ラ ン プ
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4. シグナルケーブルを接続済みの コ ネ ク タ ー を接続カバーに差し込み、 ク ラ ン プ を ケーブル
の リ ー ド線の上にかぶせてか ら、 も う⼀方のセル フ タ ッ ピ ン グねじ で ク ラ ン プ を締め付け
て固定し ます。

5. も う  1 つの接続カバーを最初の カバーの上にはめ込みます。

2.8.6 Alliance e2695 セパレーシ ョ ンモジ ュールの接続
要件：Alliance e2695 セパレーシ ョ ン モジ ュ ール を接続する には、 2475 FLR 検出器が IEEE
接続を使⽤し て（推奨されている  Ethernet 接続ではな く）接続されている必要があ り ます。

Alliance e2695 セパレーシ ョ ン モジ ュ ールは、 以下の機能を実⾏し ます（検出器が Empower
ソ フ ト ウ ェ アの コ ン ト ロ ール下にない場合）。

• 注⼊時のオー ト ゼロ シグナルの生成
• 注⼊時のチ ャ ー ト マー カ ーの生成
• メ ソ ッ ド の開始
• ラ ン プのオ ン/オ フ

ケーブルの
リ ー ド線

ク ラ ン プ

シグナル コ ネ ク タ ー

接続カバー
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2.8.6.1 注入開始時のオートゼロの生成

Alliance e2695 セパレーシ ョ ンモジ ュールから、 注入開始時に検出器でオートゼロを実⾏す
る方法：
1. 以下の表および図のよ う に配線し ます。

2. 検出器の前⾯パネルで、 オー ト ゼ ロ シグナルを設定し ます。 デ フ ォ ル ト のオー ト ゼ ロ の設
定は［Low］です（75 ページを参照）。

図 2–6: 注入時のオートゼロ用の接続

表 2–5: 注入開始時にオートゼロを生成するための接続

Alliance e2695 セパレーシ ョ ン モ
ジ ュール（II 入出⼒） 2475 検出器（I 入⼒）

ピ ン  1 Inject Start ピ ン  9 Auto Zero 

ピ ン  2 Inject Start ピ ン  10 Auto Zero –
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（⼊⼒および出⼒）

2475 検出器 I
（⼊⼒）

⿊

赤
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2.8.6.2 注入開始時のチ ャートマーカーの生成

Alliance e2695 セパレーシ ョ ンモジ ュールから、 注入開始時にチ ャートマーカーを生成する
方法：

1. 以下の表および図のよ う に配線し ます。

2. 検出器の前⾯パネルで、 チ ャ ー ト マー カ ーシグナル を設定し ます。 デ フ ォ ル ト のチ ャ ー ト
マー カ ーシグナルは［Low］です（75 ページを参照）。

図 2–7: 注入開始時のチ ャートマーカー用の接続

表 2–6: 注入開始時にチ ャートマーカーを生成するための接続

Alliance e2695 セパレーシ ョ ン モ
ジ ュール（II 入出⼒） 2475 検出器（I 入⼒）

ピ ン  1 Inject Start ピ ン  6 Chart Mark 

ピ ン  2 Inject Start ピ ン  7 Chart Mark –
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2.8.6.3 メソ ッ ドの開始
Alliance e2695 セパレーシ ョ ン モジ ュ ールか ら の注⼊開始時に検出器が メ ソ ッ ド を開始するに
は、 以下の表と図に⽰すよ う に配線し ます。

図 2–8: 注入開始時にメソ ッ ドを開始するための接続

2.8.6.4 ランプのオン/オ フの切り替え

Alliance e2695 セパレーシ ョ ンモジ ュールからランプをオン/オ フ にする方法：
1. 検出器の前⾯パネルで、 デ フ ォ ル ト の ラ ン プ設定パ ラ メ ー タ ーの設定を［Ignore］か ら

［High］または［Low］に変更し て、 ラ ン プのオ ン / オ フ シグナルを設定し ます（75 ペー
ジを参照）。

2. 以下の表および図のよ う に配線し ます。

表 2–7: メソ ッ ドを開始するための接続

Alliance e2695 セパレーシ ョ ン モジ ュール
（II 入出⼒） 2475 検出器（I 入⼒）

ピ ン  1 Inject Start ピ ン  1 Inject Start 

ピ ン  2 Inject Start ピ ン  2 Inject Start –

表 2–8: 検出器のランプをオン/オ フ にするための接続

Alliance e2695 セパレーシ ョ ン モ
ジ ュール（I 出⼒） 2475 検出器（I 入⼒）

ピ ン  1 Switch 1 ピ ン  4 Lamp On/Off 

ピ ン  2 Switch 1 ピ ン  5 Lamp On/Off –
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図 2–9: ランプをオン/オ フ にするための接続

2.8.7 RS-232 装置の接続
推奨事項：検出器が 474 エ ミ ュ レーシ ョ ン モー ド の と きは、 RS-232 イ ン タ ー フ ェ ース コ ネ ク
タ ーを使⽤し ます。

デジ タ ル信号⽤の RS-232 イ ン タ ー フ ェ ース コ ネ ク タ ーが背⾯パネルにあ り ます。Empower ソ
フ ト ウ ェ ア の コ ン ト ロ ール下で実⾏し ている ク ロ マ ト グ ラ フ ィ ーシス テムワー ク ス テーシ ョ ン の
RS-232 通信ポー トな ど の RS-232 装置と、検出器を接続するために使⽤し ます（下図を参照）。
こ の RS-232 コ ネ ク タ ーは標準 RS-232 ケーブル と接続し ます。

ヒ ン ト：RS-232 ケーブルを接続する と、検出器は リ モー ト モー ド で動作し ます。 Empower ソ
フ ト ウ ェ ア の コ ン ト ロ ール下で実⾏し ているシス テムに接続する と き、 マルチチ ャ ンネル動作に
対し て［474 のエ ミ ュ レーシ ョ ン］オ プシ ョ ン を有効にする必要があ り ます。

注意：
• 機器の破損を防ぐ ために、RS-232 コ ン ト ロールバスにすでに接続している装置すべての
電源を切っ てか ら、 RS-232 イ ン タ フ ェ ースケーブルを追加の装置に接続して く だ さ い。

• シス テム上の RS-232 デバイ ス間をつな ぐ ケーブルの⻑さ の最大合計は、65 フ ィ ー ト
（20 メ ー ト ル）です。 2 台の RS-232 デバ イ ス間のケー ブ ルの⻑さ は、 10 フ ィ ー ト
（3 メ ー トル）以内にする こ と をお奨めし ます。 上記のケーブル⻑さ（合計）を超えた場
合、 RS-232 接続上の通信が断続的に切断される ト ラ ブルが発生する恐れがあ り ます。
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図 2–10: Empower ソ フ トウ ェ アのコ ン トロール下で実⾏しているシステムでの 
IEEE-488 および RS-232 接続

ヒ ン ト：RS-232 通信は、 マルチチ ャ ンネルモー ド をサポー ト し ません。

ヒ ン ト：検出器を  Waters のデー タ シス テムに接続する場合、 デー タ シス テムで設定できない検
出器パラ メ ー タ ーはすべて検出器本体の設定に従います。

RS-232 装置を検出器に接続するには：
1. RS-232 ケーブル（検出器に付属）の⼀端を、 RS-232 デバイ ス に接続し ます。

注：こ のよ う なデバイ スには、 Empower ソ フ ト ウ ェ アの コ ン ト ロ ール下で実⾏し ている
シス テムでの、 RS-232 通信ポー トや Equinox カ ー ド が該当し ます。

2. ケーブルの他端を検出器の背⾯パネルにある  RS-232 コ ネ ク タ ーに接続し ます。

3. RS-232 ケーブルのねじが確実に締ま っ ている こ と を確認し ます。

4. ⼊出⼒がすべて正し く 接続されている こ と を確認し ます（49 ページの 「RS-232 装置の接
続」 を参照）。

5. 検出器を  RS-232 通信⽤に設定し、 リ モー ト モー ド で実⾏し ます。

6. 注⼊開始ケーブルを接続し ます（48 ページの 「メ ソ ッ ド の開始」 を参照）。

Empower 
ワー ク
ス テーシ ョ ン

busLAC/E ま たは LAC/E32 カ ー ド

COM ポー ト ま たは Equinox 
カ ー ド ポー ト（9 ピ ン）

RS-232 
ケーブル

2475 
検出器

IEEE 
シス テム

IEEE ポン プ

IEEE-488 
コ ネ ク タ ー
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2.9 他の装置への接続

検出器には、 下記を含む さ ま ざ まな装置を接続でき ます。

• Empower ソ フ ト ウ ェ アの コ ン ト ロ ール下で、eSAT/IN モジ ュ ールを使⽤し て実⾏し てい
る ク ロ マ ト グ ラ フ ィ ーシス テムワー ク ス テーシ ョ ン

• Waters フ ラ ク シ ョ ン コ レ ク タ ー 

必要なツールおよび器材

検出器の背⾯パネルにある端子にケーブルを接続するには、 以下の⼯具が必要です。

• 小型のマ イ ナス ド ラ イバー（ス タ ー ト ア ッ プキ ッ ト）
• ケーブルの絶縁被覆を剥ぎ取る⼯具

2.9.1 ケーブルの接続
他の Alliance HPLC システム装置から検出器の背面パネルにある  I および II の端子まで、
ケーブルを接続する方法：
1. 端子 I または II（図 「I/O シグナル⼊⼒および出⼒」（43 ページ）を参照）を取り外し ます。

2. 接続ピ ンの端子のねじ を緩めます。
3. ⼯具を使⽤し て、 ケーブルの端か ら  1/8 イ ン チほ ど ワ イヤーの絶縁被覆を剥ぎ取り ます。

4. 剥ぎ取っ たケーブルを適切なコ ネ ク タ ーに差し込みます。
5. ワ イ ヤーが所定の位置に固定される までねじ を締め付けます。
6. 端子を差し込みます。
7. 端子を し っ か り と押し込み、 正し く 接続された こ と を確認し ます。

2.9.2 eSAT/IN モジ ュールを使用したデータシステムの接続
eSAT/IN モジ ュ ールを使⽤し て（RS-232 ではな く）、 Empower ソ フ ト ウ ェ アの コ ン ト ロ ール
下で実⾏し ているシス テムで、サー ドパーテ ィ ー検出器か ら デー タ を取り込めます（51 ページを
参照）。 こ の方法を使⽤するには、 検出器と サテ ラ イ ト イ ン タ ー フ ェ ース  (eSAT/IN) モジ ュ ール
と を接続する必要があ り ます。

eSAT/IN モジ ュ ールは、 検出器か ら のアナ ロ グ信号をデジ タ ル信号に変換し ます。

図 2–11: eSAT/IN モジ ュール（前面パネル）
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Empower ソ フ トウ ェ アのコ ン トロール下で実⾏しているシステムを検出器に接続するには：
1. eSAT/IN モジ ュ ールを、Empower ソ フ ト ウ ェ アの コ ン ト ロ ール下で実⾏し ているシス テ

ムの Ethernet カ ー ド に、 『Waters eSAT/IN モジ ュ ール イ ン ス ト ールガ イ ド』 の手順に
従っ て、 接続し ます。

2. eSAT/IN モジ ュ ールを、 検出器の背⾯パネルにある  II（⼊出⼒）端子に接続し ます。

a. チ ャ ンネル A（図 「eSAT/IN モジ ュ ールチ ャ ンネル 1 と検出器の接続」（53 ページ）
と図 「I/O シグナル⼊⼒および出⼒」（43 ページ）を参照）：
- 白色のワ イヤーを  B の ピ ン  1 に接続し ます（Detector out 1 + [+1 V]）。
- ⿊色のワ イヤーを  B の ピ ン  2 に接続し ます（Detector out 1 - [-1 V]）。

b. チ ャ ンネル B（図 「eSAT/IN モジ ュ ールチ ャ ンネル 2 と検出器の接続」（53 ページ）
と図 「I/O シグナル⼊⼒および出⼒」（43 ページ）を参照）：
- 白色のワ イヤーを  B の ピ ン  4 に接続し ます（Detector out 2 + [+1 V]）。
- ⿊色のワ イヤーを  B の ピ ン  5 に接続し ます（Detector out 2 – [–1 V]）。

c. ケーブルのも う⼀方の端を、 eSAT/IN モジ ュ ール前⾯のチ ャ ンネル 1 ま たはチ ャ ン
ネル 2 のいずれかの コ ネ ク タ ーに接続し ます。

3. 『Empower ソ フ ト ウ ェ ア⼊門ガ イ ド』 に従っ て、 eSAT/IN モジ ュ ールのシ リ アルポー ト
を設定し ます。

注意：
• 『Waters eSAT/IN モジ ュ ール イ ン ス ト ールガ イ ド』 に記載されているすべての
手順を完了する までは、 eSAT/IN モジ ュ ールを起動しないで く だ さ い。 適切な
手順を踏まずに起動し た場合は、 装置に損傷を与える恐れがあ り ます。 ま た こ の
場合には、 保証は無効にな り ます。

• モジ ュ ールの損傷を防止するために、 モジ ュ ールへの電源接続部の取り付けまた
は取り外し をする前に、 必ず コ ー ド を コ ンセン ト（ま たは電源装置）か ら抜いて
く だ さ い。
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図 2–12: eSAT/IN モジ ュールチ ャ ンネル 1 と検出器の接続

図 2–13: eSAT/IN モジ ュールチ ャ ンネル 2 と検出器の接続

注意：測定に悪影響を与える接地ループの発生確率を最小限に抑えるため、 ケーブ
ルのシール ド の⼀端のみをシ ャ ーシアースに接続し ます。

表 2–9: eSAT/IN モジ ュールと検出器の接続

eSAT/IN コネクター 2475 検出器（II 出⼒）
Channel 1 ま たは 2 ピ ン1 Detector Out 1 + (白)

ピ ン  2 Detector Out 1 –（⿊）
Channel 1 ま たは 2 ピ ン  4 Detector Out 2 + (白)

ピ ン  5 Detector Out 2 –（⿊）

eSAT/IN モジ ュ ール
2475 検出器 II
（⼊⼒および出⼒）

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10












Detector out 1
Detector out 1
Ground
Detector out 2
Detector out 2
Switch 1
Switch 1
Ground
Switch 2
Switch 2

2475 検出器 II
（⼊⼒および出⼒）

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10












Detector out 1
Detector out 1
Ground
Detector out 2
Detector out 2
Switch 1
Switch 1
Ground
Switch 2
Switch 2
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2.9.2.1 チ ャートマーカー
以下の操作を⾏う と、 検出器の前⾯パネルか ら チ ャ ー ト マー カ ーを生成する こ と もでき ます。

• 検出器のキーパ ッ ド の Chart Mark キーを押し ます。
• タ イ ム イ ベン ト を プ ロ グ ラ ム し て、 チ ャ ー ト マー カ ーを生成し ます。
• ア ナ ロ グのチ ャ ー ト マー カ ーシグナル⼊⼒に よ り、 チ ャ ー ト マー カ ーシグナルが生成され

ます。 

2.9.3 Waters フ ラクシ ョ ン コ レクターの接続
使⽤している  Waters フ ラ ク シ ョ ン コ レ ク タ ーは、I/O 端子を介して Alliance HPLC システム と通
信し ます。 I/O 端子は、 2 部品（オス型/メ ス型）接続です。 メ ス型コネ ク タ ーは、 フ ラ ク シ ョ ン コ
レ ク タ ーの背⾯パネルに、 恒久的に取り付け られています。 I/O コ ネ ク タ ー（オス型）は、 メ ス型
端子にスナ ッ プ接続されます。 ⼊⼒および出⼒の リ ード線は、 端子のオス型部に接続されます。

I/O シグナル接続をする方法：
1. 適切なシグナルケーブル（LC シス テムモジ ュ ールに付属）を選択し、適切な⻑さ に切断し

ます。
ヒ ン ト：シグナルケーブルは、 干渉を最小限に抑えるため、 でき るだけ短 く する必要があ
り ます。

2. 絶縁被覆剥ぎ取り器を使⽤し て、シグナルケーブルの各導体の端か ら約 5 mm の絶縁被覆
を取り除き ます。

3. I/O 端子のオ レ ンジ色の本体を掴んで、 WFC III の背⾯パネルか ら オ ス型コ ネ ク タ ーを強
く 引き外し ます。

4. 下図の I/O 端子図を確認し て く だ さ い。
ヒ ン ト：こ の図は、 装置の背⾯パネルにも表⽰されています。 ブ ロ ッ ク図の個々の番号付
きのス ロ ッ トは、 それぞれの番号付きのピ ン に対応し ます。

5. 端子ブ ロ ッ ク で、 接続する ピ ンの場所を探し ます（各ピ ンのシグナルの説明については以
下の表を参照）。
ヒ ン ト：正の接続は偶数番号の端子に、 負の接続は奇数番号の端子に⾏います。

6. 対応する ピ ン ス ロ ッ ト の上方のねじ を緩めます。 リ ー ド線を ス ロ ッ ト の奥まで挿⼊し ます。
7. ねじ を締め付けて、 接触する よ う に リ ー ド線を固定し ます。
8. すべての接続が完了し た ら、 オ ス型コ ネ ク タ ーを メ ス型コ ネ ク タ ーに挿⼊（ねじが上向き

になる よ う に）し ます。
9. RFC-10 コ ネ ク タ ー コ ア を  I/O 端子接続コ ー ド に取り付けます。

要件：コ ア と端子コ ネ ク タ ーの距離が 10 cm 未満である こ と を確認し ます。

+ + + + +++ - - - - --
1 2 3 54 6 7 8 9 10 11 12
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ス イ ッ チや リ レ ーな ど の機械式接点の出⼒シグナルは、 EXT START、 EXT END、 EXT COUNT
端子への⼊⼒の供給に使⽤でき ます。 電気的干渉を防止するため、 これ ら の出⼒シグナルを他の
装置に接続しないで く だ さ い。

コ ン ト ロ ー ラ ーか ら の タ イ ム イ ベ ン ト出⼒ (S1 〜 S4) にハー ド ウ ェ ア の ト リ ガ ーが必要な場
合、 シグナルケーブル（品番 62031）が必要な場合があ り ます。 シグナルケーブルを使⽤するに
は、 短い⿊色の接地線を  WFC の端子に、 白色の正極を  WFC の S4 に接続し ます。 ⻑い⿊色の
負極リ ー ド線を  S1 〜 S4 に、 白色を コ ン ト ロ ー ラ ーの +12 V に接続し ます。

下表に  I/O 端子コ ネ ク タ ーの仕様を⽰し ます。

レ コ ー ダ ーに マー カ ー⼊⼒端子がない場合、 EVENT MARKER シグナルを、 レ コ ー ダ ー⼊⼒シグ
ナル と並列に接続し て、 場合によ り イ ベン ト マー カ ーを作成する こ と ができ ます。

表 2–10: シグナル接続

ピン シグナル 説明
1(-)/2(+) SIGNAL 検出器からの出⼒に接続します。 「条件」 モード を使⽤し

て、 検出器出⼒に適合するシグナルレベルを選択します。
3(-)/4(+) EXT START 外部開始シグナルに接続し ます（例えばポン プ コ ン ト

ロ ー ラ ー）。
5(-)/6(+) EXT END 分取を⼀時停止するための終了シグナルを接続し ます。
7(-)/8(+) EXT COUNT 分取⽤のカ ウ ン ト シグナルを接続し ます。
9(-)/10(+) EVENT MARKER (1) レ コ ー ダ ーの⼊⼒端子に接続し ます。 分析後にポン プ を

オ フ にするために使⽤し ます。
11(-)/
12(+)

EVENT MARKER (2) 開始後の ド ロ ッ パーの移動中以外は、 ス テー タ スがオ ン
にな り ます。 ド ロ ッ パー移動中にポン プ を オ フ にする こ
と で、 ク ロ マ ト グ ラ フ ィ ーシス テムの背圧を防止するた
めに使⽤し ます。

表 2–11: I/O 端子コネクターの仕様

パラメーター 値
最大端子電圧 60 Vac

最大端子電流 0.3 A

最大ス イ ッ チ ワ ッ ト数 10 W

最小抵抗容量 100 mA
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3 検出器の使用

検出器を設置し た ら、 ス タ ン ド ア ロ ー ン の装置と し て、 ま たはデー タ シス テムの⼀部と し
て、 検出器を設定し て使⽤する必要があ り ます。
• ス タ ン ド ア ローンの装置と して – Alliance HPLC システムな ど のシステムや、 ポン プ、

イ ンジ ェ ク タ ー、 イ ン テ グ レー タ ー と共にス タ ン ド ア ロ ーンの検出器と し て使⽤でき
ます。 ク ロ マ ト グ ラ フ ィ ーデー タ シス テムか ら コ ン ト ロ ール しない場合は、 検出器の
前⾯パネルか ら設定でき ます。

• ソ フ ト ウ ェ アの コ ン ト ロール下で実⾏しているシステムの⼀部と して – Empower ソ フ
ト ウ ェ ア ま たは MassLynx の コ ン ト ロ ール下で実⾏し てい るシス テムで使⽤する よ
う に、 検出器を設定でき ます。 こ のためには、 Empower のオ ン ラ イ ンヘルプの手順
に従っ て、 検出器を コ ン ト ロ ールするパ ラ メ ー タ ーを指定し ます。

3.1 検出器の起動

3.1.1 検出器の初期化
検出器の電源を⼊れる前に、 検出器背⾯パネルか ら電源に正し く 電源コ ー ド が接続されている こ
と を確認し て く だ さ い。

電源を投⼊するには、 検出器の左上にある オ ン/オ フ ス イ ッ チ を押し ます。

起動時に、検出器は 3 回ビープ音を発し ます。前⾯ド アの背後にあるキーパ ッ ド に よ り、｢Booting
System... Please Wait (Service Keypad Inputs Accessible for 6 sec.)」 と い う メ ッ セージ
が表⽰されて、 ⼀連の起動時自動診断テス ト が実⾏されます。

ヒ ン ト：サー ビ スキーパ ッ ド⼊⼒は、 ト ラ ブルシ ュ ーテ ィ ン グ時に  Waters のサー ビ ス エ ンジニ
ア だけが使⽤でき る よ う に コ ー ド化されています。

警告：
• こ の装置を使⽤する場合および溶媒と テ ス ト溶液を⽤いて作業する場合は、優良試験所
基準 (GLP) に必ず従っ て く だ さ い。 使⽤する溶媒と試験溶液の化学的および物理的性
質を理解し てお く 必要があ り ます。 使⽤する溶媒と試験溶液の化学物質安全性デー タ
シー ト  (MSDS) を参照し て く だ さ い。

• 不適切な溶媒を使⽤する と、装置に重大な障害が発生し た り、 オペレー タ ーが負傷し た
り する場合があ り ます。 詳細については、 付録 C を参照し て く だ さ い。

警告：爆発の危険性。 引火点は、 可燃性物質の蒸気か ら液体表⾯に炎が広がる、 最も低い
温度の こ と です。 化学物質の引火点は、 液体の蒸気圧に よ っ て決ま り ます。 つ ま り、 蒸気
濃度が十分高い時のみ、 溶媒蒸気が燃焼する可能性があ り ます。
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以下の メ ッ セージが表⽰されます。

1. グ レーテ ィ ン グ初期化中
2. シス テム初期化中
3. ラ ン プ点灯
4. ウ ォ ームア ッ プ終了までの時間(5 分か ら カ ウ ン ト ダ ウ ン)

図 3–1: 2475 検出器の起動時画面

5. 光学フ ィ ル タ ーをホー ミ ン グ中
6. 0 次ピー ク を検索中

7. エル ビ ウムキ ャ リ ブ レーシ ョ ン ピー ク を検出中
8. 最後の設定を リ ス ト ア中

初期化が終了する と、 2475 検出器は蛍光ホーム画⾯を表⽰し ます。 詳細については、 64 ペー
ジ、 および 67 ページを参照し て く だ さ い。

図 3–2: 蛍光ホーム画面

ヒ ン ト：通常、 使⽤を開始する前に少な く と も  60 分間、 検出器のウ ォ ームア ッ プ を⾏っ て く だ
さ い。

3.1.2 起動時の障害
起動時の内部テス ト が 1 つ以上の不合格結果を返す と、 検出器はビープ音を鳴ら し、 エ ラ ー メ ッ
セージが表⽰されます。 重大なエ ラ ーの場合、 ホーム画⾯の実⾏時エ ミ ッ シ ョ ン単位の代わ り に
「<Error>」 が表⽰されます。

起動時診断テス ト の失敗、エ ラ ー メ ッ セージ、および推奨される対処方法の⼀覧については、123
ページの 「起動時のエ ラ ー メ ッ セージ」 を参照し て く だ さ い。 オ ン ラ イ ンヘルプ に、 運転時のエ
ラ ー メ ッ セージ と推奨対処方法が表⽰されます。 起動時診断の失敗のハー ド ウ ェ ア関連の原因と
その対処方法については、 135 ページの 「ハー ド ウ ェ アの ト ラ ブルシ ュ ーテ ィ ン グ」 を参照し て
く だ さ い。
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3.1.3 アイドルモード
検出器が正常に起動する と、 ア イ ド ルモー ド にな り ます（図 「2475 検出器のア イ ド ルモー ド の
画⾯」（59 ページ）を参照）。 シ ャ ッ タ ーを開 く 必要がある機能（ロー カ ル メ ソ ッ ド、 スキ ャ ン、
ノ イ ズテ ス トな ど）を実⾏し ていない と きは、シ ャ ッ タ ーは閉じ た状態で、検出器はア イ ド ルモー
ド で ラ ン プが点灯し ています。 シ ャ ッ タ ーが閉じ ている こ と に よ り、 不要な紫外光が検出器の光
学系に到達する こ と を防ぎます。

図 3–3: 2475 検出器のアイドルモードの画面

3.2 操作用インターフ ェースの使用

3.2.1 デ ィ スプレイの使用
検出器の操作⽤イ ン タ ー フ ェ ースには、128×64 の ビ ッ ト マ ッ プ グ ラ フ ィ ッ ク デ ィ ス プ レ イ、 お
よび 24 キーか ら成る メ ン ブ レ ンキーパ ッ ド（前⾯ド アの背後にある）があ り ます。 下図のよ う
なホーム画⾯が表⽰されます。

図 3–4: 蛍光ホーム画面でのパラメーターを⾒つける

HOME キーを押す と、 いつでもホーム画⾯に戻る こ と ができ ます。 検出器の初回使⽤時は、 ホー
ム画⾯に⼯場出荷時のデ フ ォ ル ト値が表⽰されます。 その後は、 検出器が最後にシ ャ ッ ト ダ ウ ン
される前に表⽰されていた設定が表⽰されます。 ホーム画⾯の表⽰は、 分析を継続するにつれて
変化し ます。

リ アル タ イ ムで、 検出器は 1 つ以上の波⻑ペアについて、 蛍光を エ ミ ッ シ ョ ン単位またはエネル
ギー単位でモ ニ タ ー し ます。 同時に、 60 ページの タ イ ト ル 「2475 検出器のホーム画⾯および
メ ッ セージ画⾯のア イ コ ン」 の表のパ ラ メ ー タ ー設定をすべて変更でき ます。 A/B キーを使⽤し
て、 チ ャ ンネル A と  B のホーム画⾯を切り替える こ と ができ ます。

エ ミ ッ シ ョ ン/エネル
ギー単位

ラ ン プ オ ン/オ フ シ フ ト オ ン/オ フ

シン グル/マルチ波⻑

キーパ ッ ド の ロ ッ ク /ロ ッ ク解除
ロー カル メ ソ ッ ド番号/ リ モー ト制御

分析時間（分）

次の画⾯
Sticky 診断オ ン/オ フ感度

蛍光波⻑

励起波⻑

ゲイ ン

単位イ ンジ
ケー タ ー

チ ャ ンネル
セレ ク タ ー
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3.2.2 蛍光とメ ッ セージのアイコ ン
蛍光画⾯と メ ッ セージ画⾯に、 下表に⽰すア イ コ ン ま たは フ ィ ール ド が表⽰されます。 こ の表に
⽰す機能のア イ コ ンおよび フ ィ ール ド の範囲と デ フ ォ ル ト値の⼀覧については、 71 ページの タ イ
ト ル 「⼀次および二次機能（メ ソ ッ ド）のパラ メ ー タ ー」 の表を参照し て く だ さ い。

注意：感度 (EUFS) 設定を変更する と、 1 V 出⼒に影響し ます。 た と えば、 1 V 出⼒の感
度を  500 EUFS に設定する と、 500 EU/V と な り、 250 EU のシグナルは 0.5 V にな り
ます。

表 3–1: 2475 検出器のホーム画面およびメ ッ セージ画面のアイ コ ン

アイコ ン/フ ィールド 説明 機能
励起波⻑ 選択し たチ ャ ンネルでモ ニ タ ー し ているデジ タ

ル蛍光波⻑ペア を選択し ます。 シン グルチ ャ ン
ネルモー ド では、 チ ャ ンネル B で波⻑のペア を
独⽴し て コ ン ト ロ ールする こ と はでき ません。

蛍光波⻑ 選択し たチ ャ ンネルでモ ニ タ ー し ているデジ タ
ル蛍光波⻑ペア を選択し ます。 シン グルチ ャ ン
ネルモー ド では、 チ ャ ンネル B で波⻑のペア を
独⽴し て コ ン ト ロ ールする こ と はでき ません。

ゲ イ ン PMT ゲ イ ン を設定し ます。

感度 (EUFS) 選択し たチ ャ ンネルについて、 エ ミ ッ シ ョ ン単
位またはエネルギー単位の フ ルスケール 
(EUFS) でチ ャ ー ト感度を選択し ます（デジ タ
ルデー タは影響を受けません）。

チ ャ ンネルセレ
ク タ ー

A/B キーを押す と、 チ ャ ンネルが変更されま
す。 選択されたチ ャ ンネルは、 他のチ ャ ンネル
の上に重な っ て表⽰されます。

チ ャ ンネルオ ン タ イ ム イ ベン ト ま たは感度イベン ト が設定され
たチ ャ ンネルの［ON A］または［ON B］のア
イ コ ンが、 表⽰されます。

チ ャ ンネル ト レース TRACE を押す と、 指定し たチ ャ ンネル（A ま
たは B）について、 蛍光強度（エ ミ ッ シ ョ ン と
も呼ばれる）が表⽰されます。 

数値フ ィ ール ド  
(0.00)

エ ミ ッ シ ョ ン単位ま
たはサン プルエネル
ギー単位での蛍光レ
スポン ス

ノ ーマ ラ イ ズ されていない選択済みチ ャ ンネ
ルについて、 現在の ノ ーマ ラ イ ズ し た エ ミ ッ
シ ョ ン単位またはサン プルエネルギー単位が表
⽰されます。
表⽰される単位は、 操作⽤イ ン タ ー フ ェ ースの 
2 番目の画⾯で選択し た出⼒単位によ っ て決ま
り ます。

エ ミ ッ シ ョ ン単位 単位の表⽰ 選択し たデー タ単位が表⽰されます。
エネルギー単位

ラ ン プ オ ン ラ ン プが点灯し ている こ と を表し ます。
2015 年 6 月 15 日、 715004756JA リ ビ ジ ョ ン  A
60 ページ



ラ ン プがオ フ にな っ
ている

ラ ン プが消灯し ている こ と を表し ます。

シ フ ト オ フ ブ ラ ン ク  = シ フ ト オ フ の状態

シ フ ト オ ン キーを押す操作 1 回に対し て、 シ フ ト が有効で
ある こ と を⽰し ます。

単⼀波⻑ 検出器がシン グルチ ャ ンネルモー ド で動作中で
ある こ と を⽰し ます。

マルチ波⻑ 検出器がデ ュ アルチ ャ ンネルモー ド で動作中で
ある こ と を⽰し ます。

ト リ プル波⻑ 検出器が 3 チ ャ ンネルモー ド で動作中である こ
と を⽰し ます。 検出器が外部デー タ シス テムの
コ ン ト ロ ール下にある場合にのみ、 ア イ コ ンが
表⽰されます（リ モー ト モー ド のみ）。

ク ワ ッ ド波⻑ 検出器が 4 チ ャ ンネルモー ド で動作中である こ
と を⽰し ます。 検出器が外部デー タ シス テムの
コ ン ト ロ ール下にある場合にのみ、 ア イ コ ンが
表⽰されます（リ モー ト モー ド のみ）。

3D 波⻑ 検出器が 3D スキ ャ ン モー ド で動作中である こ
と を⽰し ます。 検出器が外部デー タ シス テムの
コ ン ト ロ ール下にある場合にのみ、 ア イ コ ンが
表⽰されます（リ モー ト モー ド のみ）。

キーパ ッ ド ロ ッ ク
解除

キーパ ッ ド⼊⼒が制限されていない こ と を⽰し
ます。

キーパ ッ ド ロ ッ ク パ ラ メ ー タ ーが変更不可である こ と を⽰し ま
す。 検出器が外部デー タ シス テムの コ ン ト ロ ー
ル下にある場合にのみ、 ア イ コ ンが表⽰されま
す（リ モー ト モー ド のみ）。

Sticky 診断オ ン Sticky 診断の設定がア ク テ ィ ブの状態である
こ と を⽰し ます。 Sticky 診断の設定について
は、 125 ページを参照し て く だ さ い。

ロ ー カ ル メ ソ ッ ド
番号

2475 検出器がデー タ シス テムに よ っ て コ ン ト
ロ ール されていない こ と を⽰し ます。 筆記体の
「m」 の⽂字と現在の メ ソ ッ ド番号またはア ス
タ リ ス ク  (*) が表⽰されます。 ア ス タ リ ス ク
マー クは現在の条件が メ ソ ッ ド と し て保存され
ていない こ と を⽰し ます。

RS-232 コ ン ト
ロ ール

2475 検出器がデー タ シス テムに よ っ て コ ン ト
ロ ール されている こ と を⽰し、 リ モー ト コ ン ト
ロ ールア イ コ ンが表⽰されます。

表 3–1: 2475 検出器のホーム画面およびメ ッ セージ画面のアイ コ ン（続き）

アイコ ン/フ ィールド 説明 機能
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3.2.3 キーパッ ドの使い方
キーパ ッ ド（図 「2475 検出器のキーパ ッ ド」（63 ページ）を参照）は、以下の機能を持つ 24 キー
で構成されています。

• 数字キー – 0〜9 の数字と小数点です。
• 全体的な機能 – Enter、 Shift、 CE（エ ン ト リ ーの消去）、 Next（次へ）、 および ?（ヘル

プ）があ り ます。
• ナ ビ ゲーシ ョ ン  –  および  （ナ ビ ゲーシ ョ ンのみに使⽤。  を押す と前の列に移動す

る こ と もでき、  を押す と後続の列に移動する こ と もでき ます）。ス ク ロ ール リ ス ト のある
画⾯では、 これら のキーを使⽤し て強調表⽰を上（リ ス ト の先頭に向か っ て）または下（リ
ス ト の末尾に向か っ て）に移動し て、 ス ク ロ ールする こ と ができ ます。

• A/B – チ ャ ンネル A と  B を切り替え ます。
• 特定画⾯への直接ア ク セス  – HOME、METHOD、 CONFIGURE、 DIAG（診断）、 TRACE、

および SCAN があ り ます。
• ⼀次機能 – Chart Mark、 Auto Zero、 および Run/Stop があ り ます。 ⼀次機能キーはパ

ラ メ ー タ ー⼊⼒な ど を必要と せず、 押す と直ちに機能し ます。
• 二次機能 – SCAN、/（シン グルま たはマルチチ ャ ンネル）、Reset（ク ロ ッ ク）、Lamp、

Lock、 Calibrate、 System Information、 Contrast、 Previous、 Cancel、 /–、 お よび
Clear Field があ り ます。二次機能キーを押し た後、 パ ラ メ ー タ ー フ ィ ール ド に情報を⼊⼒
し、 その機能を有効にするために  Enter キーを押す必要があ り ます。

Ethernet コ ン ト
ロ ール

2475 検出器がデー タ シス テムに よ っ て コ ン ト
ロ ール されている こ と を⽰し、 リ モー ト コ ン ト
ロ ールア イ コ ンが表⽰されます。

数値フ ィ ール ド  
(0.00)

分析時間（分） Run キーを押し てか ら、 ま たは注⼊開始シグナ
ルを受信し てか ら の経過時間が表⽰されます。

次へ Next キーを押す と次の画⾯が表⽰される こ と
を⽰し ます。

メ ッ セージ画⾯の
ア イ コ ン

エ ラ ー メ ッ セージを⽰し ます。

メ ッ セージ画⾯の
ア イ コ ン

質問を⽰し ます。

メ ッ セージ画⾯の
ア イ コ ン

警告メ ッ セージを⽰し ます。

メ ッ セージ画⾯の
ア イ コ ン

情報が表⽰されている こ と を⽰し ます。

メ ッ セージ画⾯の
ア イ コ ン

待機の指⽰です。

表 3–1: 2475 検出器のホーム画面およびメ ッ セージ画面のアイ コ ン（続き）

アイコ ン/フ ィールド 説明 機能
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すべて大⽂字で表⽰されているキー（HOME、 METHOD、 CONFIGURE、 DIAG、 TRACE、 およ
び SCAN）は、 大部分の画⾯で直接機能を表⽰し ます。

リ ス トや メ ニ ュ ーで、 番号付きのエ ン ト リ ーを選択するには、 以下の操作を⾏います。

• リ ス ト ま たは メ ニ ュ ーで、 1 〜 9 の番号が付いた エ ン ト リ ーについて、 選択する項目に対
応する数字を押し てか ら  Enter を押し ます。

• 番号 10 の場合は、 0 を押し てか ら  Enter を押し ます。
• 選択リ ス ト の最後に移動するには、 • を押し ます。
• 番号 11 ま たは 12 のエ ン ト リ ーの場合、  キーま たは  キーを押し て リ ス ト内の必要

な項目にス ク ロ ール し てか ら、 Enter を押し ます。

ヒ ン ト：  キーおよび  キーを使⽤し て フ ィ ール ド の値を増減する こ と はでき ません。 フ ィ ー
ル ド の値を変更するには、 数字キーを使⽤し て く だ さ い。

図 3–5: 2475 検出器のキーパッ ド

以下の表に、 ⼀次および二次キーの機能を⽰し ます。 二次機能キーを使⽤する には、 まず Shift
キーを押し てか ら該当するキーを押し ます。

Enter

Shift
0

1 2

4 5

87

3

6

9

CE

Chart Mark Auto Zero Run/Stop

TRACE

DIAG Next

 

Lamp Lock

Reset?

METHOD Calibrate

CONFIGURE Previous

Cancel

System Info



A/B

Scale

SCAN

HOME

 Clear Field

Contrast
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表 3–2: 2475 検出器のキーパッ ドの説明

キー
説明

シ フ トなし 先に Shift キーを押した場合
HOME – ホーム画⾯を表⽰し ます。
ホーム画⾯には、 ア イ コ ン、 励起波⻑
と蛍光波⻑、 EUFS、 およびゲ イ ンの
フ ィ ール ド があ り ます。

? – 使⽤可能な場合に コ ン テキス
ト センシテ ィ ブなヘルプが表⽰さ
れます。

Chart Mark – アナ ロ グ出⼒（A と  B、
指定された設定によ り異なる）に瞬間
的なパルス を送り ます。 チ ャ ー ト マー
カ ー機能が両チ ャ ンネルで無効の場合、
こ のキーは無効です。1

SCAN – スペ ク ト ルの生成や処理
を⾏う オ プシ ョ ンの リ ス ト が表⽰
されます。

Auto Zero – アナ ロ グ出⼒（A と  B、
指定された設定によ り異なる）が 0 
EU の値を⽰すよ う に蛍光オ フ セ ッ ト
を設定し ます。 オー ト ゼロ が両チ ャ ン
ネルで無効な場合、 こ のキーは無効で
す。 ホーム画⾯の 4 ページ目でオー ト
ゼ ロ機能の有効と無効を切り替える こ
と ができ ます（図 「ホーム画⾯の二次
機能」（68 ページ）を参照）。

 – ホーム画⾯で こ のキーを使
⽤し て、 シン グルチ ャ ンネルモー
ド と マルチチ ャ ンネルモー ド を切
り替えます。 現在のモー ド がデ ィ
ス プ レ イ のア イ コ ン に よ っ て⽰さ
れます。

Run/Stop – 分析時間ク ロ ッ ク を開始
または停止（フ リ ーズ）し、 スキ ャ ン
を開始し ます。 経過時間は、 ホーム画
⾯の右下付近に表⽰されます。 ア イ ド
ルモー ド機能が有効な と き に  Run キー
を押す と、 シ ャ ッ タ ーが開き ます。

Reset – 検出器の分析時間ク ロ ッ
ク を  0 分に リ セ ッ ト し ます。 検出
器は現在の メ ソ ッ ド の初期条件に
戻り ます。 ア イ ド ルモー ド が有効
な場合は、 シ ャ ッ タ ーを閉じ て ア
イ ド ルモー ド を表⽰し ます。

  および  – ⼊⼒フ ィ ール ド（編集、 チ ェ ッ ク ボ ッ ク ス、 ま たは リ ス ト）
がある画⾯では、 ア ク テ ィ ブな フ ィ ール ド が太線で囲まれます。 別の フ ィ ー
ル ド を ア ク テ ィ ブ にするには、 矢印キーを使⽤し ます。（  は上または左
に、  は下または右に移動させます。）ス ク ロ ール リ ス ト のある画⾯では、
これら のキーを使⽤し て強調表⽰を上（リ ス ト の先頭に向か っ て）または下
（リ ス ト の末尾に向か っ て）に移動し て、 ス ク ロ ールする こ と ができ ます。
これ以外の画⾯では、  キーおよび  キーの使⽤について、 特別な指⽰が
ある場合があ り ます（例えばデ ィ ス プ レ イ の コ ン ト ラ ス ト の画⾯）。
Next – 現在の画⾯に関連する その他オ
プシ ョ ン を含む画⾯を表⽰し ます。 こ
のキーを繰り返し て押す と、 操作を開
始し た画⾯に常に戻り ます。 こ のキー
が使⽤できる画⾯では、 デ ィ ス プ レ イ
の右下に NEXT の矢印が表⽰されます。

Previous – Next キーが使⽤でき
る場合、 Previous キーを押す と画
⾯が逆順に変わ り ます。

A/B –［A/B］ア イ コ ンが左上隅に表⽰
される画⾯では、 こ のキーはチ ャ ンネ
ル A と チ ャ ンネル B のパ ラ メ ー タ ー
を切り替え ます。

METHOD – タ イ ム イ ベン トや感度
イベン ト の作成や ク リ ア、 および
メ ソ ッ ド の保存、 呼び出し、 リ
セ ッ ト を⾏う ためのオ プシ ョ ン リ
ス ト が表⽰されます。

?

HOME

SCAN

Chart Mark



Auto Zero

Reset

Run/Stop

Previous

Next

METHOD

A/B
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DIAG – 診断プ ロ グ ラ ムの リ ス ト が表
⽰されます。

CONFIGURE –［Configuration］
画⾯の 1 ページ目を表⽰し ます。

TRACE – チ ャ ンネル A ま たは B の蛍
光モ ニ タ ー ト レースが表⽰されます。

Scale – 波⻑ト レース画⾯または
スペ ク ト ル画⾯が表⽰されている
と き、 こ の機能によ り、 X（時間ま
たは波⻑）と  Y（蛍光）の次元で
表⽰範囲を変更でき ます。

Shift – シ フ ト機能（大部分のキーの上側に書かれています）を使⽤可能に
し ます。 シ フ ト状態は⼀時的なもので（1 回のキー操作のみ）、 再度キーを
押す と シ フ ト状態は解除されます。
0-9 – 現在の フ ィ ール ド への数字の⼊
⼒に使⽤し ます。 
ま た、 リ ス ト内の対応する項目に カー
ソルを移動し ます 
（0 = 10 番目の項目）。 リ ス ト か ら、
⼀致する番号を選択し ます。

0-9 – 各数字キーのシ フ ト機能の
説明を参照し て く だ さ い。

1 – 上記 0-9 を参照し て く だ さ い。 Lamp – 現在取り付け られている
ラ ン プの使⽤時間の統計を表⽰す
る と共に、 ラ ン プ を オ ン/オ フ にす
る こ と ができ ます。 ラ ン プの状態
はホーム画⾯にア イ コ ンで表⽰さ
れます。

2 – 上記 0-9 を参照し て く だ さ い。 Lock – ホーム画⾯が表⽰されてい
る と き に、 キーパ ッ ド を ロ ッ ク /
ロ ッ ク解除し ます。 ロ ッ ク し てお
く と、 検出器の設定を不注意に変
更し て し ま う こ と があ り ません。
現在の ロ ッ ク状態は、 ホーム画⾯
でア イ コ ン に よ っ て表⽰されます。

3 – 上記 0-9 を参照し て く だ さ い。 Calibrate – 波⻑キ ャ リ ブ レー
シ ョ ンルーチ ン を開始し ます。

4 – 上記 0-9 を参照し て く だ さ い。 System Info – ソ フ ト ウ ェ アバー
ジ ョ ン、 チ ェ ッ ク サム、 装置シ リ
アル番号な ど のシス テム情報を表
⽰し ます。

6 – 上記 0-9 を参照し て く だ さ い。 Contrast – 液晶デ ィ ス プ レ イ の
コ ン ト ラ ス ト（視角）を調節でき
ます。

表 3–2: 2475 検出器のキーパッ ドの説明（続き）

キー
説明

シ フ トなし 先に Shift キーを押した場合

CONFIGURE

DIAG

Scale

TRACE

Shift

0 - 9

Lamp

1

Lock

2

Calibrate

3

System Info

4

Contrast

6
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3.2.4 ユーザーインターフ ェースの使い方
Enter ま たは  および  を押し て、 編集可能な フ ィ ール ド を移動し ます。 ア ク テ ィ ブな フ ィ ー
ル ドは太線で囲まれます。 ⼊⼒を完了し た ら、 Enter を押し て次のア ク テ ィ ブ フ ィ ール ド に進み
ます。

間違っ て⼊⼒し た場合は、 CE（エ ン ト リ ーの消去）を押し て⼊⼒を元に戻し、 ア ク テ ィ ブな⼊⼒
フ ィ ール ド に戻り ます。

リ ス ト を含むア ク テ ィ ブ フ ィ ール ド には、 太線で囲まれた フ ィ ール ド の右側に番号が表⽰されま
す。 リ ス ト を表⽰するには、 Enter を押し てか ら、 以下のいずれかの操作を⾏います。

• 対応する数字キーを押し て、 直ちに項目を選択する。
•  および  を使⽤し て リ ス ト を ス ク ロ ール し、 次に  Enter を押す。

選択する項目の番号が分か っ ている場合は、 Enter を押さずに最初か ら番号を直接押すこ と がで
き ます。

 キーお よび  キー を使⽤し て、 数値フ ィ ール ド の エ ン ト リ ー を増減する こ と はで き ません。
フ ィ ール ド の値を変更するには、 数字キーを使⽤し て く だ さ い。

0 – 上記 0-9 を参照し て く だ さ い。 Cancel – ⼀部のモー ド では、
Cancel に よ り、 タ ス ク を完了せず
に、 その タ ス ク を取り消すこ と が
でき ます。 メ ッ セージ領域の右下
付近に、 キ ャ ンセルが可能なこ と
を⽰す［Cancel］が表⽰されます。

• – 小数点を⼊⼒し ます。 ま た、 リ ス
ト ではカ ーソルを最後のエ ン ト リ ーに
移動させます。

+/- – ⼀部の編集フ ィ ール ド に負
の数値を⼊⼒でき ます。 ア ク テ ィ
ブな フ ィ ール ド の数値の符号を反
転するには、 こ の機能を使⽤し
ます。

CE – 変更内容を消去し、 フ ィ ール ド の
内容を前の値に戻し ます。 フ ィ ール ド
に よ っ ては、 1 つの コ マ ン ド に対応し
ている場合もあ り ます。 た と えば、 電
圧オ フ セ ッ ト の診断では、 オ フ セ ッ ト
値を数値で⼊⼒する こ と も、 CE を押
し て オ フ に変更する こ と もでき ます。

Clear Field – 新しい値を⼊⼒する
前に フ ィ ール ド を空白に し ます。

Enter – 編集フ ィ ール ド の⼊⼒を確定し ます。  が押された場合と同様に、
ア ク テ ィ ブな フ ィ ール ド を移動させる働き も し ます（ホーム画⾯での波⻑編
集後を除 く）。 エ ラ ー メ ッ セージやその他のプ ロ ン プ ト を確認し た ら、
Enter を押し ます。 こ のよ う な場合、 メ ッ セージ領域の右下付近に、 ⼊⼒を
要求する こ と を⽰す 「Enter」 が表⽰されます。

1. チ ャ ー ト マー カ ー と オー トゼ ロは、 レ フ ァ レ ン ス エネルギーの出⼒には影響し ません。

表 3–2: 2475 検出器のキーパッ ドの説明（続き）

キー
説明

シ フ トなし 先に Shift キーを押した場合

Cancel

0

+/–


Clear Field

CE

Enter
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3.2.5 ホーム画面の切り替え方法
ほ と ん ど の画⾯で、 HOME を押し てホーム画⾯を表⽰でき ます。 ホーム画⾯か ら、 い く つかの二
次機能を選択でき ます。 ホーム画⾯の二次機能画⾯に移動するには、Next を押し ます。二次機能
には、 以下のものがあ り ます。

• フ ィ ル タ ーの種類
• アナ ロ グ出⼒の仕様
• タ イ ム コ ン ス タ ン ト
• デー タ単位の選択
• 電圧オ フ セ ッ ト
• チ ャ ー ト の極性
• い く つかの⼊⼒の有効化/無効化
• 外部イベン ト の有効化/無効化

二次機能フ ィ ール ド に指定し た値と設定は、 現在の メ ソ ッ ド条件の⼀部にな り、 メ ソ ッ ド保存時
に保存されます（89 ページを参照）。

Next を押す と、検出器は、 「2/4」、 「3/4」、 「4/4」 と ラ ベル表⽰された  3 つの追加ホーム画⾯を
表⽰し ます（図 「ホーム画⾯の二次機能」（68 ページ）を参照）。
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図 3–6: ホーム画面の二次機能

蛍光ホーム画⾯

Next を押す

フ ィ ル タ ーの種類、 アナ ロ グ出
⼒、 および タ イム コ ン ス タ ン ト
（ と   の両方で使⽤可能）

Next を押す

デー タ単位の選択、 電圧オ フ
セ ッ ト、 およびチ ャ ー ト の極性
（ と   の両方で使⽤可能）

Next を押す

Next を押す

注⼊開始時のオー トゼロ、
ゲ イ ン、 および   の変更
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3.3 分析開始の準備

蛍光の測定を開始する前に、 分析を設定する必要があ り ます。 分析を開始する には、 Run/Stop
キーを押すか、 背⾯パネルの注⼊開始端子か ら、 検出器の作動を ト リ ガー し ます。 分析を開始す
る と、 シ ャ ッ タ ーが自動的に開き、検出器はオー トゼ ロ機能を実⾏し ます(オー トゼ ロ機能が有効
な場合)。

検出器でオー ト ゼロ を自動実⾏するには、［注⼊開始時のオー トゼ ロ］を選択する必要があ り ます
（71 ページを参照）。

ク ロ マ ト グ ラ フ ィ ーデー タ ソ フ ト ウ ェ アか ら コ ン ト ロ ール されている場合（78 ページを参照）、
分析が完了する と シ ャ ッ タ ーが閉じ、 分析タ イ マーが停止し て リ セ ッ ト されます。 検出器を手動
で実⾏する場合は、 Reset を押し てシ ャ ッ タ ーを閉じ る こ と も、 分析が終了する まで待機する こ
と もでき ます。

シ ャ ッ タ ーの自動開閉を防ぐ ために、［Configuration］画⾯の［Selection］ボ ッ ク ス を オ ン に
し て、 ア イ ド ルモー ド を無効にでき ます(59 ページを参照）。

3.3.1 分析のセ ッ トア ッ プ
分析⽤に検出器をセ ッ ト ア ッ プする前に、 チ ャ ンネルモー ド（ ま たは ）を選択し、 以下のパ
ラ メ ー タ ー設定を設定し ます。

• 動作時の波⻑ペア
ヒ ン ト：蛍光  の設定 (e) は、励起  の設定 (x) よ り も  10 nm 以上大き く する必要
があ り ます。

• ゲ イ ン
• 出⼒感度 (EUFS)

• フ ィ ル タ ーの種類
• タ イ ム コ ン ス タ ン ト
• アナ ロ グ出⼒の種類
• デー タ単位

3.3.2 一次および二次機能へのアクセス
ホーム画⾯か ら、 ま たは Next キーを押し て、 ⼀次機能および二次機能にア ク セスでき ます。

• 励起波⻑ – 分析時のチ ャ ンネルの励起 (x) 波⻑を指定し ます。
• 蛍光波⻑ – 分析時のチ ャ ンネルの蛍光 (e) 波⻑を指定し ます。
• EUFS（エ ミ ッ シ ョ ン単位またはサン プルエネルギー単位の フ ルスケール）– 蛍光シグナル

レ スポン ス  (EU) と ア ナ ロ グ出⼒電圧の関係を定義し ます。蛍光が EUFS 値に到達する と、
出⼒電圧が フ ルスケールにな り ます。

注意：感度 (EUFS) 設定を変更する と、1 V 出⼒のみが影響を受けます。Ethernet
および RS-232 コ ネ ク タ ーのデジ タ ル出⼒には影響し ません。
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• ゲ イ ン  – PMT ゲ イ ン係数 1 〜 1000 を定義する こ と に よ っ て、 検出器の フ ルスケール感
度を コ ン ト ロ ール し ます。 それぞれのゲ イ ン設定には、 実際の蛍光シグナル と線形関係が
ある必要があ り ます。

• フ ィ ル ターの種類 – ノ イズ フ ィ ル ターを選択します（デフ ォ ルトは Hamming フ ィ ル ター）。
• デー タ単位 – デー タ単位を指定し ます。
• エ ミ ッ シ ョ ン  – 検出器の標準ク ロ マ ト グ ラ フ ィ ーモー ド。 エ ミ ッ シ ョ ン単位の出⼒を標準

的な水で ノ ーマ ラ イズし ます。 エ ミ ッ シ ョ ン単位は、 PMT ゲイ ン と は独⽴した光の計測値で
す。 通常の使⽤で検出器の光学系は経年劣化するので、 時間と共に計測値が変化し ます。 エ
ミ ッ シ ョ ン単位を使⽤する こ と で、光学系の劣化を測定変数から解消できます。 エ ミ ッ シ ョ ン
単位を使⽤する場合、 さ まざまな 2475 検出器間で計測値は完全な互換性があ り ます。

• エネルギー – エネルギー単位には、 ノ ーマ ラ イ ズの利点があ り ません。 これら の従来の計
測単位は、現在確⽴されている試験メ ソ ッ ド に適合し ます。 ただ し、結果は PMT ゲ イ ン に
大き く 依存し ます。

• アナ ロ グ出⼒（シン グル  ペア）
• エ ミ ッ シ ョ ン  – 選択し たデー タ単位に対応する蛍光出⼒。
• レ フ ァ レ ンスエネルギー – 励起光学系に配置された基準フ ォ ト ダ イ オードか らの ラ ン プ

エネルギーを チ ャ ー ト に記録し ます。 基準スケー リ ン グは 10,000 単位 /V に固定さ
れています。

• 出⼒オ フ  – 0 ボル ト に設定された出⼒。
• アナ ロ グ出⼒（マルチ  ）– シン グル  に対する選択に加えて、 別の励起波⻑と蛍光波

⻑のペアについて他のチ ャ ンネルで同じパ ラ メ ー タ ーを チ ャ ー ト出⼒でき ます。さ ら に、以
下のパ ラ メ ー タ ーも チ ャ ー ト出⼒でき ます。
• MaxPlot – シン グルデー タ チ ャ ンネルで、異なる励起波⻑と蛍光波⻑のペアで異なる

蛍光値を持つ複数の化合物の蛍光を、 チ ャ ー ト出⼒でき ます。 MaxPlot のスケー リ ン
グは、 チ ャ ー ト出⼒される蛍光がチ ャ ンネル A、 B、 C、 D の蛍光の最大値である点を
除いて、 蛍光のスケー リ ン グ と同じ です。 検出器では、 値が大きいチ ャ ンネル と は関
係な く 、 選択し た蛍光チ ャ ンネルの EUFS、 デー タ オ フ セ ッ ト、 お よび電圧オ フ セ ッ
ト が使⽤されます。
出⼒電圧 = 大きい方の蛍光度（A ま たは B） × 1 V/EUFS（選択し たチ ャ ンネル）

• 差プ ロ ッ ト  (A - B、B - A) – 2 つの異なる波⻑ペアの蛍光度の差をチ ャ ー ト出⼒し ま
す。差プ ロ ッ ト のスケー リ ン グは、 チ ャ ー ト出⼒される蛍光度がチ ャ ンネル A および
B で測定された  2 つの蛍光度の値の差である こ と以外は、 エ ミ ッ シ ョ ン ま たはサン プ
ルエネルギーの選択肢と同じです。 検出器は、 ス ケー リ ン グ に選択し たチ ャ ンネルの
EUFS、 エ ミ ッ シ ョ ン オ フ セ ッ ト、 電圧オ フ セ ッ ト を使⽤し ます。
出⼒電圧 = 蛍光度の差（A - B ま たは B - A） × 1 V / EUFS

• タ イム コ ン ス タ ン ト  – 感度設定を変更する こ と な く最適なシグナル対ノ イズ比（S/N 比）を
実現するには、 ノ イズ フ ィ ル タ ー（タ イム コ ンス タ ン ト）を調整し ます（24 ページを参照）。

• 電圧オ フ セ ッ ト  – チ ャ ー ト上のアナロ グ出⼒シグナルを調整し ます。電圧オ フセ ッ トは mV
単位で⼊⼒し、1 V シグナルを調整し ます。 これは、微調整や、検出器と接続する外部デー
タ シス テム と の間でオ フ セ ッ ト の除去に役⽴ち ます。

• チ ャ ー ト の極性 – アナ ロ グ出⼒の ク ロ マ ト グ ラ ムを上下反転し ます。プ ラ ス  (+) を⼊⼒す
る と通常の ク ロ マ ト グ ラ ムが、 マ イ ナス  (-) を⼊⼒する と上下反転された ク ロ マ ト グ ラ ム
が、 アナ ロ グ出⼒チ ャ ンネルで作成されます。
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• 注⼊開始時のオー トゼ ロ  – デ フ ォ ル ト で選択され、 こ のパ ラ メ ー タ ーは検出器が注⼊開始
シグナルを受信するたびに オー ト ゼ ロ動作を指定し ます。 こ のパ ラ メ ー タ ー設定を無効に
する には、 いずれかの数字キーを押し て、 ど ち ら か ま たは両方のチ ャ ンネルの フ ィ ール ド
を ク リ ア し ます。

•  およびゲ イ ンの変更時のオー トゼ ロ  – 波⻑変更またはゲ イ ンの変更が要求されるたびに
オー ト ゼ ロ を実⾏し ます。 こ の機能を無効にする と、 それぞれの波⻑変更後の蛍光度測定
値に大きな変化がある こ と があ り ます。［to zero］を選択する と、 シグナル レベルがゼ ロ
に設定されます。［to baseline］を選択する と、 ゲ イ ン ま たは波⻑を変更し て も前のベー
ス ラ イ ン レベルが維持されます。［to baseline］はデ フ ォ ル ト の設定です。

• キーパ ッ ド と イ ベン ト⼊⼒のチ ャ ー ト マー カ ーの有効化 – デ フ ォ ル ト で選択され、 こ のパ
ラ メ ー タ ー設定は要求のたびにチ ャ ー ト マー カ ーを出⼒し ます。 こ のパ ラ メ ー タ ー を無効
にする には、 いずれかの数字キーを押し て ど ち ら かま たは両方のチ ャ ンネルの フ ィ ール ド
を ク リ ア し ます。 チ ャ ー ト マー カ ーはアナ ロ グチ ャ ンネルでのみ機能し ます。

表 3–3: 一次および二次機能（メソ ッ ド）のパラメーター

機能 画面 種類 単位 範囲 既定値
x
（励起波⻑）

ホーム 数字 nm 整数 200 〜 
890 nm

350 nm

e
(蛍光波⻑)

ホーム 数字 nm 整数 210 〜 
900 nm

397 nm

ヒ ン ト：蛍光  の設定は、 励起  の設定よ り必ず 10 nm 以上⻑ く する必要があ り ます。
ゲ イ ン 1 数字 エ ミ ッ

シ ョ ン/
エネルギー
単位

0 〜 1,000 0

EUFS 1 数字 EUFS 1 〜 100,000 10,000

フ ィ ル タ ーの
種類

2 (2/4) 選択 なし • Hamming
• RC
• なし

Hamming

アナ ロ グ出⼒
（シン グル ）

2 (2/4) 選択 なし • エ ミ ッ シ ョ ン A
• レ フ ァ レ ン ス
エネルギー A

• 出⼒オ フ

エ ミ ッ シ ョ ン A

アナ ロ グ出⼒
（マルチ  ）

2 (2/4) 選択 なし • エ ミ ッ シ ョ ン A
• MaxPlot A、

B、 C、 D
• 差 (A-B)
• 差 (B-A)
• レ フ ァ レ ン ス
エネルギー A

• 出⼒オ フ

エ ミ ッ シ ョ ン  A
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3.3.3 ト レースおよびスケール機能の操作
ト レース機能は、 検出器が動作し た直近 n 分（最大 60 分）の蛍光信号を表⽰し ます。

• デ フ ォ ル ト設定では、TRACE キーを押す と、過去 30 分間に取り込まれた蛍光が表⽰され
ます。 ト レースは 20 秒間に  1 度更新されます。

• Scale キー（Shift、 TRACE）を押す と、 デ フ ォ ル ト設定では T1（終了時刻）を含むよ う
に ス ケ ール さ れた ト レ ー ス が表⽰さ れます（過去 30 分間の ト レ ー ス を表⽰する場合は
-30 と設定）。
終了時刻は 3 〜 60 の数値に変更でき ます。 Scale 機能を使⽤し て、 ト レースの特定部分
を拡大でき ます。

タ イ ム コ ン ス
タ ン ト

2 (2/4) 数字 秒 • Hamming 
()：0.1 〜 
5.0

• Hamming 
()：1 〜 50

• RC()：0.1 〜 
99

• RC()：1 〜 
99

• フ ィ ル タ ーを
無効にするに
は 0 に設定

1.5

デー タ単位 3 (3/4) 選択 なし • エ ミ ッ シ ョ ン
• エネルギー

エ ミ ッ シ ョ ン

電圧オ フ セ ッ ト 3 (3/4) 数字 mV -1000 〜 +1000 
の整数

0

チ ャ ー ト の極性 3 (3/4) 選択 なし +
–

+

注⼊時に
オー ト ゼロ

4 (4/4) チ ェ ッ ク
ボ ッ ク ス

なし チ ェ ッ ク マー ク
付き
未チ ェ ッ ク

チ ェ ッ ク マー ク
付き

 変更時の
オー ト ゼロ

4 (4/4) 選択 なし • ベース ラ イ ンへ
• ゼロへ
• 無効

ベース ラ イ ンへ

表 3–3: 一次および二次機能（メソ ッ ド）のパラメーター（続き）

機能 画面 種類 単位 範囲 既定値
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3.3.3.1 スケールパラメーターの表示

スケールパラメーターを表示する方法：
1. Scale を押し ます。

2. Next を押し、 T2（開始時間）を表⽰し ます。
初期設定：0

3. Next を も う⼀度押し て、 EU1（開始蛍光度または低蛍光度）を表⽰し ます。 デ フ ォ ル ト値
は［auto（自動）］です。
既定値：自動

4. Next を押し て、 EU2（終了蛍光度または高蛍光度）を表⽰し ます。 デ フ ォ ル ト値は［auto
（自動）］です。
既定値：自動

4 つのス ケールパ ラ メ ー タ ーボ ッ ク ス に適切な時間と蛍光度の値を⼊⼒し て、 実⾏中の蛍光度ト
レースの⼀部を拡大でき ます。

• EU1 と  EU2 では、 CE を押す と［auto］に リ セ ッ ト されます。
• T1 は、 ト レースの左側、 ま たは終了時刻を⽰し ます（デ フ ォ ル トは -30）。
• T2 は、 ト レースの右側、 ま たは開始時刻を⽰し ます（デ フ ォ ル トは 0）。

下図に、 励起波⻑を  240 nm、 蛍光波⻑を  355 nm に設定し てサ リ チル酸と ナ プ ロ キセン を連
続注⼊し た場合の 60 分間の ト レース を⽰し ます。

図 3–7: T1 を  -60 と した場合の連続注入のト レース

下図は、前の図に⽰す 60 分間の連続注⼊の う ち、 4 分間分のト レースを拡大したものです。 T1 は
-4 に変更しています。 T2 は 0 に変更しています。 EU1 および EU2 は［auto］のままです。

図 3–8: T1 を  -4 と した場合の 4 分間のト レース
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下図では、 チ ャ ンネル A の 60 分の ト レースの う ち最後の 15 分を拡大し ています。 T1 は -15
に変更し ています。

図 3–9: T1 を  -15 と した場合のト レース

ス ケール機能を使っ て出⼒を変更し ても、 2424 ELS 検出器の出⼒表⽰は リ アル タ イ ムで続⾏さ
れます（両チ ャ ンネル、 ⽚チ ャ ンネル共）。

3.3.4 検出器の設定
Waters 474 検出器の通信プ ロ ト コ ルを エ ミ ュ レー トする よ う に、［Configuration］画⾯で検出
器を設定でき ます。 CONFIGURE（Shift、 DIAG）を選択し ます。 3 つの［Configuration］画
⾯の う ち最初の画⾯が表⽰されます。［474 emulation］を選択し ます。

ヒ ン ト：イ ベン ト⼊⼒の指定やパルス間隔の有効化な ど のその追加機能も、［Configuration］画
⾯で実⾏でき ます。

図 3–10: ［Configuration］画面

3.3.4.1 シ ャ ッ ターのアイドルモードの無効化
最初の［Configuration］画⾯でシ ャ ッ タ ーの ア イ ド ル モー ド を無効にで き ます。 無効を選択す
る と、分析終了後にシ ャ ッ タ ーが閉じず、検出器の光学系が保護されません（59 ページを参照）。

［Configuration］画⾯ 1/3 ［Configuration］画⾯ 2/3 ［Configuration］画⾯ 3/3
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3.3.5 イベン ト入⼒と接点リ レーの設定
CONFIGURE を使っ て、 イ ベ ン ト⼊⼒の編集や接点リ レ ー出⼒の設定を指定する こ と も で き ま
す。 Enter と数字キーパ ッ ド、 ま たは  と   を使⽤し て、 適切なエ ン ト リ ーを選択し ます。

2 番目の［Configuration］画⾯には、 4 つの編集可能な⼊⼒フ ィ ール ド があ り ます。

• Inject – 分析開始（つま り分析時間ク ロ ッ ク を リ セ ッ ト し て メ ソ ッ ド の初期条件をただち
に適⽤する イベン ト）を⽰す注⼊開始⼊⼒を指定でき ます。

– High – 接点リ レーがオ フ（開）か ら オ ン（閉）に変わる と分析を開始し ます。
– Low（デ フ ォ ル ト）– 接点リ レーがオ ン（閉）か ら オ フ（開）に変わる と分析が

開始されます。
– Ignore - 注⼊開始⼊⼒を無視し ます。

• Chart mark – チ ャ ンネル A、 チ ャ ンネル B、 ま たは両方にチ ャ ー ト マー カ ーを作成する
チ ャ ー ト マー カ ー⼊⼒を指定でき ます。 チ ャ ンネルのレ スポ ン ス を測定するには、 チ ャ ー
ト マー カ ー機能を有効に し ます（71 ページの タ イ ト ル 「⼀次および二次機能（メ ソ ッ ド）
のパ ラ メ ー タ ー」 の表および 68 ページの 「ホーム画⾯の二次機能」 を参照）：

– High – 接点リ レーがオ フ（開）から オ ン（閉）に変わる と チ ャ ー ト マーカーが作
成されます。

– Low（デ フ ォ ル ト）– 接点リ レーがオ ン（閉）か ら オ フ（開）に変わる と チ ャ ー
ト マー カ ーが作成されます。

– Ignore – チ ャ ー ト マー カ ー⼊⼒を無視し ます。
• Auto Zero – オー ト ゼロ⼊⼒を設定し て、 チ ャ ンネル A および/ま たはチ ャ ンネル B の蛍

光度の指⽰値を オー ト ゼ ロ にでき ます。 チ ャ ン ネルのレ スポ ン ス を測定するには、 オー ト
ゼ ロ機能を有効に し ます（71 ページの タ イ ト ル 「⼀次および二次機能（メ ソ ッ ド）のパ ラ
メ ー タ ー」 の表および 68 ページの 「ホーム画⾯の二次機能」 を参照）。

– High – 接点リ レーがオ フ（開）か ら オ ン（閉）に変わる と チ ャ ンネルのオー ト
ゼ ロ が実⾏されます。

– Low（デ フ ォ ル ト）– 接点リ レーがオ ン（閉）か ら オ フ（開）に変わる と チ ャ ン
ネルのオー トゼ ロ が実⾏されます。

– Ignore – オー トゼ ロ⼊⼒を無視し ます。
• Lamp – 外部装置か ら の信号でキセ ノ ン ラ ン プ を オ ン / オ フ にする ラ ン プ⼊⼒レベルを設

定でき ます。
– High – 接点リ レーがオ ン（閉）の と き、 ラ ン プがオ ン にな り ます。
– Low – 接点リ レーがオ フ（開）の と き、 ラ ン プがオ ン にな り ます。
– Ignore（デ フ ォ ル ト）– 応答なし。
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3.3.6 パルスの⻑さの設定
3 ページ目の［Configuration］画⾯（図 「［Configuration］画⾯」（74 ページ）を参照）を使
⽤し て、 パルス幅を設定するか、 SW1 ま たは SW2 の矩形波を ア ク テ ィ ブ に し ます。 図 「SW1
ま たは SW2 のパルスの⻑さ ま たはシグナル幅の設定」（76 ページ）に、 シン グルパルス と矩形
波を⽰し ます。

• シン グルパルス（単位：秒）– タ イ ム イ ベン トや感度イベン ト でパルス を発生する よ う に
SW1 ま たは SW2 を設定し ている場合、 こ の フ ィ ール ド で信号の周期（シン グルパルス
幅、 範囲は 0.1 〜 60 秒）を指定し ます。

• 矩形波（単位：秒）– タ イ ム イ ベン トや感度イベン ト で矩形波を発生する よ う に  SW1 ま
たは SW2 を プ ロ グ ラ ム し ている場合、 こ の フ ィ ール ド に信号の周期（矩形波または連続
パルスの 1 つのパルス周期の幅、 範囲は 0.2 〜 60 秒）を指定し ます。

図 3–11: SW1 または SW2 のパルスの⻑さまたはシグナル幅の設定

3.3.7 デ ィ スプレイのコ ン トラストの設定
コ ン ト ラ ス ト 機能を使⽤し て、 検出器の デ ィ ス プ レ イ画⾯の コ ン ト ラ ス ト を調整 し ま す。
Contrast（Shift、 6）を押す と、［Display Contrast］画⾯が表⽰されます。  および  を使⽤
し て、 デ ィ ス プ レ イ の コ ン ト ラ ス ト を調整し てか ら、 Enter キーを押し ます。

図 3–12: ［Display Contrast］画面

n 秒

n 秒
シン グルパルス

矩形波
2015 年 6 月 15 日、 715004756JA リ ビ ジ ョ ン  A
76 ページ



3.3.8 システム情報の表示
System Info（Shift、 4）を押す と、 該当するシ リ アル番号、 ソ フ ト ウ ェ アバージ ョ ン、 チ ェ ッ
ク サム、 バージ ョ ン日付な ど の情報が表⽰されます。 Enter を押す と、 ホーム画⾯に戻り ます。

図 3–13: ［System Info］画面の例

ヒ ン ト：2475 検出器の リ リ ース ノ ー ト に も、 チ ェ ッ ク サム と バージ ョ ンが含まれています。

3.3.9 オンラインヘルプの使用
2475 検出器には コ ン テキス ト ヘルプが⽤意されています。 ヘルプ画⾯に関連する プ ロ グ ラ ムの
ポ イ ン ト で 「?」（Shift、 HOME）を選択する と、 ヘルプ画⾯が表⽰されます。 オ ン ラ イ ンヘルプ
が⽤意されていない画⾯の場合、 「?」 を選択し て も反応し ません。 Enter を押す と、 ホーム画⾯
に戻り ます。

図 3–14: オンラインヘルプ画面の例
2015 年 6 月 15 日、 715004756JA リ ビ ジ ョ ン  A
77 ページ



3.4 検出器の動作
• 外部デー タ シス テムか ら制御し て検出器を使⽤する場合、 外部シス テムか ら制御しないパ

ラ メ ー タ ーは、 外部シス テムか ら の制御を開始する前に検出器の前⾯パネルでプ ロ グ ラ ム
する こ と ができ ます。

• 溶存酸素の再吸収を防ぐ ため、検出器の運転時には、継続的にスパージ脱気するか、デガ ッ
サーを稼働させる こ と を推奨し ます（付録 C を参照）。

3.4.1 2 つの動作モード
検出器は、 200 〜 900 nm の範囲でシン グルチ ャ ンネルま たはマルチチ ャ ンネルモー ド で使⽤
でき ます。 検出器のデ フ ォ ル ト のモー ドは、 装置の電源が最後に切れた と きの動作モー ド です。

検出器がシン グルチ ャ ンネルモー ド で動作し ている と き、 ア ナ ロ グ出⼒をチ ャ ンネル B に設定で
き ます。 シ ン グルチ ャ ンネルモー ド では、 検出器はチ ャ ンネル A および B の両方で、 シ ン グル
波⻑を追跡し ます。 チ ャ ンネル B を以下の目的に使⽤でき ます。

• 別の EUFS における蛍光度 (EU) の追跡
• サン プルおよびレ フ ァ レ ン ス エネルギー出⼒のモ ニ タ ー
• 異なる タ イ ム コ ン ス タ ン ト の指定

3.4.2 スタン ドアローン動作
検出器を ス タ ン ド ア ロ ーンで使⽤する場合、 最大 10 個の メ ソ ッ ド を保存でき ます。 各メ ソ ッ ド
には、 最大 48 個の タ イ ム イ ベン ト と最大 2 個の感度イベン ト を設定でき ます（89 ページを参
照）。 ホーム画⾯の メ ソ ッ ド番号フ ィ ール ド のア ス タ リ ス ク  (*) は、 保存済みの メ ソ ッ ド ではな
く 、 分析時の条件を⽰し ています。

3.4.3 RS-232 を介した 474 エ ミ ュ レーシ ョ ンモードのリ モート制御
運転

推奨事項：Ethernet 接続で、 2475 検出器をデー タ シス テム コ ンポーネン ト に接続する こ と を
お勧めし ます。

外部デー タ シス テムが検出器を コ ン ト ロ ール し ている と きは、 ホーム画⾯に リ モー ト コ ン ト ロ ー
ル ア イ コ ン が表⽰されます（59 ページの タ イ ト ル 「蛍光ホーム画⾯でのパ ラ メ ー タ ー を⾒つけ
る」 の表と 60 ページの タ イ ト ル 「2475 検出器のホーム画⾯および メ ッ セージ画⾯のア イ コ ン」
の表を参照）。 Empower ソ フ ト ウ ェ アか ら の コ ン ト ロ ールに よ る  474 エ ミ ュ レーシ ョ ンでは、
RS-232 コ ネ ク タ ーを使⽤し て（49 ページを参照）、 リ モー ト ア イ コ ン内に 「R」 が表⽰されま
す。［474 のエ ミ ュ レ ーシ ョ ン］オ プシ ョ ン が有効でシン グルチ ャ ン ネル モー ド で動作し ている
と きは、 「R」 が 474 検出器と し て  busLAC/E デー タ シス テムの設定画⾯に表⽰されます。

検出器を  Alliance HPLC シス テムに接続する方法については、 39 ページを参照し て く だ さ い。
検出器を外部シス テムに接続する方法については 41 ページを参照し て く だ さ い。
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3.4.3.1 装置のセ ッ トア ッ プ

装置をセ ッ トア ッ プする方法：
1. ［Configuration］画⾯（Shift、 DIAGの順に押す）で、 474 エ ミ ュ レーシ ョ ン モー ド で動

作する よ う に検出器を設定し ます。
2. 標準 RS-232 ケーブルを使⽤し て、検出器を  Empower ソ フ ト ウ ェ ア ワー ク ス テーシ ョ ン

の空いている任意の COM ポー ト に接続し ます。

3. オペレーテ ィ ン グシス テムのデバイ ス マネージ ャ ーで、 検出器を接続し た  COM ポー ト が
使⽤可能である こ と を確認し ます。

ヒ ン ト：同じパ ラ メ ー タ ーが 474 検出器に適⽤されます。

3.4.3.2 メソ ッ ドパラメーター
メ ソ ッ ド の初期条件は、 ク ロ マ ト グ ラ フ ィ ーデー タ ソ フ ト ウ ェ ア の蛍光メ ソ ッ ド エ デ ィ タ ーの
［General（全般）］タ ブに指定し ます。

ヒ ン ト：2475 検出器と  474 検出器は、⼀部の メ ソ ッ ドパ ラ メ ー タ ーを別の意味に解釈し ます。

表 3–4: リ モート制御用のコ ンピ ューターの設定

パラメーター 値
ボーレー ト 4,800

ス ト ッ プ ビ ッ ト 2

パ リ テ ィ なし
デー タ⻑ 8 ビ ッ ト
フ ロ ー制御 Xon/Xoff

表 3–5: メソ ッ ドパラメーターの例

パラメーター 値
励起  (nm) 350

蛍光  (nm) 397

バン ド幅 (nm) 18

フ ィ ル タ ーの種類 デジ タ ル
フ ィ ル タ ーのレ スポン ス 10

ラ ン プ オ フ時間（時間） 1.0

サン プ リ ン グ レー ト 2

オ フ セ ッ ト  (mV) 0

ゲ イ ン 1

減衰 64

オー ト ゼロ 自動
極性 +
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• 励起（x ま たは Ex）と蛍光（e ま たは Em） (nm) – 2 つのモ ノ ク ロ メ ー タ ーの波⻑
設定点。検出器の励起範囲は 200 〜 890 nm、蛍光範囲は 210 〜 900 nmです。蛍光波
⻑は、 励起波⻑よ り  10 nm 以上⻑ く指定する必要があ り ます。
ヒ ン ト：上記のいずれかの条件を無視する と、 検出器のエ ラ ーが発生し、 サン プルセ ッ ト
が⼀時停止するおそれがあ り ます。

• バン ド幅 (nm) – 検出器で調整可能なパ ラ メ ー タ ーではないので、 こ の フ ィ ール ド の値は
無視されます。 ただ し、検出器の静的バン ド幅は 20 nm なので、 こ の フ ィ ールド に 18 nm
を⼊⼒する と、 メ ソ ッ ド の実際の値に近い値が記録されます（ク ロ マ ト グ ラ フ ィ ーデー タ
ソ フ ト ウ ェ アでのサン プル情報の記録目的）。

• フ ィ ル タ ーの種類 – デジ タ ル (Hamming) フ ィ ル タ ーま たは RC フ ィ ル タ ー。 デジ タ ル
フ ィ ル タ ーは、 標準的な RC フ ィ ル タ ーよ り も歪みの小さ い ピー ク を生成する傾向があ り
ます。 RC フ ィ ル タ ーは、 確⽴された測定方法を使⽤する場合のニーズに対応し ています。

• フ ィ ル タ ーのレ スポン ス  – タ イ ム コ ン ス タ ン ト（時定数）の設定（3、 5、 10、 20、 およ
び 40）。 474 検出器は、 これら の数値を秒数と し て解釈し ます。 ただ し、 こ の大き さ の値
は ク ロ マ ト グ ラ フ ィ ーには高すぎるので、 2475 検出器は これら の⼊⼒を その 1/10 と し
て解釈し ます。
フ ィ ル タ ーの種類と し て  RC を選択し た場合、 3 つの レ スポ ン ス オ プ シ ョ ン だけ（高速、
標準、 低速）が選択でき ます。 これ ら の選択項目には、 以下の タ イ ム コ ン ス タ ン ト（時定
数）が対応し ます。
– 高速：0.5 秒
– 標準：1.5 秒
– 低速：4.0 秒

• ラ ン プ オ フ時間（時間）– 注⼊開始か ら ラ ン プ を オ フ にする までの時間を指定し ます。 各
注⼊開始時に、 タ イ マ ーが リ セ ッ ト されます。 通常、 こ の機能を、 注⼊実⾏時間よ り も充
分に⻑い時間に設定でき ます。 た と えば、 分析の最大時間が 30 分の場合、 ラ ン プ オ フ時
間と し て  2 時間を選択し ます。 ア イ ド ルの 「ラ ン プ オ ン」 時間を  90 分 残すこ と に よ り、
ラ ン プが再度ウ ォ ーム ア ッ プする まで待たずに、 次のサン プルセ ッ ト の分析を容易に開始
する こ と ができ ます。
ヒ ン ト：ラ ン プ を オ フ にするのは、 すべての分析が完了し た と きのみです。 4 時間以上検
出器を使⽤しない こ と が予測される場合にのみ、 ラ ン プ を オ フ にする よ う に設定（または
ラ ン プ を手動でオ フ に）すべきです。

• サン プ リ ン グレート  – 検出器がク ロ マ ト グ ラ フ ィ ーデー タ ソ フ ト ウ ェ アに送信する  1 秒あ
た り のデー タ ポ イ ン ト数。

• オ フ セ ッ ト  – チ ャ ンネル A のアナ ロ グ出⼒のみに適⽤される オ フ セ ッ ト のレベル（ミ リ ボ
ル ト単位）。 こ のパ ラ メ ー タ ーは、 RS-232 を経由し て ク ロ マ ト グ ラ フ ィ ーデー タ ソ フ ト
ウ ェ ア に送信されるデジ タ ルデー タ には影響し ません。

表 3–6: タイムコ ンスタン トの設定

ソ フ トウ ェ アの選択 2475 のタイムコ ンスタン ト（秒）
3 0.3
5 0.5
10 1.0
20 2.0
40 4.0
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• ゲ イ ン  – PMT に適⽤されるゲ イ ン値。 オ プシ ョ ンは、 1、 10、 100、 および 1000 です。
• 減衰 – EUFS と類似し ています。 474 検出器か ら の値は、下表に従っ て変換されます。 こ

のパ ラ メ ー タ ーは、 チ ャ ンネル A のアナ ロ グ出⼒のデー タ にのみ影響し ます。 RS-232 接
続を経由する  Empower ソ フ ト ウ ェ アへのデー タ出⼒には影響し ません。

• オー トゼ ロ  – 注⼊時、 ま たはゲ イ ンや波⻑の変更時の自動オー トゼ ロの有効化（自動）お
よび無効化（手動）に直接対応し ます。 これ ら の設定は、 2475 の操作⽤イ ン タ フ ェ ー ス
の 4 ページ目にあるボ ッ ク スで変更でき ます。 手動を選択し た場合、 タ イ ム イ ベン ト、 前
⾯パネルのボ タ ン、 ま たは背⾯パネル（端子ブ ロ ッ ク）の接点リ レーのいずれかの方法で
直接コ マ ン ド を⼊⼒し た場合にのみ検出器はオー ト ゼ ロ を実⾏し ます。 自動を選択し た場
合、 注⼊開始時、 または波⻑やゲイ ンの変更時に検出器がオー トゼ ロ を実⾏し ます。

• 極性 – アナ ロ グ出⼒についてのみ極性を指定し ます。

3.4.3.3 動作の詳細
• 注⼊開始 – 背⾯パネルのチ ャ ート マーカー端子への接点リ レーシグナル⼊⼒で設定し ます。

シグナル⼊⼒に よ り注⼊分析タ イ マーが開始されます。 背⾯パネルの注⼊開始端子に配線
する こ と もでき ます。

• Waters 474 検出器と の互換性 – 2475 検出器と  474 検出器のセパレーシ ョ ン メ ソ ッ ドは、
ゲ イ ン値を除いて互換性があ り ます。 69 ページの 「エ ミ ッ シ ョ ン（A および B）」 および
「サン プルエネルギー（A および B)」 を参照し て く だ さ い。 2475 検出器の フ ローセルの感
度が高いほ ど、 大幅に高いシグナルが得られます。 し たが っ て、 474 検出器⽤に最適化さ
れたゲイ ン値を  2475 検出器に適⽤する と、計測値が飽和し、歪みが大き く なる こ と があ り
ます。 こ のため、 474 検出器⽤に作成した メ ソ ッ ド を使⽤する場合、 2475 検出器のゲイ ン
設定を  1/10 に低減する必要があ り ます。 2475 検出器では多 く の場合、 ゲ イ ン設定 1 で
充分なシグナル対ノ イ ズ比（S/N 比）を得る こ と ができ ます。

• サン プルエネルギー単位またはエ ミ ッ シ ョ ン単位 – Empower ソ フ ト ウ ェ アは、 サン プル
エネルギー単位ま たはエ ミ ッ シ ョ ン単位を受け⼊れる こ と がで き ます。 使⽤する単位を記
録する  Empower の装置メ ソ ッ ド を作成する と き、［Channel Description］デー タ フ ィ ー
ル ド を編集し て、 4 つのホーム画⾯の 2 ページ目の［Analog Out］フ ィ ール ド か ら単位
を選択する こ と ができ ます。

表 3–7: 474 と  2475 の減衰値

474 の減衰設定 2475 の EUFS 設定
S（短時間） 1

1 1
2 10
4 50
8 100
16 500
32 1,000
64 5,000
128 10,000
256 100,000
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• 実⾏時間 – 検出器の実⾏時間は、 Empower ソ フ ト ウ ェ アの実⾏時間と同期されません。 た
だ し、 実⾏時間（およびプ ロ グ ラ ム し た タ イ ム イ ベ ン ト）は、 Empower ソ フ ト ウ ェ ア で
ク ロ マ ト グ ラ ムに記録された時間軸と同期されます。

3.4.4 2475 装置コン トロールソ フ トウ ェ アによる Ethernet 接続を介
した リ モート コ ン トロール

こ の動作モー ドは Ethernet 接続を使⽤し、 Empower ソ フ ト ウ ェ アの［設定］画⾯に  2475 検
出器と し て表⽰されます。 ま た、 検出器のホーム画⾯（図 「蛍光ホーム画⾯」（58 ページ）を参
照）に、 中央に 「E」 の⽂字がある リ モー ト コ ン ト ロ ールア イ コ ンが表⽰されます（60 ページの
タ イ ト ル 「2475 検出器のホーム画⾯および メ ッ セージ画⾯のア イ コ ン」 の表を参照）。 こ の動作
モー ド では、 Empower の［設定］画⾯か ら［474 のエ ミ ュ レーシ ョ ン］オ プシ ョ ン を無効にす
る必要があ り ます。

3.4.5 検出器の検証
テ ス ト を実⾏し て、 波⻑の正確度を検証し、 エ ミ ッ シ ョ ン単位を最適化し ます。 これに よ り、 フ
ロ ーセルの化合物が 379 nm と  522 nm のエル ビ ウム光に干渉しない こ と が確認されます。 こ
れら の手順を完了する と、 検出器の光学系と電気系が正常に動作し ます。

ヒ ン ト：シス テムに溶媒または移動相を送液する前に、 ろ過、 脱気、 およびスパージし た  HPLC
グ レー ド の水で配管を洗浄し ます。 次に、 混和性の問題がない場合は、 1 mL/分で最低 15 分間
移動相を送液し ます。

3.4.6 手動の波⻑キ ャ リブレーシ ョ ン
検出器の動作中、または起動時にキ ャ リ ブ レーシ ョ ン エ ラ ーが発生し た と きはいつでも、キーパ ッ
ド の手動キ ャ リ ブ レ ーシ ョ ン キー を押し て検出器の再キ ャ リ ブ レ ーシ ョ ン がで き ます。 波⻑の
キ ャ リ ブ レーシ ョ ン に成功し た後は検出器を再起動する必要はあ り ません。

ヒ ン ト：シス テムに溶媒または移動相を送液する前に、 ろ過、 脱気、 およびスパージし た  HPLC
グ レー ド の水で配管を洗浄し、 1 mL/分で流し続けます。

手動で波⻑のキ ャ リブレーシ ョ ンを⾏う方法：
1. キーパ ッ ド で［Calibrate］（Shift、 3）を選択し ます。

図 3–15: 波⻑キ ャ リブレーシ ョ ンのメ ッ セージ

2. フ ロ ーセルが準備されている こ と を確認し てか ら、 Enter を押し ます。
結果：検出器でキ ャ リ ブ レーシ ョ ン手順が実⾏され、 起動時と よ く 似た⼀連の初期化メ ッ
セージが⼀時的に表⽰されます。 キ ャ リ ブ レーシ ョ ン に成功する と、 ビ ープ音が 3 回鳴り
ます。
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最大誤差が 2.0 nm を超える と、 検出器によ り、 前回のキ ャ リ ブ レーシ ョ ンか ら最も離れ
たキ ャ リ ブ レーシ ョ ンシ フ ト の最大誤差が表⽰されます。

図 3–16: キ ャ リブレーシ ョ ン成功メ ッ セージ

3. Enter を押し ます。
結果：「Calibration complete (キ ャ リ ブ レーシ ョ ン完了)」 の メ ッ セージが少しの間、 表⽰
されます。 ホーム画⾯に戻る前に、 「Optimizing system performance (システムパ フ ォ ー
マ ン ス を最適化中）」 や 「Restoring last setup (最後の設定を リ ス ト ア中 )」 な ど の他の
メ ッ セージが表⽰される場合があ り ます。

4. キ ャ リ ブ レーシ ョ ンが正常に実⾏されなか っ た場合、 ス テ ッ プ  1 〜 3 を繰り返し ます。

5. それでもキ ャ リ ブ レーシ ョ ン に失敗する場合は、 検出器をシ ャ ッ ト ダ ウ ン し て、 再起動し
ます。

6. 検出器の ノ ーマ ラ イ ズ診断テス ト を実⾏し ます。
要件：こ のテ ス ト に失敗し た場合は、 テ ス ト を繰り返し て く だ さ い。

3.4.7 エ ミ ッ シ ョ ン単位のノーマライズ
2 ページ目の［Output］フ ィ ール ド か ら、 エ ミ ッ シ ョ ン単位またはエネルギー単位を選択でき ま
す(70 ページを参照)。 エ ミ ッ シ ョ ン単位を選択し た場合は、測定し たシグナル強度が他の 2475
検出器で測定し た強度と でき る限り⼀致する よ う に、 月に⼀度、 標準的な水を基準に し て ノ ーマ
ラ イ ズを⾏います。

ヒ ン ト：シス テムに溶媒または移動相を送液する前に、 ろ過、 脱気、 およびスパージし た  HPLC
グ レー ド の水で配管を洗浄し ます。 次に、 混和性の問題がない場合は、 1 mL/分で最低 15 分間
移動相を送液し ます。

エ ミ ッ シ ョ ン単位を ノーマライズする方法：
1. 検出器の電源を⼊れ、 少な く と も  1 時間ウ ォ ームア ッ プ と安定化を⾏います。

2. 脱気し た清浄な水を  1 mL/分（または気泡の生成を回避でき る流量）で フ ローセルに送液
し ます。

3. DIAG を押し てか ら、［1 Normalize Units］を押し ます。
結果：検出器で PMT ゲ イ ンが調整され、励起モ ノ ク ロ メ ー タ ーの波⻑が 350 nm に設定
されます。 蛍光モ ノ ク ロ メ ー タ ーに よ り  390 〜 405 nm の波⻑でスキ ャ ン され、 水の ラ
マ ンシグナル (397 nm) が検出され、 ノ ーマ ラ イ ズ定数のずれによ り発生する波⻑の正確
度エ ラ ーが最小にな り ます。蛍光モ ノ ク ロ メ ー タ ーで こ の単⼀ピー ク が検出された後、PMT
ゲ イ ンが最適化され、 ノ ーマ ラ イ ズの定数が表⽰されます。
2015 年 6 月 15 日、 715004756JA リ ビ ジ ョ ン  A
83 ページ



図 3–17: 完了時のノーマライズ値

エ ミ ッ シ ョ ン単位の式では、 上記の値を使⽤し ます（26 ページを参照）。 ラ ン プおよび光学系の
使⽤時間と共に、 ラ マ ンゲ イ ンは最高 1000 まで徐々に増加し、 ラ マ ン カ ウ ン ト の値は減少する
可能性があ り ます。 水の ラ マ ン ピー ク が 397 nm か ら  3 nm の範囲内である場合、 ノ ーマ ラ イ
ズ し た単位が検出器の メ モ リ ー内に組み込まれます。水の ラ マ ン ピー ク がその範囲外である場合、
検出器にその値は保存されず、 代わ り に前の定数が保持されます。

ヒ ン ト：ラ マ ン信号が 397nm か ら  3nm の範囲にない場合、 通常、 純粋な水以外のものが フ
ロ ーセル内にあるか、 フ ロ ーセルが汚れています。

3.4.8 シングルチ ャ ンネルモードでの検出器の操作
検出器は、 既定の動作モー ド であるシン グル波⻑ (での動作に最適化されます。 

検出器がマルチチ ャ ンネルモードのと きにシングルチ ャ ンネルモードを指定する方法：
1. ホーム画⾯で、 /（Shift、 Auto Zero）を押し ます。

結果：検出器には、 シン グルチ ャ ンネル動作に切り替え中である こ と を⽰す メ ッ セージが
表⽰されます。

2. ホーム画⾯で、 波⻑、 ゲ イ ン、 感度を指定し ます。
3. 二次パラ メ ー タ ー、タ イ ム イ ベン ト、ま たは感度イベン ト を⼊⼒し ます（68 ページの 「ホー

ム画⾯の二次機能」、 および 71 ページの タ イ ト ル 「⼀次および二次機能（メ ソ ッ ド）のパ
ラ メ ー タ ー」 の表、 92 ページの 「感度イベン ト の 「To」 パ ラ メ ー タ ー」 を参照）。
ヒ ン ト：感度 (EUFS) 設定を変更する と、 1 V 出⼒に影響し ます。

4. シングルチ ャ ンネルモードの と きに別の感度設定を選択するには、 A/B を押してチ ャ ンネル
B の画⾯で適切な EUFS を指定し ます。
ヒ ン ト：チ ャ ンネル A でシン グルチ ャ ンネルが追跡し、 チ ャ ンネル B は別の EUFS 設定
で蛍光のモ ニ タ ーに使⽤でき ます。 EUFS で指定された メ イ ンの蛍光測定をチ ャ ンネル A
で実⾏し ている と き に、 チ ャ ンネル B でエネルギー設定を使⽤する こ と もでき ます。 例え
ば、 シン グルチ ャ ンネルモー ド で動作し ている と き に、別のチ ャ ンネルで EUFS 500 を設
定し、 チ ャ ンネル B の 1 V 出⼒で異なる スケー リ ン グ係数を指定でき ます。

検出器は、 400 nm を超えるすべての励起波⻑に対し て二次フ ィ ル タ ーをかけます。

測定結果を エ ミ ッ シ ョ ン単位ま たはエ ネルギー単位で表⽰する よ う に、 検出器を設定で き ます
（69 ページを参照）。
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3.4.9 マルチチ ャ ンネルモードでの検出器の動作
マ ルチチ ャ ン ネル () モー ド では、 様々なチ ャ ー ト出⼒項目を使⽤し て、 検出器を操作でき ま
す。 次の機能があ り ます。

• エ ミ ッ シ ョ ン(A および B)

• サン プルエネルギー (A および B)

• レ フ ァ レ ン ス エネルギー (A および B)

• MaxPlot

• 差(A - B)ま たは(B - A)

これ ら の機能の詳細については、 69 ページ と  71 ページの タ イ ト ル 「⼀次および二次機能（メ
ソ ッ ド）のパ ラ メ ー タ ー」 の表を参照し て く だ さ い。

3.4.9.1 シングルチ ャ ンネルモードからマルチチ ャ ンネルモードへの切り替え

シングルチ ャ ンネルモードからマルチチ ャ ンネルモードに切り替える方法：
1. シン グルチ ャ ンネルモー ド  () のホーム画⾯で、 （Shift、Auto Zero）を選択し ます。

結果：こ のキーに よ り シ ン グルチ ャ ンネルモー ド と マルチチ ャ ンネルモー ド が切り替え ら
れ、 マルチチ ャ ンネル動作の設定中である こ と を⽰す メ ッ セージが表⽰されます。

2. x フ ィ ール ド に モ ニ タ ーする励起波⻑を指定し て、 Enter を押し ます。

3. e フ ィ ール ド に モ ニ タ ーする蛍光波⻑を指定し て、 Enter を押し ます。

4. 必要に応じ て他の動作パラ メ ー タ ー、 タ イ ム イ ベン ト、 ま たは感度イベン ト を指定し ます。
5. ゲ イ ン を指定し ます。
6. A/B キーを押し てチ ャ ンネルを切り替え ます。

結果：他のチ ャ ンネルのホーム画⾯が表⽰されます。
7. モ ニ タ ーする  2 番目の励起波⻑と蛍光波⻑のペアに対し て、 必要に応じ て、 ゲ イ ン、 タ イ

ム イ ベン ト、 感度イベン トな ど の動作パ ラ メ ー タ ーを指定し ます。

シン グルチ ャ ンネルモー ド での検出器の操作の詳細については、 84 ページを参照し て く だ さ い。

タ イ ム イ ベ ン ト と感度イ ベン ト の プ ロ グ ラ ミ ン グ に関する詳細情報については、 90 ページを参
照し て く だ さ い。

ヒ ン ト：マルチチ ャ ンネルモー ド では、 各チ ャ ンネルに個別にゲイ ン を設定しないで く だ さ い。
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3.4.9.2 MaxPlot または差プロ ッ トの取得
各サン プル成分の最大蛍光度のプ ロ ッ ト と同時に、 選択し た  2 つの波⻑の蛍光を モ ニ タ ー し て、
MaxPlot ま たは差プ ロ ッ ト を取得でき ます。 検出器がマルチチ ャ ンネルモー ド である こ と を確認
し ます。

MaxPlot またはプロ ッ トの差を取得する方法：
1. ホーム画⾯か ら  Next を押し ます。

結果：画⾯の  2/4 ページが表⽰されます（図 「ホーム画⾯の二次機能」（68 ページ）を
参照）。

2. 最初の フ ィ ール ド で、 フ ィ ル タ ーの種類を選択し て  Enter を押し ます。
初期設定：Hamming

3. 2 番目の フ ィ ール ド（アナ ロ グ出⼒）か ら、 以下のオ プシ ョ ンのいずれかを選択し ます。
• 3, maxplot A,B

• 4, difference A-B

• 5, difference B-A

4. Enter を押し て、 MaxPlot 機能を選択し ます。

5. Home キーを押し ます。

3.4.10 ゲイン と  EUFS の設定
サン プルの注⼊前に  PMT のゲ イ ン設定を選択する こ と は、 PMT を使⽤する検出器で蛍光を測定
するために重要な項目です。 シグナル対ノ イズ比（S/N 比）を最適にするために、 電気系のダ イナ
ミ ッ ク レ ンジを最大にするゲイ ン を指定し ます（29 ページを参照）。 ゲイ ンが高すぎる と プ リ ア ン
プが過負荷にな り、 エ ミ ッ シ ョ ン/エネルギー単位の フ ィ ール ド に値 -9999.9 が表⽰されます。

図 3–18: ゲイン設定が⾼すぎる（蛍光強度が -9999.9 EU に固定される）
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図 3–19: ゲイン設定が⾼すぎる警告メ ッ セージ

エ ミ ッ シ ョ ン/エネルギー単位の フ ィ ール ド の値 -9999.9EU と警告メ ッ セージは、ゲ イ ン設定が
高すぎる場合と  EUFS 設定が低すぎる場合で異な り ます。 EUFS 設定が低すぎる場合は、 出⼒範
囲の上限を超えるので平頂ピー ク が表⽰されます。

ヒ ン ト：EUFS が範囲外になる状況は、 アナ ロ グ出⼒を使⽤する場合にのみ発生し ます。

図 3–20: EUFS 設定が低すぎる(ピーク頂点がフ ラ ッ トになる)

3.4.10.1 ゲインおよび EUFS の自動最適化
ゲ イ ンの自動最適化診断テス ト では、 ク ロ マ ト グ ラ ムの試⾏が 1 回実⾏され、 シグナルを収集す
る電子回路のダ イ ナ ミ ッ ク レ ンジを最適化する理想的なゲ イ ン値が提⽰されます。 試し分析のセ
パレーシ ョ ン メ ソ ッ ド を設定する必要があ り ます。 こ の設定は、 保存し た メ モ リ ーか ら以前に作
成し た メ ソ ッ ド を呼び出すか、 キーパ ッ ド を使⽤し て検出器に メ ソ ッ ド を⼊⼒する こ と に よ っ て
⾏う こ と ができ ます。

Empower ソ フ ト ウ ェ ア を使⽤し ている場合は、 メ ソ ッ ド を メ ソ ッ ド エデ ィ タ ーに⼊⼒する必要
があ り ます。 その後、 注⼊時に メ ソ ッ ド が 2475 検出器に ダ ウ ン ロー ド されます。

2475 検出器（あるいは Empower のエデ ィ タ ー）で メ ソ ッ ド を作成し た ら、 DIAG を押し て、
［3 Auto-Optimize Gain］を選択し ます。
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図 3–21: ゲインの自動最適化診断テストの選択

［Auto-Optimize Gain］を選択する と、次の注⼊時に実⾏される診断の準備が⾏われます。Sticky
診断のア イ コ ン（スパナのア イ コ ン）が前⾯パネルに、 <Auto Gain> がエ ミ ッ シ ョ ン フ ィ ール
ド に表⽰されます。

図 3–22: ゲインの自動最適化診断テストの実施

診断に開始パルス ト リ ガーを設定した ら、 注⼊を開始できます。 こ の開始パルス ト リ ガーは、 イ ン
ジ ェ ク タ ー⼊⼒か ら検出器背⾯パネルの注⼊イベン ト端子に送信されます。 ま た、 サ ン プル注⼊
と同時に前⾯パネルの Run/Stop キーを押し て もかまいません。

ヒ ン ト：タ イ ム イ ベン ト が ピー ク に対し て正確な時刻に発生する よ う に、 ク ロ マ ト グ ラ フ ィ ー と
開始ト リ ガーを同期させる必要があ り ます。

Empower ソ フ ト ウ ェ アで コ ン ト ロ ール し ている場合や、その他のデバイ ス（Alliance e2695 セ
パレーシ ョ ン モジ ュ ールな ど）で注⼊を開始する場合は、［Make Injection］を選択し ます。

ヒ ン ト：ゲ イ ンの自動最適化の実⾏中は、 ゲ イ ン設定が 1 と表⽰されます。

図 3–23: ゲインの自動最適化の実⾏中は、 ゲインが自動的に 1 に設定される

設定された タ イ ム イ ベン ト が検出器で実⾏され、 実⾏の最後に理想的なゲ イ ン表が表⽰されます
（下図を参照）。 矢印キーを使⽤し て、 表内を移動し ます。

分析タ イ マーは、 Empower ソ フ ト ウ ェ アの コ ン ト ロ ール下で実⾏し ている と き、 自動的に停止
し て リ セ ッ ト されます。 ス タ ン ド ア ロ ーン モー ド では検出器の実⾏期間は指定されないので、 検
出器の前⾯パネルの Run/Stop を押し、 次に  Reset（Shift、 Stop）を押し て実⾏を停止する必
要があ り ます。

自動ゲイ ン診断

Sticky 診断ツール
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図 3–24: 自動最適化で得られたゲイン表

HOME を押して画⾯を ク リ アする と、ゲイ ンの自動最適化診断テス トは自動的に終了します。メ ソ ッ
ド に適切なゲイ ン と  EUFS の値を指定する と、 ク ロ マ ト グ ラムは適切にスケー リ ング されます。

図 3–25: ゲインおよび EUFS の最適な設定

3.5 メソ ッ ドおよびイベン トのプログラ ミ ング

3.5.1 メソ ッ ドの保存
最大 10 個のメ ソ ッ ドの保存と呼び出しができ ます。検出器は保存されている メ ソ ッ ド を番号 1 〜
10 で⽰し ます。 保存した メ ソ ッ ド を使⽤している場合は、 ホーム画⾯に メ ソ ッ ド番号が表⽰されま
す（図 「蛍光ホーム画⾯でのパラ メー ターを⾒つける」（59 ページ）を参照）。 メ ソ ッ ド ア イ コ ン
（60 ページの タ イ ト ル 「2475 検出器のホーム画⾯および メ ッ セージ画⾯のア イ コ ン」 の表を参
照）にア ス タ リ ス ク  (*) が表⽰されている場合、 その条件は保存されていない こ と を⽰し ます。

波⻑や EUFS な ど のパ ラ メ ー タ ーを編集する場合、 現在の条件（メ ソ ッ ド *）を編集し ている こ
と にな り ます。 こ の メ ソ ッ ド を保存する場合は、10 番までの保存ス ロ ッ ト の空いている場所に保
存するか、 以前保存し た メ ソ ッ ド を現在の メ ソ ッ ド で上書き し ます。 以前保存し た メ ソ ッ ド を呼
び出す と、 現在の メ ソ ッ ド条件の代わ り に保存し た メ ソ ッ ド が表⽰されます。

ホーム画⾯に表⽰される メ ソ ッ ド番号は呼び出された メ ソ ッ ド の番号で、 メ ソ ッ ド を変更する ま
で変わ り ません。 現在呼び出し た メ ソ ッ ド のパ ラ メ ー タ ー（例：波⻑または EUFS）を変更する
と、 呼び出し た元の メ ソ ッ ド と は違う もの と認識される ため、 メ ソ ッ ド番号がア ス タ リ ス ク  (*)
に変わ り ます。
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起動時に、前回検出器をシ ャ ッ ト ダ ウ ン し た と きの動作パ ラ メ ー タ ーが呼び出されます。 し か し、
メ ソ ッ ド に関連する タ イ ム イ ベ ン ト や感度イ ベ ン ト は、 起動時には作動し ません。 し たが っ て、
起動時は常に、 ホーム画⾯の メ ソ ッ ド ア イ コ ン に ア ス タ リ ス ク (*)が表⽰されます。

検出器が Empower ソ フ ト ウ ェ ア に よ っ て リ モー ト コ ン ト ロ ールで動作し ている と きは、 リ モー
ト ア イ コ ンが表⽰されます（60 ページの タ イ ト ル 「2475 検出器のホーム画⾯および メ ッ セージ
画⾯のア イ コ ン」 の表を参照）。

3.5.2 タイムイベン トのプログラ ミ ング
最大 48 個の タ イ ム イ ベン ト を  0.01 分刻みで設定でき ます。 タ イ ム イ ベン ト を指定する と、 タ
イ ム イ ベン ト リ ス ト の⼀番下の⾏に新しい イベ ン ト が表⽰されます。 タ イ ム イ ベ ン トは時間の順
番に⼊⼒しな く て もかまいません。 Next を押す と タ イ ム イ ベン ト リ ス ト が自動ソー ト されます。
下表に  12 個の タ イ ム イ ベン ト を⽰し ます。

表 3–8: タイムイベン トのパラメーター

番号 イベン ト 単位 範囲または既定値 チ ャ ンネルの指定
1 励起波⻑ nm 200 〜 890 はい
2 蛍光波⻑ nm 210 〜 900 はい
ヒ ン ト：蛍光  の設定は、 励起  の設定よ り も必ず 10 nm 以上⻑ く する必要があ り ます。
3 タ イ ム コ ン ス

タ ン ト
秒 0：フ ィ ル タ ー

無効
Hamming：() 
0.1 〜 5.0、
1 〜 50
RC：() 0.1 〜
99 秒
RC：() 1 〜 
99 秒

はい

4 ゲ イ ン 0 〜 1000 はい
5 感度 EUFS 1 〜 100,000 はい
6 チ ャ ー ト マー

カ ー（フ ルス
ケールの 10%）

該当なし 該当なし はい

7 極性 1. –
2. +

+ はい

8 オー トゼ ロ 該当なし 該当なし はい
9 ラ ン プ 1. オ フ

2. オ ン
オ フ いいえ

10 ス イ ッ チ  1 1. 高
2. 低
3. パルス
4. 矩形波

低 いいえ
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新しいタイムイベン トをプログラ ミ ングする方法：
1. METHOD（Shift、 A/B）を押し ます。

図 3–26: メソ ッ ド リ スト

2. メ ソ ッ ド リ ス ト か ら［1 Timed events］を選択し ます。
結果：イ ベン ト の時間を指定する ア ク テ ィ ブな フ ィ ール ド が表⽰されます。

3. イ ベン ト の時間を指定し ます。
ヒ ン ト：操作を開始する と、 その他の フ ィ ール ド も表⽰されます。

図 3–27: タイムイベン ト画面

4. Enter を押し ます。

5. ［Set］フ ィ ール ド（イベン ト リ ス ト）に移動するには、  を押し ます

6. Enter キーを も う⼀度押し て、 リ ス ト を表⽰し ます。
ヒ ン ト：イ ベ ン ト番号がわか っ ている場合は、 そ の番号を押し ます（90 ページの タ イ ト
ル 「タ イ ム イ ベン ト のパ ラ メ ー タ ー」 の表を参照）。

7. ［To］フ ィ ール ド が表⽰された ら、 適切な値を⼊⼒し ます。
ヒ ン ト：両チ ャ ンネルに同じ イベン ト を設定するには、 合計 2 つ（チ ャ ンネル A と チ ャ ン
ネル B に  1 つずつ）のイベン ト を指定する必要があ り ます。

11 ス イ ッ チ  2 1. 高
2. 低
3. パルス
4. 矩形波

低 いいえ

12 し きい値 EU –100.0 〜 
1100.0 EU、
ま たは出⼒の設定
に応じ て可変

はい

表 3–8: タイムイベン トのパラメーター（続き）

番号 イベン ト 単位 範囲または既定値 チ ャ ンネルの指定
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8. A/B を押し て、 も う⼀方のチ ャ ンネルの し きい値を設定し ます。
ヒ ン ト：ON A ま たは ON B は、 イ ベン ト が設定されたチ ャ ンネルを⽰し ます。 すべて ま
たは⼀部のイベン ト を チ ャ ンネル A に、 あるいはすべて ま たは⼀部のイベン ト を チ ャ ンネ
ル B に設定でき ます。 イベン ト の設定はチ ャ ンネル別ではな く 、 時間別に⾏います。

9. Next キーを押し て、 新しい タ イ ム イ ベン ト を設定し ます。

10. タ イ ム イ ベン ト を削除するには、 タ イ ム フ ィ ール ド がア ク テ ィ ブな状態で CE キーを押し
て、［OFF］に変更し ます。

11. HOME キーを押す と ホーム画⾯に戻り ます。 Run/Stop を押し て メ ソ ッ ド を開始し ます。

12. Reset（Shift、 Run/Stop）を押し て、 分析時間の ク ロ ッ ク を  0 に リ セ ッ ト し ます。
ヒ ン ト：検出器が外部装置と共に使⽤する よ う に設定されている場合、 これら の装置で設
定された注⼊開始シグナルに よ り メ ソ ッ ド が開始されます。
注：リ アル タ イ ムで作業し ている と き、現在の条件（メ ソ ッ ド*の状態）で、 タ イ ム イ ベン
ト や感度イ ベン ト を メ ソ ッ ド と し て保存し ていない場合、 停電やシ ャ ッ ト ダ ウ ン に よ っ て
すべての イベン ト が失われます（89 ページを参照）。

3.5.3 感度イベン トのプログラ ミ ング
フ ラ ク シ ョ ン コ レ ク タ ーの使⽤時な ど に、 チ ャ ン ネル  A と チ ャ ン ネル B の感度イベン ト を設定
し て、 ス イ ッ チ接点リ レー出⼒を制御でき ます。 チ ャ ンネルに設定し た出⼒（蛍光度 /EU、 エネ
ルギーな ど）が指定し た し きい値を上回っ た と き に ス イ ッ チが切り換え られる よ う に、 設定し ま
す。 下表に、 設定可能な接点リ レース イ ッ チ を⽰し ます。

指定された し きい値未満では、ス イ ッ チのパ ラ メ ー タ ーを下表に⽰されている よ う に設定し ます。

パルス周期、 ま たは周波数を指定する方法については、 76 ページを参照し て く だ さ い。

表 3–9: 感度イベン トの 「Set」 パラメーター

番号 イベン ト
1 ス イ ッ チ  1 の設定
2 ス イ ッ チ  2 の設定

表 3–10: 感度イベン トの 「To」 パラメーター

番号 設定 し きい値未満での
スイ ッ チの状態

1 On オ フ
2 Off オ ン
3 Pulse オ フ
4 Rect wave (矩形波) オ フ
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感度イベン トをプログラ ミ ングするには：
1. キーパ ッ ド の METHOD（Shift、 A/B）を押し ます。

結果：メ ソ ッ ド リ ス ト が表⽰されます。
2. メ ソ ッ ド リ ス ト か ら［2 Threshold events］を選択し ます。

結果：し きい値 (EU) を⼊⼒する フ ィ ール ド がア ク テ ィ ブ にな り ます。 EU フ ィ ール ド へ
の数値の⼊⼒を開始する と、 その他の フ ィ ール ド も表⽰されます。
ヒ ン ト：感度イベン ト を使⽤し て、 蛍光シグナルの強度が指定値を超えた場合にス イ ッ チ
を ト リ ガーする し きい値 (EU) を指定でき ます。

図 3–28: 感度イベン ト画面

3. Enter を押し て［Set］フ ィ ール ド に進むか、  および  を押し て  3 つの フ ィ ール ド の間
を移動し ます。

4. ［Set］フ ィ ール ド がア ク テ ィ ブな状態で Enter を押し、感度イベン ト リ ス ト を表⽰し ます。
ま たは、設定する イベン ト に対応する番号を押し ます（92 ページの タ イ ト ル 「感度イベン
ト の 「Set」 パ ラ メ ー タ ー」 の表を参照）。

5. ［To］フ ィ ール ド がア ク テ ィ ブな状態で Enter を押し、 オ プシ ョ ン を表⽰し ます（92 ペー
ジの タ イ ト ル 「感度イベン ト の 「To」 パ ラ メ ー タ ー」 の表を参照）。
代替手段：設定する し きい値パ ラ メ ー タ ーに対応する番号を押し ます。

6. A/B を押し て も う⼀方のチ ャ ンネルに し きい値を設定し、 手順を繰り返し ます。

3.5.4 メソ ッ ドの保存
メ ソ ッ ドは、 ホーム画⾯および関連画⾯上で設定可能なすべてのパ ラ メ ー タ ー、 および タ イ ム イ
ベン ト、 感度イベン ト か ら構成されます。 

1 〜 10 の番号を選択し て、 現在の メ ソ ッ ド を保存でき ます。

メソ ッ ドを保存するには：
1. METHOD（Shift、 A/B）を押し ます。

2. メ ソ ッ ド リ ス ト か ら［4 Store method *］を選択し ます。
結果：メ ソ ッ ド番号フ ィ ール ド が表⽰されます。
ヒ ン ト：別の メ ソ ッ ド がすでに保存されている メ ソ ッ ド番号を選択し ても、 警告メ ッ セー
ジは表⽰されません。 番号を指定し て  Enter を押す と、 その番号のス ロ ッ ト に保存されて
いる メ ソ ッ ドは上書き されて失われます。
2015 年 6 月 15 日、 715004756JA リ ビ ジ ョ ン  A
93 ページ



図 3–29: メソ ッ ド番号の指定

3. 1 〜 10 の番号を  1 つ指定し て、 Enter を押し ます。
結果：「Storing * as method n」 と い う メ ッ セージが表⽰され、 指定し た メ ソ ッ ド番号
が メ ソ ッ ド ア イ コ ン内に表⽰されます。別の メ ソ ッ ド を呼び出すか、検出器を初期条件（メ
ソ ッ ド*）に リ セ ッ ト しない限り、 その メ ソ ッ ドはア ク テ ィ ブです。

3.5.5 メソ ッ ドの呼び出し
メソ ッ ドを呼び出す方法：
1. METHOD（Shift、 A/B）を押し ます。

2. メ ソ ッ ド リ ス ト か ら、［3 Retrieve a method］を選択し ます。
結果：メ ソ ッ ド番号ス ロ ッ ト ボ ッ ク ス に、 最後に呼び出し た メ ソ ッ ド ま たは保存された メ
ソ ッ ド の番号が表⽰されます。

3. 呼び出し たい メ ソ ッ ド番号を指定し、 Enter を押し ます。
結果：「Retrieving method n」 と い う メ ッ セージが表⽰され、 指定し た メ ソ ッ ド番号が
メ ソ ッ ド ア イ コ ン内に表⽰されます（60 ページの タ イ ト ル 「2475 検出器のホーム画⾯お
よび メ ッ セージ画⾯のア イ コ ン」 の表を参照）。

3.5.6 メソ ッ ド内のイベン トの確認
メソ ッ ド内のイベン トを確認する方法：
1. メ ソ ッ ド を呼び出し ます（94 ページを参照）。

2. タ イ ム イ ベン ト を確認するには 1 を、 感度イベン ト を確認するには 2 を押し ます。
ヒ ン ト：メ ソ ッ ド の タ イ ム イ ベン トや感度イベン ト を変更する と、 メ ソ ッ ド番号ア イ コ ン
に ア ス タ リ ス ク  (Method *) が表⽰されます。 これはその メ ソ ッ ド  (*) がス テ ッ プ  1 で
呼び出し た メ ソ ッ ド と は同じ ではな く な っ ている こ と を⽰し ます。 イ ベ ン ト を変更し た メ
ソ ッ ドは、 呼び出し た メ ソ ッ ド と同じ メ ソ ッ ド番号（または異なる番号）に保存でき ます。
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3.5.7 メソ ッ ドのリ セ ッ ト
保存し た メ ソ ッ ド を リ セ ッ トする手順には、 2 つのス テ ッ プ があ り ます。 最初に現在の条件をデ
フ ォ ル ト に リ セ ッ ト し、 次に こ のデ フ ォ ル ト条件を保存ス ロ ッ ト に保存し ます。

メソ ッ ドを リ セ ッ トする方法：
1. METHOD（Shift、 A/B）を押し ます。

2. メ ソ ッ ド リ ス ト か ら［5 Reset method *］を選択し ます。
結果：現在の条件を⼯場出荷時のデ フ ォ ル ト値に設定し て よ ろ し いか ど う かを尋ねる メ ッ
セージ画⾯が表⽰されます。 71 ページの タ イ ト ル 「⼀次および二次機能（メ ソ ッ ド）のパ
ラ メ ー タ ー」 の表には、 パ ラ メ ー タ ーの既定の設定が⽰されています。Enter を押す と、以
下のア ク シ ョ ンがソ フ ト ウ ェ アで⾏われます。
• すべての タ イ ム イ ベン ト が削除されます。
• すべての感度イベン ト が無効にな り ます。
• その他パラ メ ー タ ー（x、 e、 EUFS な ど）はデ フ ォ ル ト値に戻り ます。
Cancel（Shift、 0）を押す と、 メ ソ ッ ド リ ス ト が表⽰されます。
ヒ ン ト：現在の条件を残す場合、 メ ソ ッ ド を消去する前に、 保存ス ロ ッ ト に保存し ます。
保存ス ロ ッ ト を消去する と、 前の条件を復元でき ます。

3. ［4 Store method］を押し て、 保存場所番号を指定し ます。

4. ス テ ッ プ  2 を繰り返し て、 他の保存メ ソ ッ ド も消去する こ と ができ ます。

5. Home キーを押し ます。
結果：メ ソ ッ ド番号ア イ コ ン にはア ス タ リ ス ク が付いています。

3.5.8 イベン トの消去
アクテ ィブなタイムイベン トまたは感度イベン トをすべて消去するには：
1. METHOD（Shift、 A/B）を押し ます。

2. メ ソ ッ ド リ ス ト か ら［6 Clear events］を選択し ます。
結果：ア ク テ ィ ブなイ ベン ト をすべて消去し て よ ろ し いか ど う かを尋ねる メ ッ セージが表
⽰されます。 Enter を押す と、 以下のア ク シ ョ ンがソ フ ト ウ ェ アで⾏われます。
• メ ソ ッ ド内のすべての タ イ ム イ ベン ト と感度イベン ト が消去されます。
• メ ソ ッ ド内のその他のパ ラ メ ー タ ー（、 EUFS な ど）は影響を受けません。
Cancel（Shift、 0）を押す と、 メ ソ ッ ド リ ス ト が表⽰されます。

3. Home キーを押し ます。
結果：メ ソ ッ ド番号ア イ コ ン にはア ス タ リ ス ク が付いています。
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3.6 スペクトルのスキ ャ ン

3.6.1 スキ ャ ンの種類
検出器は、励起スペ ク ト ルま たは蛍光スペ ク ト ルのサン プルスキ ャ ン を取り込む こ と ができ ます。
最初にゼロ スキ ャ ン を実⾏する こ と をお勧めし ます。

• ゼロ スキ ャ ン  – フ ロ ーセル内の溶媒の蛍光スペ ク ト ルの特性を⽰すレ フ ァ レ ン ス スキ ャ ン
です。

• サンプルスキ ャ ン – 溶媒内の分析対象物の励起スキ ャ ン または蛍光スキ ャ ンで、（溶媒のゼロ
スキ ャ ン を減算し て）サン プルの実際のスペ ク ト ルが得られます。

検出器では、 スキ ャ ン手順で フ ロ ーセルを使⽤し てサン プルのスペ ク ト ルを測定でき ます（105
ページを参照）。

3.6.2 開始する前に
スペ ク ト ルスキ ャ ン を実⾏する前に、 以下のパ ラ メ ー タ ー設定を指定する必要があ り ます。

• 1 – 開始波⻑。 スキ ャ ンは こ の波⻑で開始し ます。
• 2 – 終了波⻑。 スキ ャ ンは こ の波⻑で終了し ます。
• ゲ イ ン  – PMT のゲ イ ン設定。サン プル濃度が低い と き には、 こ の値の増加が必要な場合が

あ り ます。
• スキ ャ ンの種類 – スキ ャ ンの種類（励起または蛍光）。
• other – 固定モ ノ ク ロ メ ー タ ーの波⻑設定。
• ペース  – スキ ャ ン速度（nm/ 分）。 ペース値によ り、 スキ ャ ン実⾏およびデー タ取り込み

の速度が決ま り ます。 スキ ャ ンデー タは、 設定し たペース に対し て可能な最高の分解能で
測定されます。 前の表に⽰すよ う に、 ペース値が高 く なるほ ど分解能が低 く な り ます。

次の図に、 ア ン ト ラ セ ン の 2 つの蛍光スキ ャ ン を⽰し ます。 2 番目のス キ ャ ン（右）は
1000nm/分のペースで、 スキ ャ ン数が減少し ています。 し たが っ て、 ペースが 100 nm/
分の元のスキ ャ ン（左）よ り も分解能が低 く な っ ています。

表 3–11: ペース と サンプリ ング分解能の例

ペース（nm/分） 蛍光サンプリ ング分解能 
(nm)

励起サンプリ ング分解能 
(nm)

100 以下 0.7 0.9

200 1.4 1.8
400 2.8 3.6
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図 3–30: アン トラセンのスキ ャ ン（100 nm/分と  1000 nm/分の比較）

• チ ッ ク マー ク  – 指定し た波⻑間隔でチ ッ ク マー ク を生成し ます。 チ ャ ー ト デー タ の解釈に
役⽴ち ます。 図 「水のスキ ャ ン、 チ ッ ク マー ク なし」（97 ページ）に、 キ ュ ベ ッ ト を⽤い
た標準的な水のスキ ャ ン（波⻑：390 nm 〜 455 nm、 ペース：200 nm/分、 チ ッ ク マー
クなし）を⽰し ます。 図 「水のスキ ャ ン、 チ ッ ク マー ク あ り 」（97 ページ）に、 20 nm ご
と にチ ッ ク マー ク を持つ同じ スキ ャ ン を⽰し ます。

• EUFS – チ ャ ー ト上のスペ ク ト ルを スケー リ ン グするための感度設定。

図 3–31: 水のスキ ャ ン、 チ ッ クマークなし

図 3–32: 水のスキ ャ ン、 チ ッ クマークあり

スキ ャ ンの種類（ゼロ スキ ャ ン ま たはサン プルスキ ャ ン）を選択する と き に、 スキ ャ ンパ ラ メ ー
ターを⼊⼒します。検出器のスキ ャ ン機能を使⽤して、新しいゼロ スキ ャ ン またはサンプルスキ ャ ン
の実⾏、 保存、 確認、 減算、 スキ ャ ン情報の取得、 および表⽰ができ ます。

サ ン プ ル スキ ャ ン ま たはゼ ロ スキ ャ ン を選択する と、 検出器に さ ら に  3 つの画⾯が表⽰されま
す。 これら の画⾯で、 開始波⻑と終了波⻑、 ペースな ど のパ ラ メ ー タ ーをすべて変更でき ます。

ペース：100 nm/分 ペース：1000 nm/分

波⻑（nm）

エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
単
位

波⻑（nm）

エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
単
位
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図 3–33: ゼロスキ ャ ンおよびサンプルスキ ャ ンの画面

ゼロ スキ ャ ンの実⾏後にサン プルスキ ャ ン を選択する と、検出器に次の画⾯ (2/2) が表⽰されま
す。 開始波⻑、 終了波⻑、 およびペースのパ ラ メ ー タ ーを変更する こ と はできない こ と に注意し
て く だ さ い。

ゼロ スキ ャ ン（画⾯ 1/4） サン プルスキ ャ ン（画⾯ 1/4）
（画⾯ 2、 3、 4 は未表⽰）

ゼロ スキ ャ ン

ゼ ロ スキ ャ ン

ゼ ロ スキ ャ ン（画⾯ 4/4）

（画⾯ 3/4）

（画⾯ 2/4）
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図 3–34: ゼロスキ ャ ン後のサンプルスキ ャ ン画面

ゼロ スキ ャ ン実⾏時に、 ゼ ロ スキ ャ ン と その後に実⾏するサン プルスキ ャ ン について、開始波⻑、
終了波⻑、 その他の波⻑、 ペース、 チ ッ ク マー ク、 お よび感度を指定し ます。 ベース ラ イ ンゼ ロ
スキ ャ ン を実⾏し た  15 分以内にサン プルスキ ャ ン を実⾏する必要があ り ます。

ヒ ン ト：別のスキ ャ ン を実⾏し た り呼び出すか、 ゼロ スキ ャ ン を消去する までは、 最後に実⾏し
たゼ ロ スキ ャ ン、 ま たは読み込んだゼロ スキ ャ ンが残っ ています。 ゼ ロ スキ ャ ンは、 引き続き実
⾏するサン プルスキ ャ ン に対応し ている必要があ り ます。 サン プルスキ ャ ンでは、 最新のゼロ ス
キ ャ ンの開始波⻑、 終了波⻑、 およびペースの値を使⽤し ます。 これら のパ ラ メ ー タ ーがゼ ロ ス
キ ャ ン と サン プルスキ ャ ンで同⼀の場合のみ、 ゼ ロ スキ ャ ン を差し引 く こ と ができ ます。

ゼ ロ スキ ャ ン中、 デー タは、 検出器のアナ ロ グチ ャ ンネル A を介し て出⼒されます。 同時に、 レ
フ ァ レ ン ス エネルギーは、 チ ャ ンネル A で指定し た  EU でチ ャ ンネル B を介し て出⼒されます。

サン プルスキ ャ ン中、指定し た  EUFS 設定を使⽤し て、 デー タ が検出器のアナ ロ グチ ャ ンネル A
か ら チ ャ ー ト出⼒されます。同時に、 チ ャ ンネル B か ら レ フ ァ レ ン ス エネルギーがチ ャ ー ト出⼒
されます。

サン プル
スキ ャ ン

サン プルスキ ャ ン（画⾯ 2/2）

（画⾯ 1/2）
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3.6.3 新しいスペクトルのスキ ャ ン
新しいスペクトルをスキ ャ ンする方法：

1. SCAN（Shift、 Chart Mark）を押し ます。

図 3–35: スキ ャ ン リ スト

2. スキ ャ ン リ ス ト で ［1 New scan］を選択するか、  および  を使⽤し て リ ス ト を ス ク
ロ ール し ます。
結果：検出器に  4 つのパ ラ メ ー タ ー画⾯の う ち最初の画⾯が表⽰されます。

3. Next を押し て、［New scan］パラ メ ー タ ー画⾯に移動し ます。

4. 1 番目の［New Scan］画⾯で、 スキ ャ ンの種類を指定し ます。
• サン プルスキ ャ ンの場合は 1 を押し ます。 または Enter を押して リ ス ト を表⽰し ます。
• ゼロ スキ ャ ンの場合は 2 を押し ます。 ま たは Enter を押し て リ ス ト を表⽰し ます。
検出器に  3 つの追加画⾯が表⽰されます。 ゼ ロ スキ ャ ン と サ ン プ ルスキ ャ ン の両方と も、
1 番目の［New Scan］画⾯にすべてのパ ラ メ ー タ ーが表⽰されます。［Run］画⾯で Next
を押し て、 画⾯ 1 に戻っ てスキ ャ ンの種類のパラ メ ー タ ーを確認でき ます。
ヒ ン ト：いずれの［New Scan］画⾯でも  Run/Stop を押す こ と ができ ます。

5. Run/Stop を押し ます。

3.6.4 サンプルスキ ャ ンおよびゼロスキ ャ ンに使用するパラメーター
下表に、 ゼ ロ スキ ャ ン と サ ン プルスキ ャ ンのすべてのパ ラ メ ー タ ーについて、 デ フ ォ ル ト値と範
囲を⽰し ます。

表 3–12: サンプルスキ ャ ンおよびゼロスキ ャ ンのパラメーター

パラメーター 画面 単位 範囲または既定値
種類 1 なし サン プルスキ ャ ン：1

ゼロ スキ ャ ン：2
初期設定：1

 範囲 2 nm 範囲：200 〜 900 nm
初期設定：200 ま たは 
210 nm

ペース 3 nm/分 範囲：30 nm/分 〜 
1000 nm/分
初期設定：100 nm/分
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3.6.5 ゼロスキ ャ ンのプログラ ミ ング
ゼロスキ ャ ンを設定する方法：
1. SCAN（Shift、 Chart Mark）を押し ます。

2. ［1 New Scan］を押し、 次に［2 Zero Scan］を押し ます。

3. Next キーを押し ます。
結果：2 番目のゼロ スキ ャ ンパ ラ メ ー タ ー画⾯が表⽰されます。

4. 以下のゼロ スキ ャ ンパ ラ メ ー タ ー設定を指定し ます。
a. ゼロ スキ ャ ンの種類を選択し ます。
b. ゼロ スキ ャ ンの開始波⻑を⼊⼒し て、 Enter を押し ます。

c. ゼロ スキ ャ ンの終了波⻑を⼊⼒し て、 Enter を押し ます。

d. 固定モ ノ ク ロ メ ー タ ーの波⻑を⼊⼒し て、 Enter を押し ます。

e. Next キーを押し ます。

5. ゲ イ ン値を指定し て、 Enter を押し ます。

6. EUFS 値を指定し て、 Enter を押し ます。

7. ［Pace］フ ィ ール ド で、指定された波⻑範囲を検出器がスキ ャ ンする速度の値を指定し ます。
ヒ ン ト：デ フ ォ ル ト値は 100 nm/分で、 指定でき る範囲は 30 〜 1000 nm です。 図
「ア ン ト ラセンのスキ ャ ン（100 nm/分と  1000 nm/分の比較）」（97 ページ）に、 100 nm/
分と  1000 nm/分のア ン ト ラ センの 2 つの蛍光スキ ャ ン を⽰し ます。［Pace］フ ィ ール ド
に⼊⼒する数値が大き く なるほ ど、 スキ ャ ンの分解能は低 く な り ます。

8. Next キーを押し ます。
結果：4 番目のゼロ スキ ャ ンパ ラ メ ー タ ー画⾯が表⽰されます。

9. チ ッ ク マー ク を指定する場合、 10 〜 100 nm の数値を指定し て、 Enter を押し ます（図
「水のスキ ャ ン、 チ ッ ク マ ー ク な し」（97 ページ）と図 「水の スキ ャ ン、 チ ッ ク マ ー ク あ
り 」（97 ページ）を参照）。

EUFS 3 EU 範囲：1 〜 100,000
初期設定：最後に⼊⼒し
た数字

チ ッ ク マー ク (間隔の
単位：nm)

4 nm 範囲：10 〜 100
初期設定：最後に⼊⼒し
た数字

ゲイ ン 2 なし 範囲：1 〜 1,000

その他 2 nm 初期設定：200 ま たは 
210 nm

モ ノ ク ロ メ ー タ ーの
スキ ャ ンの種類

2 なし 励起または蛍光

表 3–12: サンプルスキ ャ ンおよびゼロスキ ャ ンのパラメーター（続き）

パラメーター 画面 単位 範囲または既定値
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10. チ ッ ク マー ク を無効にする場合は、 CE を押し ます。

11. Run/Stop を押し てゼロ スキ ャ ン を開始するか、 Next を押し て  1 番目のゼロ スキ ャ ンパ
ラ メ ー タ ー画⾯に戻り、 パ ラ メ ー タ ーを確認し てか ら  Run/Stop を押し ます。
結果：スキ ャ ン画⾯に進⾏状況バー と瞬間的なエネルギー (EU) が表⽰されます。

図 3–36: ゼロスキ ャ ンの進⾏状況バー

ゼロ スキ ャ ンが完了する と、 ソ フ ト ウ ェ ア に よ っ て スキ ャ ン リ ス ト が表⽰されます。

3.6.6 サンプルスキ ャ ンの実⾏
サンプルスキ ャ ンを実⾏する方法：

注：サン プル と移動相が脱気されている こ と を確認し て く だ さ い。

ヒ ン ト：ゼロ スキ ャ ン を実⾏し てか ら、 サ ン プルスキ ャ ン を実⾏し て く だ さ い。 フ ロ ーセル と溶
媒の条件を同じ にするために、 ゼ ロ スキ ャ ンの実⾏後 15 分以内にサン プルスキ ャ ン を実⾏し て
く だ さ い。

1. ゼロ（レ フ ァ レ ン ス）スキ ャ ン を設定し て実⾏し ます（101 ページを参照）。

2. 1 番目の［New scan］画⾯に戻り、［1 Sample Scan］を押し ます。
結果：ゼロ スキ ャ ン時に⼊⼒し た波⻑範囲、 EUFS、 ペース、 および固定モ ノ ク ロ メ ー タ ー
の波⻑（チ ッ ク マー ク）のパ ラ メ ー タ ーが表⽰されます。

3. Next を押し て、 2 番目のサン プルスキ ャ ン画⾯に移動し ます。
ヒ ン ト：必要に応じ て、［Mark］フ ィ ール ド の⼊⼒を変更でき ます。

4. Run/Stop を押し て、 サ ン プルスキ ャ ン を実⾏し ます。
結果：「Initializing」 の メ ッ セージが表⽰され、 スキ ャ ン画⾯に スキ ャ ン の進⾏状況がナ
ノ メ ー ト ル単位で表⽰されます。 進⾏状況バーに、 蛍光度がエ ミ ッ シ ョ ン単位ま たはエネ
ルギー単位 (EU) で表⽰されます。

図 3–37: サンプルスキ ャ ンの進⾏状況バー

ヒ ン ト：サン プルスキ ャ ンの前にゼロ スキ ャ ン を実⾏した場合、進⾏中のサン プルスキ ャ ン
か らゼロ スキ ャ ンが減算されている こ と が⽰されます。
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図 3–38: ゼロスキ ャ ンの減算を示す進⾏状況バー

スキ ャ ン完了後、 検出器にサン プルスキ ャ ンのグ ラ フ が表⽰されます。

図 3–39: アン トラセンのサンプルスキ ャ ンのグラ フ

5. Next を押し て、指定範囲内でスキ ャ ン された ピー ク の う ち、高いほ う か ら最大 3 つの ピー
ク のパ ラ メ ー タ ーを表⽰し ます。

図 3–40: アン トラセンのサンプルスキ ャ ンの最大ピーク  3 つ

6. Next を押し てグ ラ フ に戻り ます。

7. Scale（Shift、 TRACE）を押し て、 スケールを変更し、 スペ ク ト ルの⼀部（アーチ フ ァ ク
ト）を拡大表⽰し ます。
ヒ ン ト：スペ ク トルのスケールは EUFS 設定の影響を受けます。 以下の 4 つのスケー リ ン
グパ ラ メ ー タ ーを変更でき ます。
• 1 – 表⽰する最小波⻑。
• 2 – 表⽰する最大波⻑。
• EU1 – 表⽰する最小蛍光。 (デ フ ォ ル トは自動)。
• EU2 – 表⽰する最大蛍光。 (デ フ ォ ル トは自動)。
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8. Next を押し て、 4 つのス ケー リ ン グパ ラ メ ー タ ーを移動し ます。
注：下図に、 波⻑パラ メー ターを  225 〜 420 nm にスケー リ ン グ し た、 図 「ア ン ト ラ セン
のスキ ャ ン（100 nm/分と  1000 nm/分の比較）」（97 ページ）のサン プルを⽰し ます。

図 3–41: 2 を 420 nm に変更したアン ト ラセンのスキ ャ ン

9. スケー リ ン グパ ラ メ ー タ ー 1 つ以上を変更し た ら、 Enter を押し てグ ラ フ を再フ ォ ーマ ッ
ト し ます。

10. Next を押し て、 ス ケー リ ン グ後のスキ ャ ンの最大ピー ク のプ ロパテ ィ を表⽰し ます。

図 3–42: スケーリ ング後のアン トラセンのスキ ャ ンの最大ピーク

11. Next を押し て、 サン プルスキ ャ ン表⽰に戻り ます。
ヒ ン ト：ソ フ ト ウ ェ アのスケー リ ン グ機能の使い方を⽰すために、 図 「ア ン ト ラ センのス
キ ャ ン（100 nm/分と  1000 nm/分の比較）」（97 ページ）に、 アセ ト ニ ト リ ルに溶解し
た ア ン ト ラ センの⼀連のスキ ャ ン を⽰し ます。 ゼ ロ スキ ャ ンは表⽰されていません。
ス ケー リ ン グパ ラ メ ー タ ー EU1 と  EU2 のデ フ ォ ル ト値は auto（自動）です。 スペ ク ト
ルの蛍光を基に し て  EU パ ラ メ ー タ ーを変更でき ます。デ フ ォ ル ト値の Auto に戻すには、
CE を押し ます。

12. サン プルスキ ャ ンのグ ラ フ画⾯の操作を完了し た ら、 SCAN（Shift、 Chart Mark）を押し
ます。
結果：スキ ャ ン リ ス ト が表⽰されます。
ヒ ン ト：スキ ャ ンの保存方法については、 106 ページを参照し て く だ さ い。
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図 3–43: アセト ニト リル中のアン トラセンの 3 つのスキ ャ ン

3.6.7 スタテ ィ ッ ク フ ローセル使用時のスキ ャ ン
スタテ ィ ッ ク フ ローセルを使用してスキ ャ ンする方法：
1. シ リ ンジを使⽤し て フ ロ ーセルに、サン プルが溶解し ている移動相または溶媒を満た し、圧

⼒を  145 psi 未満に維持し て、 フ ロ ーセルに過度の圧⼒がかか らないよ う に し ます。

2. ゼロ スキ ャ ン を実⾏し ます（101 ページを参照）。

3. シ リ ンジを使⽤し て、 分析対象物を フ ロ ーセルに⼊れます。
4. フ ロ ーセルに過度の圧⼒がかか らないよ う に圧⼒を  145 psi 未満に維持し て、 サン プルス

キ ャ ン を実⾏し ます。
5. 保存、 確認、 減算、 再生の機能を使⽤し て、 スキ ャ ン し たデー タ を比較し ます。 

サン プル蛍光スキ ャ ン  
350 〜 460nm
励起波⻑：249 nm
ア ン ト ラ セン

サン プル蛍光スキ ャ ンの拡大
350 〜 440 nm
20 〜 35 EU
励起波⻑：249 nm
ア ン ト ラ セン
2 は 440 nm に変更

サン プル蛍光スキ ャ ンの拡大
360 〜 420 nm
励起波⻑：249 nm
ア ン ト ラ セン
1 は 360 nm に変更
2 は 420 nm に変更
EU1 および EU2 は自動
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3.7 結果の管理

ス タ ン ド ア ローン モードで、 スペ ク トルの分析後に、 確認、 減算、 または再表⽰をするためにスペ
ク トルを保存できます。 最大 5 つのスペ ク トルを保存でき ます（106 ページを参照）。 スキ ャ ン リ
ス ト か ら［Review］機能を選択し て、 5 つの保存ス ロ ッ ト のいずれかか ら スペ ク ト ルを呼び出す
こ と ができ ます（107 ページを参照）。 複数のスペ ク ト ルを保存し ている場合には、 差スペ ク ト
ルを作成する こ と ができ ます（107 ページを参照）。

ヒ ン ト：差スペ ク ト ルは、 現在のスペ ク ト ルか ら、 保存番号を⼊⼒し て読み込んだ保存スペ ク ト
ルを差し引いて作成されます。

スキ ャ ン リ ス ト の リ アル タ イ ム再生機能を使⽤し て、 現在のスペ ク ト ルま たは保存スペ ク ト ルを
リ アル タ イ ムで再生でき ます。 検出器では、 検出器のデ ィ ス プ レ イ と、 アナ ロ グ検出器出⼒ 1 を
経由し たチ ャ ー ト シス テムま たはデー タ収集シス テムの両方で、 選択し たスペ ク ト ルが リ アル タ
イ ムで再生されます。再生⽤にスペ ク ト ルを読み込む と、検出器によ っ て グ ラ フ で表⽰されます。

3.7.1 スペクトルの保存
スペクトルを保存する方法：
1. サン プルスキ ャ ンのグ ラ フ画⾯か ら、 SCAN（Shift、 Chart Mark）を押し ます。

2. ［2 Store last scan］を押し ます。
ヒ ン ト：［Store last scan］を選択する と、 ゼ ロ スキ ャ ン と サ ン プルスキ ャ ンが 1 組で保
存されます。

図 3–44: スロ ッ ト番号ボ ッ クス

3. ス ロ ッ ト番号ボ ッ ク ス に、 1 〜 5 の値を指定し ます。

4. Enter を押し て、 最後のサン プルスキ ャ ン をゼロ スキ ャ ン と ペアで保存し ます。

3.7.2 保存されているスペクトルの情報の表示
保存されているスペクトルの情報を表示する方法：

1. SCAN（Shift、 Chart Mark）を押し ます。

2. ［3 Get scan info］を押し ます。
結果：ス ロ ッ ト番号ボ ッ ク スが表⽰されます。 デ フ ォ ル トは［Last］(直前に保存し たスペ
ク ト ル)です。
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3. Enter を押し て、 最後に保存し たスペ ク ト ルの情報を表⽰し ます。
代替手段：情報を取得する保存スペ ク ト ルの番号 (1 〜 5) を押し て、 Enter を押し ます。
以下の情報を含む画⾯が表⽰されます。
• 保存ス ロ ッ ト番号 – 選択したスキ ャ ンの保存ス ロ ッ ト番号（または 「最後のスキ ャ ン」）

が表⽰されます
• スキ ャ ンの種類 – 選択し た実⾏済みスキ ャ ンの種類が表⽰されます
•  の範囲 – 選択されたスペ ク ト ルの波⻑範囲が表⽰されます
•  その他 – 固定モ ノ ク ロ メ ー タ ーの波⻑設定が表⽰されます
• ペース  – 選択されたスペ ク ト ルのペースが表⽰されます
• ゲ イ ン  – PMT のゲ イ ン設定が表⽰されます（サン プルの濃度が低い と きは、 ゲ イ ン

値を増加する必要がある場合があ り ます）
4. Enter を押し て、 スキ ャ ン リ ス ト に戻り ます。

3.7.3 保存されているスペクトルの確認
保存されているスペクトルを確認する方法：

1. SCAN（Shift、 Chart Mark）を押し ます。

2. ［4 Review］を押し ます。
ヒ ン ト：［Review］を選択する と、 ゼ ロ スキ ャ ン と サ ン プルスキ ャ ンの両方が呼び出され
ます。

3. 確認するスペ ク ト ルの保存ス ロ ッ ト番号 (1 〜 5) を指定し て、 Enter を押し ます。
ヒ ン ト：「Retrieving spectrum n」 の メ ッ セージが表⽰され、 次に保存スペ ク ト ルが表
⽰されます。 保存スペ ク ト ルのグ ラ フ が表⽰でき、 必要に応じ て波⻑と  EU の範囲を調節
でき ます。 ま た、 呼び出し たゼ ロ スキ ャ ン を基に新し いサン プルスキ ャ ン を実⾏する こ と
もでき ます。

3.7.4 差スペクトルの作成（スペクトルの減算）
差スペクトルを作成する方法：

1. SCAN（Shift、 Chart Mark）を押し ます。

2. ［5 Subtract & Review］を押し ます。
ヒ ン ト：1 つのスペ ク ト ルか ら も う⼀方のスペ ク ト ルを差し引 く には、 両スペ ク ト ルの開
始波⻑と終了波⻑（1 および 2）、 およびペースが同⼀でなければな り ません。

3. 現在のスペ ク ト ル（ま たは取得し たスペ ク ト ル）か ら差し引 く スペ ク ト ルの保存ス ロ ッ ト
番号 (1 〜 5) を⼊⼒し ます。
ヒ ン ト：メ ッ セージ 「Subtracting spectrum n」 が表⽰されます。 検出器で確認を⾏っ
て現在のスペ ク ト ルか ら指定された スペ ク ト ル を差し引 く と、 差スペ ク ト ルが表⽰されま
す。 5 つの保存ス ロ ッ ト の う ちの 1 つに その結果を保存でき ます。
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3.7.5 スペクトルの再生
スペクトルを再生するには：
1. SCAN（Shift、 Chart Mark）を押し ます。

2. ［6 Real-time replay］を押し ます。

3. 再生するスペ ク ト ルの保存ス ロ ッ ト番号 (1 〜 5) を指定し て、 Enter を押し ます。
初期設定：最後に取り込んだスペ ク ト ル
結果：選択し たスペ ク ト ルを読み込んだ後、 検出器はアナ ロ グ接続された機器にスペ ク ト
ルを再生し、 その後スペ ク ト ルのグ ラ フ が表⽰されます。

3.8 ランプ寿命を⻑持ちさせる

検出器をシ ャ ッ ト ダ ウ ンせずに ラ ン プ寿命を⻑持ち さ せる には、 装置を オ ン の状態に し た ま ま、
以下の方法でキセ ノ ン ラ ン プ を オ フ に し ます。

• 手動
• タ イ ム イ ベン ト のプ ロ グ ラ ミ ン グ
• 外部接点リ レーの使⽤

検出器を リ モー ト コ ン ト ロ ールで動作し ている場合には、 検出器の前⾯パネルか ら ではな く 、 制
御装置のプ ロ グ ラ ミ ン グで ラ ン プ を オ フ にする こ と ができ ます。

ヒ ン ト：ラ ン プ を  4 時間以上消灯し てお く 場合のみ、 ラ ン プ を オ フ にすべきです。

ラ ン プ を手動でオ ン/オ フ する には、 Lamp キーを使⽤し ます。 ラ ン プがオ フ になる と、 ホーム画
⾯に 「Lamp off」 の メ ッ セージが表⽰され、 ラ ン プ ア イ コ ン に  X 印が付加されます。

Lamp（Shift、 1）キーを押す と、 ラ ン プ が手動で消灯ま たは点灯し、 ラ ン プ の使⽤統計が表⽰
されます。

3.8.1 ランプの手動消灯
ランプを手動で消灯する方法：
1. Lamp（Shift、 1）を押し ます。

結果：［Lamp Control］画⾯が表⽰されます。

図 3–45: ［Lamp Control］画面
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2. 再度 Lamp（Shift、 1）を押し て、 ラ ン プ を点灯し ます。
結果：ホーム画⾯の ラ ン プ表⽰ア イ コ ン に  X 印が付き、 「Lamp off」 の メ ッ セージが表⽰
されます。

図 3–46: ランプオ フからオンへのシーケンス

3.8.2 ランプの手動点灯
ランプを手動で点灯する方法：
1. Lamp（Shift、 1）を押し ます。

結果：［Lamp Control］画⾯が表⽰され、［Lamp has been on］フ ィ ール ド が 0 時間
00 分にな り ます。

2. 再度 Lamp（Shift、 1）を押し て、 ラ ン プ を点灯し ます。
ヒ ン ト：ラ ン プが点灯する と ホーム画⾯の ラ ン プ ア イ コ ンの X 印が消えます。

ラ ン プ オ フ表⽰

ラ ン プ オ ン表⽰
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3.8.3 ランプ動作を設定するタイムイベン トメソ ッ ドの使用
夜間な ど には タ イ ム イ ベン ト メ ソ ッ ド を使⽤し てオ ン/オ フ を⾏う と、 ラ ン プの寿命が⻑持ち し ま
す。 ラ ン プ を設定するには、 メ ソ ッ ド リ ス ト か ら タ イ ム イ ベ ン ト を選択するか、 ま たは外部接点
リ レーを使⽤する よ う に設定し ます。 タ イ ム イ ベン ト を使⽤し た、 ラ ン プのオ ン/オ フ のプ ロ グ ラ
ミ ン グの詳細は、 89 ページの 「メ ソ ッ ド および イ ベン ト のプ ロ グ ラ ミ ン グ」 および 90 ページの
タ イ ト ル 「タ イ ム イ ベン ト のパ ラ メ ー タ ー」 の表を参照し て く だ さ い。 外部接点リ レーを使⽤し
た ラ ン プの設定の詳細は、75 ページの 「イ ベ ン ト⼊⼒と接点リ レーの設定」 を参照し て く だ さ い。

3.9 検出器のシ ャ ッ トダウン

検出器をシ ャ ッ ト ダ ウ ンする前に、流路に残っ ているバ ッ フ ァ ー移動相を除去する必要があ り ます。

検出器のシ ャ ッ トダウン方法：
1. 流路か らバ ッ フ ァ ー移動相を除去し、 100% HPLC グ レー ド の水と置換し て、 3 mL/分で

10 分間シス テムを フ ラ ッ シ ュ洗浄し ます。

2. 水の移動相を  90:10 の メ タ ノ ール /水の溶液に交換し て、 シ ス テムの フ ラ ッ シ ュ洗浄を
2 mL/分で 10 分間⾏います。

3. イ ンジ ェ ク タ ーのパージ と ポ ン プのプ ラ イ ムについては、 メ ー カ ーの推奨手順に従っ て く
だ さ い。

4. 検出器をシ ャ ッ ト ダ ウ ンするには、検出器前⾯の左上隅にあるオン/オ フ ス イ ッ チを押し ます。

注意：カ ラ ムの損傷を防ぐ ため、カ ラ ムを取り外し てか ら、以下の手順を実⾏し て く だ さ い。
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4 メンテナンス手順

4.1 Waters テクニカルサービスへの連絡

日本の お客様は、 製品の不備や そ の他の問題が発生し た場合、 日本ウ ォ ー タ ー ズ株式会社
(0120-800-299) までご連絡 く だ さ い。 それ以外のお客様は、Waters Corporation 本社（⽶国
マサチ ュ ーセ ッ ツ州、 Milford）または最寄り の ウ ォ ー タ ーズ支社に連絡し て く だ さ い。 Waters
の Web サ イ ト には、 世界中の Waters 所在地の電話番号と電子メ ールア ド レ スが記載されてい
ます。 www.waters.com に ア ク セ ス し、［About Waters］ >［Worldwide Offices］を ク リ ッ
ク し て く だ さ い。

Waters に連絡する際は、 以下の情報をお手元にご⽤意 く だ さ い。

• 症状の特徴
• 装置のシ リ アル番号
• 溶媒
• メ ソ ッ ドパ ラ メ ー タ ー（感度および波⻑）
• カ ラ ムの種類と シ リ アル番号
• サン プルの種類
• ク ロ マ ト グ ラ フ ィ ーデー タ ソ フ ト ウ ェ アのバージ ョ ンおよびシ リ アル番号

輸送中の損傷および ク レーム申請についての詳細は、 『Waters 使⽤許諾 ・保証 ・ サポー ト サー ビ
ス』 のマ ニ ュ アルを参照し て く だ さ い。

4.2 メンテナンス時の注意事項

4.2.1 安全性と取り扱い
検出器の メ ン テナ ン ス を⾏う と き には、 以下の警告および注意事項を遵守し て く だ さ い。

警告：事故防止の観点か ら、 溶媒の処理、 チ ュ ーブの交換、 およびシス テムの操作を⾏う
場合は、常に優良試験所基準 (GLP) を遵守し て く だ さ い。使⽤する溶剤の物理的および化
学的な性質を確認し て く だ さ い。 使⽤する溶媒については、 化学物質安全性デー タ シー ト
(MSDS) で確認し て く だ さ い。

警告：感電を防止する方法：
• 検出器カバーを開けないで く だ さ い。保護パネル内の コ ンポーネン ト をユーザーが保守
する こ と はでき ません。

• 装置の メ ン テナ ン ス を⾏う前に、 検出器の電源を切り、 プ ラ グ を抜いて く だ さ い。
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4.2.2 スペアパーツ
本書で指⽰された コ ンポーネン ト のパーツ だけを交換し ます。 Waters の Web サ イ ト の
［Service & Support］ページで［Waters Quality Parts® Locator］を参照し て く だ さ い。

4.3 定期メンテナンス

性能を維持するために、 2475 検出器には最小限の定期メ ン テナ ン スが必要です。

1. Alliance HPLC シス テムの溶媒リ ザーバーの フ ィ ル タ ーを定期的に交換し ます。

2. カ ラ ム寿命の延⻑、 圧⼒変動の抑制、 ベース ラ イ ン ノ イ ズの低減のため、 溶媒の フ ィ ル タ
リ ン グおよび脱気処理を⾏います。

3. ラ ン プ最適化ソ フ ト ウ ェ アルーチ ン を、 少な く と も週に  1 回実⾏し ます。
検出器の電源を切っ て  10 秒間待っ てか ら、 検出器の電源を⼊れます。 初期化ルーチ ンで
は、 エル ビ ウ ム フ ィ ル タ ーに よ っ て、 グ レーテ ィ ン グのキ ャ リ ブ レーシ ョ ン が検証されま
す。 365 nm の水銀ラ イ ンは 2 番目のキ ャ リ ブ レーシ ョ ンポ イ ン ト と し て機能し ます。 

4. 検出器をシ ャ ッ ト ダ ウ ンするたびに、 バ ッ フ ァ ー移動相を  HPLC グレー ドの水で フ ラ ッ シ ュ
洗浄し、 さ ら に  90/10 の メ タ ノ ール/水溶液で洗浄し ます。
ヒ ン ト：フ ラ ッ シ ュ洗浄によ り、 以下の問題の発生が防止されます。
• 溶媒ラ イ ンおよび フ ロ ーセルの詰ま り
• さ ま ざ まな部品の損傷
• 細菌の繁殖

注意：故障防止の観点か ら、 検出器の電源が⼊っ ている間は、 アセン ブ リ ーへの電⼒供給
を切らないで く だ さ い。検出器への電⼒供給を遮断するには、電源ス イ ッ チ を押し てか ら、
AC 電源か ら プ ラ グ を抜き ます。アセン ブ リ ーを取り外す場合は、電源切断後 10 秒以上待
機し て く だ さ い。

警告：不適切な溶媒を使⽤する と、 装置に重大な障害が発生し た り、 オペレー タ ーが負傷
し た り する場合があ り ます。 詳細については、 付録 C を参照し て く だ さ い。
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4.4 フ ローセルの点検、 ク リーニング、 交換

流量の実際の範囲は、 溶媒の粘度と フ ロ ーセルの背圧に影響されます。 通常は流量を上げる と圧
⼒も上が り ます。 ⼀般的に液体の粘度が高い と フ ロ ーセル内の圧⼒が上がるため、 流量を低 く す
る必要が生じ ます。 流量の許容範囲は、 それぞれの フ ロ ーセルが耐え られる圧⼒の限界によ っ て
決ま り ます。 検出器の フ ロ ーセルが破損しないよ う にするために、 フ ロ ーセルの全体圧⼒が最大
圧⼒の上限をけ っ し て超えないよ う に し て く だ さ い。

フ ロ ーセルが汚れている と、 ベース ラ イ ン に ノ イ ズが生じ る、 サ ン プルのエネルギーレベルが低
下する、 キ ャ リ ブ レーシ ョ ン が失敗する、 な ど の問題が起こ る こ と があ り ます。 こ のセ ク シ ョ ン
では、 以下の手順について説明し ます。

• フ ロ ーセルの フ ラ ッ シ ュ洗浄
• フ ロ ーセルの取り外し と ク リ ー ニ ン グ
• フ ロ ーセルの交換

4.4.1 フ ローセルのフ ラ ッ シ ュ洗浄および表面安定化処理
セルが汚れている疑いがある場合は、 フ ロ ーセルを フ ラ ッ シ ュ洗浄し ます。

フ ローセルを フ ラ ッ シ ュ洗浄および表面安定化処理する方法：
1. 移動相の送液を停止し ます。
2. カ ラ ムを外し ます。
3. 検出器のチ ュ ー ブ を イ ンジ ェ ク タ ーの ア ウ ト レ ッ ト（カ ラ ム を取り外し た位置）に取り付

けます。
4. 親和性のある溶媒と水（移動相と水が親和性がある場合）で検出器内の移動相を洗い流し

ます。
5. HPLC グ レー ド の水で検出器を洗浄し、 流路か ら汚染物を取り除き ます。

6. 6N 硝酸溶液または 30% の リ ン酸を フ ロ ーセルに送液し、内部流路を洗浄し て堆積し た酸
化物を除去（表⾯安定化処理）し ます。

警告：吸⼊を含む、 溶媒の人体への接触によ る有害な影響を防止するため、 溶媒を取り扱
う と きは、優良試験所基準 (GLP) を遵守し て く だ さ い。使⽤する溶媒について、化学物質
安全性デー タ シー ト  (MSDS) を参照し て く だ さ い。

注意：フ ロ ーセルの寿命を延ばすため、 および検出器を適切に初期化するため、 検出器の
電源を⼊れる前に、 十分に脱気し た溶離液を確実に送液し ます。

注意：フ ロ ーセルの不具合を防止するには：
• フ ロ ーセルを分解し た り改造し た り しないで く だ さ い。
• FLR 検出器の フ ロ ーセル内の圧⼒は、 1000 kPa (10 bar、 145 psi) を超えないよ う
に し ます。 流量を適切に調整し て く だ さ い。

• フ ロ ーセルの最大圧⼒定格を超える背圧がかかる可能性があるチ ュ ーブや機器を、接続
しないで く だ さ い。

注意：フ ロ ーセルの損傷を防止するため、 フ ロ ーセル内に酸が付着しないよ う に し
ます。
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7. フ ロ ーセルの pH が中性になる まで、 HPLC グ レー ド の水で フ ラ ッ シ ュ洗浄し ます。

8. カ ラ ムを取り付けます。
9. 移動相の送液を再開し ます。

要件：水と親和性のない移動相を使⽤し ている場合は、 最初に中間溶媒を送液し ます。

4.4.2 フ ローセルアセンブリーの取り外し
フローセルアセンブリーを取り外す方法：
1. 検出器をシ ャ ッ ト ダ ウ ン し ます。
2. フ ロ ーセルを フ ラ ッ シ ュ洗浄（113 ページを参照）し た後、 イ ン レ ッ ト およびア ウ ト レ ッ

ト か ら  LC チ ュ ーブ を外し てキ ャ ッ プ を取り付けます。

3. ド ア を開き ます。
4. 1/4 イ ンチのマ イナス ド ラ イバーを⽤いて、 フ ローセルアセン ブ リ ーの前⾯プレート にある

3 本の取り付けねじ を緩めます。

図 4–1: 前面プレートの取り付けねじの場所

取り付けねじ
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5. セルマ ス ク を破損しないよ う に、 セルの下側を上に傾けて、 アセ ン ブ リ ー をゆ っ く り と手
前に引き出し ます。
注：取り外し た後、 マ ス ク と保持リ ン グがセルの上部にある こ と を確認し ます。

図 4–2: 2475 検出器のフ ローセルアセンブリー

6. フ ロ ーセルアセン ブ リ ーを平ら で清潔な場所に置き ます。
7. フ ロ ーセルを⼀定の期間（週末な ど）使⽤しない場合は、 水/アセ ト ニ ト リ ル混合液な ど の

未使⽤の移動相で洗浄し ます。
推奨事項：移動相の有機溶媒混合比率は 10% 以上をお勧め し ます。

8. フ ロ ーセルを保管するには、 セル流路の出⼊り⼝に密栓を し ます。

4.4.3 フ ローセルの交換
検出器は、 分析⽤フ ローセル付きで出荷されます（図 「2475 検出器の フ ロ ーセルアセン ブ リ ー」
（115 ページ）のシス テム固有の フ ロ ーセル記号表⽰を参照）。 フ ロ ーセルが損傷し た場合は、 交
換し ます。

始める前に：
1. フ ロ ーセルに接続する前に、最低でも カ ラ ム容量の 10 倍の移動相で カ ラ ムを洗浄し ます。

例えば、 2.1 × 50 カ ラ ムの場合は 10 分間推奨流量で洗浄し ます。
関連項目：『Ultra Performance LC/MS および HPLC/MS シス テムにおける汚染の管理』。

2. 新しい フ ロ ーセルを開梱し て、 検品し ます。
3. 検出器をシ ャ ッ ト ダ ウ ン し ます。
4. ド ア を開き ます。
5. 検出器のア ウ ト レ ッ ト /イ ン レ ッ ト のチ ュ ーブの メ イ ン カ ラ ムか ら の接続を外し、 キ ャ ッ プ

を付けます。

OU
TLE
T IN

LET

分析⽤フ ローセル（HPLC 2475 FLR で標準
装備）

低分散分析⽤フ ローセル（ACQUITY Arc 
2475 FLR で標準装備）
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フ ローセルを交換するには：
1. 1/4 イ ンチのマ イナス ド ラ イバーを⽤いて、 フ ローセルアセン ブ リ ーの前⾯プレート にある

3 本の取り付けねじ を緩めます（図 「前⾯プ レー ト の取り付けねじの場所」（114 ページ）
を参照）。

2. アセン ブ リ ーをゆ っ く り と手前に引き出し ます。
3. 新しい フ ロ ーセルアセン ブ リ ーを検出器に挿⼊し ます。
4. 取り付けねじ を締めます。
5. フ ロ ーセルが正しい位置に固定された こ と を確認し ます。
6. イ ン レ ッ ト /ア ウ ト レ ッ ト のチ ュ ーブ を接続し ます。

7. 検出器を起動し ます。
8. 検出器のキ ャ リ ブ レーシ ョ ン（82 ページを参照）と ノ ーマ ラ イ ズ（83 ページを参照）を

実⾏し ます。

4.5 ランプの交換

こ のセ ク シ ョ ンでは、 キセ ノ ン ラ ン プの取り外しおよび交換の手順について説明し ます。

2475 検出器の光源ラ ン プは、 購⼊日か ら  2000 時間または 1 年間（ど ち ら か短い方）、 正し く
点灯し、 起動時の診断テス ト にも合格する こ と が保証されています。

ヒ ン ト：ラ ン プ を交換するたびに、 必ず 82 ページの手動波⻑キ ャ リ ブ レーシ ョ ン手順を実⾏し
ます。

4.5.1 ランプの交換時期
下記のいずれかに該当する場合は、 ラ ン プの交換が必要です。

• 起動時に点灯しない場合。
• ラ ン プのエネルギーレベルが原因で感度が低下し て、 使⽤し ている  LC ア プ リ ケーシ ョ ン

に対し てベース ラ イ ンの ノ イ ズが過大にな っ た場合。

性能の要件と許容範囲はア プ リ ケーシ ョ ン に よ っ て異な り ます。 特定のア プ リ ケーシ ョ ン に対し
て適切なシグナル対ノ イ ズ比（S/N 比）が得られな く な っ た場合は、 ラ ン プ を交換し て く だ さ い。

警告：傷害を防止するため、 ラ ン プの交換時には、 常に防護メ ガネを使⽤し て く だ さ い。
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4.5.2 ランプの取り外し

ランプを取り外す方法：
1. 検出器の電源を切り、 背⾯パネルか ら電源ケーブルを外し ます。

2. 検出器の ド ア を開き ます。 

3. ラ ン プが冷える まで 60 分間以上待ち ます。

4. 小型のマ イ ナス ド ラ イバーで ラ ン プのア ク セス ド ア を開けます。

5. ラ ン プの電気接続を以下のよ う に切断し ます。
a. 上の コ ネ ク タ ーをゆ っ く り と、 ま っ す ぐ に引き出し ます。
b. 下の コ ネ ク タ ーは、 ロ ッ ク機構を指でつ まんでか ら引き出し ます。

6. ラ ン プハ ウジン グにある  2 本の取り付けねじ を緩めます。

警告：ラ ン プ が作動中の ラ ン プ ハ ウジン グは、 非常に高温にな り ます。 火傷を防ぐ ため、
以下の指⽰に従っ て く だ さ い。
• ラ ン プ ド ア を開 く と ラ ン プが消えますが、冷却フ ァ ンは動作状態のま まにな り、冷却プ
ロセス を促進でき ます。

• ラ ン プ を取り外す際には、 60 分以上の冷却時間を設けて く だ さ い。
• ラ ン プ を取り扱う際は、 ラ ン プ をハ ウジン グか ら出さないで く だ さ い。

警告：紫外線が目に⼊らないよ う、 下記の注意事項を遵守し て下さ い。
• ラ ン プ を交換する際には、 検出器の電源を切っ て く だ さ い。
• 紫外線フ ィ ル タ ーの付いた防護メ ガネを着⽤し て く だ さ い。
• 装置の稼働中は、 ラ ン プ をハ ウジン グか ら出さないで く だ さ い。

警告：ラ ン プおよび ラ ン プハ ウジン グは、 高温になる可能性があ り ます。 火傷を防
ぐ ため、 検出器の電源を切っ てか ら  60 分待ち、 装置が冷えてか ら作業を⾏っ て く
だ さ い。

注意：コ ネ ク タ ーやケーブルの損傷を防止するため、 コ ネ ク タ ーを接続されている
ワ イ ヤーで掴まないで く だ さ い。

警告：
• 事故防止のため、 ラ ン プ を取り外す際には ラ ン プ を顔の方に向けないで く だ さ
い。

• ラ ン プガスは大気圧以下です。 ラ ン プ を廃棄する際は、 ガ ラ ス を割らないよ う注
意し て く だ さ い。 Waters は、 交換し た新しい ラ ン プの梱包材に古い ラ ン プ を⼊
れて ラ ン プ を廃棄する こ と を推奨し ます。
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7. ゆ っ く り と ラ ン プ を取り出し ます。

図 4–3: ランプアセンブリーの取り外し

4.5.3 新しいランプの取り付け

始める前に：
1. 新しい ラ ン プ を箱か ら取り出し ます。
2. 119 ページの手順に従っ て、 ラ ン プの コ ネ ク タ ーのワ イ ヤーに付いている ラ ベルに記載さ

れているシ リ アル番号を記録し ます。

警告：有害な紫外線か ら目を守る ために、 紫外光フ ィ ル タ ー付きの防護メ ガネを着⽤し、
稼働中はハウジン グか ら ラ ン プ を取り出さないで く だ さ い。

注意：ラ ン プの損傷を防止するため、 新しい ラ ン プのガ ラ ス球に触れないで く だ さ い。 ガ
ラ ス⾯に皮脂や汚れが付 く と、 検出器の動作に影響し ます。 ラ ン プ を清掃する必要がある
場合は、 レ ンズテ ィ ッ シ ュ を⽤いて、 エ タ ノ ールでガ ラ ス⾯を優し く 拭き取っ て く だ さ い。
研磨テ ィ ッ シ ュ は使わないで く だ さ い。 ま た、 強い⼒をかけないよ う に し て く だ さ い。

警告：感電を防止するため、 検出器の電源がオ フ にな っ ている こ と と、 電源コ ー ド
の接続が切られている こ と を確認し て く だ さ い。
2015 年 6 月 15 日、 715004756JA リ ビ ジ ョ ン  A
118 ページ



新しいランプを取り付けるには：
1. ラ ン プ カ ー ト リ ッ ジの位置を合わせて、 ハ ウジン グに差し込みます。

ヒ ン ト：その他の調整は必要あ り ません。
2. 慎重に ラ ン プ を奥まで押し込みます。
3. 2 個の取り付けねじ を締めます。

4. ラ ン プの電源コ ネ ク タ ーを接続し ます。
ヒ ン ト：下の コ ネ ク タ ーを所定の位置で固定し ます。

5. 装置のア ク セス ド ア を閉じ て固定し ます。
6. 検出器の ド ア を閉じ て く だ さ い。 

7. 電源コ ー ド を接続し、 検出器の電源を⼊れます。
8. 少な く と も  60 分間ラ ン プのウ ォ ームア ッ プ を⾏っ てか ら、 運転を再開し ます。

9. 新しい ラ ン プのシ リ アル番号を記録し ます（次のセ ク シ ョ ン を参照）。

4.5.4 新しいランプのシ リアル番号の記録
ヒ ント：コ ン ソールに新しい ラ ン プのシ リ アル番号を記録しない場合、 その前の ラ ン プの取り付
け日が検出器の メ モ リ ーに残っ ているため、 新しい ラ ン プの保証が無効にな り ます。

検出器のソ フ ト ウ ェ ア を使⽤し て、 ラ ン プの使⽤時間と点灯回数を モ ニ タ ーでき る よ う に、 新し
い ラ ン プのシ リ アル番号と取り付け日を記録し て保存でき ます。

新しいランプのシ リ アル番号を記録するには：
1. 装置を ウ ォ ームア ッ プ し た ら、 DIAG キーを押し ます。

2. ［4 Lamp、 display & keypad］を押し ます。

3. ［1 Change lamp］を押し ます。
ヒ ン ト：こ の手順では、 必ず ラ ン プのシ リ アル番号を⼊⼒し ます。 ⼊⼒するのは、 ラ ン プ
の品番ではあ り ません。

4. ア ク テ ィ ブな フ ィ ール ド に新しい ラ ン プのシ リ アル番号を⼊⼒し ます。
ヒ ン ト：こ の フ ィ ール ドは数値⼊⼒のみ可能です。

図 4–4: ［Change Lamp］画面

5. Enter を押し て、 シ リ アル番号を保存し、［Date installed］フ ィ ール ド に移動し ます。

6. リ ス ト か ら、 現在の月を選択し ます。
7. Enter キーを  2 回押し て月を更新し、［day］フ ィ ール ド に移動し ます。
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8. ラ ン プ を取り付けた日付を⼊⼒し た ら、 Enter キーを押し て、［year］フ ィ ール ド へ移動し
ます。

9. 年（⻄暦の最後の 2 桁のみ）を⼊⼒し て、 Enter を押し ます。

10. Home キーを押し ます。
結果：メ ッ セージ 「OK to store」 が表⽰されます。

図 4–5: ランプシ リ アル番号の 「OK to Store」 メ ッ セージ

11. 新しい ラ ン プのシ リ アル番号と取り付け日が正しい こ と を確認し た ら、Enter を押し ます。

12. 確認メ ッ セージが表⽰された ら、 Enter を押し ます。

13. 手動での波⻑キ ャ リ ブ レーシ ョ ン を実⾏し ます（82 ページを参照）。

14. ノ ーマ ラ イ ズ手順を実⾏し ます(83 ページを参照)。

4.6 ヒ ューズの交換

検出器には、 100 〜 240 Vac、 50 〜 60 Hz、 F 3.15 A、 250 V（高速ブ ロー）、 5 × 20 mm
(IEC) ヒ ュ ーズが 2 本必要です。

⼀般に、 下記のよ う な症状が現れた場合、 ヒ ュ ーズが切れているか不良です。

• 検出器の電源がオ ン にな らない
• デ ィ ス プ レ イ に何も表⽰されない
• フ ァ ンが動作しない

ヒ ューズを交換するには：

⽚方の ヒ ュ ーズのみで切断または不良が疑われる場合でも、 ヒ ュ ーズは両方ま と めて交換し て く
だ さ い。

1. 検出器の電源を オ フ に し て、 電源コ ー ド を電源⼊⼒モジ ュ ールか ら外し ます。
2. 検出器背⾯パネルの ヒ ュ ーズホルダース ロ ッ ト に小型のマ イナス ド ラ イバーを差し込みます。

警告：感電防止のため、 ヒ ュ ーズを点検する前に、 2475 検出器の電源を オ フ に し
て プ ラ グ を抜き ます。 火災防止の観点か ら、 交換する ヒ ュ ーズの種類と定格は、 交
換前と同じ ものを使⽤し て く だ さ い。
2015 年 6 月 15 日、 715004756JA リ ビ ジ ョ ン  A
120 ページ



3. ヒ ュ ーズホル ダ ーはス プ リ ン グで固定されているので、 最小限の⼒を加えて背⾯パネルか
ら ヒ ュ ーズホル ダーを取り外し ます。

図 4–6: 背面パネルのヒ ューズの取り外しおよび交換

4. 古い ヒ ュ ーズを外し て捨てます。
5. 新しい ヒ ュ ーズが規格に合っ たものである こ と を確認し ます。
6. 新しい ヒ ュ ーズを ヒ ュ ーズホル ダーに差し込みます。
7. ヒ ュ ーズホル ダ ーを差込⼝に挿⼊し、 検出器背⾯パネルの正しい位置に納ま る まで静かに

押し込みます。
8. 検出器を起動し ます。

4.7 装置外部のク リーニング

検出器の外部の ク リ ー ニ ン グ には、 水に浸し た柔ら かい布を⽤いて く だ さ い。

マ イ ナス ド
ラ イバー ヒ ュ ーズホル ダー
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5 エラーメ ッ セージ、 診断テスト、
ト ラブルシ ューテ ィ ング

シス テムの問題を解決するために、 検出器に よ っ て、 ユーザー診断およびサー ビ ス診断の
両方を⾏う こ と ができ ます。
サー ビ ス診断機能は、 Waters のサー ビ ス担当者だけが使⽤でき ます。
• エ ラ ー メ ッ セージ – 起動、 キ ャ リ ブ レーシ ョ ン、 その他のエ ラ ーについて、 メ ッ セー

ジが表⽰されます。 推奨する対処方法についても説明し ます。
• 診断テス ト  – ト ラ ブルシ ュ ーテ ィ ングおよび検出器の設定を⾏う ためのユーザー診断テ

ス ト について説明し ます。

5.1 起動時のエラーメ ッ セージ

診断テ ス ト に よ り、 検出器の電気系が正し く 動作し ているか ど う かが確認されます。 内部診断テ
ス ト が 1 つ以上の不合格結果を返す と、 検出器はビ ープ音を鳴ら し、 エ ラ ー メ ッ セージを表⽰し
ます。 深刻なエ ラ ーの場合、 ホーム画⾯に分析時間の代わ り に<Error>が表⽰されます。

ヒ ン ト：起動時のエ ラーを防ぐ ため、 フ ローセルに脱気された透明な溶媒（メ タ ノ ールまたは水）
が 1 ml/分で流れている こ と、 および左前⾯パネル カバーが正し く 取り付け られている こ と を確
認し ます。

関連項目：警告メ ッ セージのオ ン ラ イ ンヘルプの ト ピ ッ ク。

5.2 運転時のエラーメ ッ セージ

初期化時、 キ ャ リ ブ レーシ ョ ン時、 および運転時に、 ホーム画⾯に  <Error> が表⽰される こ と
があ り ます。 こ の種のエ ラ ーは通常重大で、 検出器が操作できな く な り、 蛍光出⼒が停止し、 画
⾯が停止状態にな り ます。 多 く の場合、 電源を再投⼊（シ ャ ッ ト ダ ウ ン後 10 秒待っ てか ら再起
動）する こ と で、 エ ラ ーを解消でき ます。 それでも問題が解決しない場合は、 Waters テ ク ニ カ
ルサー ビ スにお問い合わせいただ く 必要があ り ます（111 ページを参照）。

図 5–1: 重大なエラーが生じた場合のホーム画面

重大なエ ラ ー
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重大なエ ラ ーが発生し た場合：

1. フ ロ ーセルが清潔である こ と を確認し ます。
2. ラ ン プのア ク セス ド アが し っ か り と閉ま っ ている こ と を確認し ます。
3. 検出器の電源を、 ⼀旦切っ て⼊れ直し ます。
4. それでも重大なエ ラーが解消されない場合は、 Waters テ ク ニ カルサービ スにお問い合わせ

く だ さ い（111 ページを参照）。

5.3 ユーザー選択による診断テストおよび設定

ヒント：検出器には、ユーザが選択できる診断テス ト と サー ビ ス担当者が実施する診断テス トがあ
り ます。 サービ ス診断テス トは、 資格のある  Waters のサービ ス担当者しかア クセスでき ません。

5.3.1 診断テスト と設定の概要
検出器の ト ラ ブルシ ュ ーテ ィ ン グ を⾏い、 検出器の電気系と光学系が適切に動作し ている こ と を
確認するために、 い く つかの診断テス ト と設定にア ク セスでき ます。

5.3.1.1 テストの実⾏と設定の変更

テストを実⾏する方法と設定を変更する方法：
1. キーパ ッ ド で、 DIAG を押し ます。

結果：診断リ ス ト が表⽰されます。

図 5–2: テスト と設定のリ スト

2.  ま たは  を使⽤し て、 実⾏する テ ス ト、 ま たは変更する設定を選択し、 Enter を押し
ます。
代替手段：1 〜 8 の数字を押し ます。
ヒ ン ト：その他の選択肢がある項目には >> マー ク が付いています（125 ページの タ イ
ト ル 「2475 検出器の診断テス ト と設定」 の表を参照）。
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5.3.1.2 Sticky 診断の設定
Sticky 診断の設定は、 無効に しない限り有効です。 Sticky 診断テ ス ト が ア ク テ ィ ブ にな っ てい
る場合、ホーム画⾯にスパナのア イ コ ンが表⽰されます。ア ク テ ィ ブなテ ス ト がない場合は、ホー
ム画⾯にスパナのア イ コ ンは表⽰されません。

図 5–3: Sticky 診断の設定がアクテ ィブなこ と を示すホーム画面

• 特定の Sticky 診断の設定を無効にするには、 デ フ ォ ル ト設定に リ セ ッ ト し ます。
• すべてのア ク テ ィ ブな Sticky 診断を無効にするには、 DIAG を押し、 次に［4 Reset 

diagnostics］を押し ます。
• 検出器をシ ャ ッ ト ダ ウ ンする と、 すべての Sticky 診断の設定が無効にな り ます。

以下の Sticky 診断の設定を選択でき ます。

• ゲ イ ンの自動最適化
• EU の固定（蛍光⼊⼒の固定（設定））
• 電圧の固定（電圧出⼒の固定（設定））
• テ ス ト ピー ク の生成
• 光学フ ィ ル タ の無効化

ヒ ン ト：Sticky 診断機能を終了し ても  Sticky 診断の設定は有効で、結果に影響する こ と があ り
ます。電圧出⼒または蛍光⼊⼒の変更内容を消去するか、手動で光学フ ィ ル タ ーを変更するには、
テ ス ト リ ス ト か ら［4 Reset diagnostics］を選択するか、 検出器をシ ャ ッ ト ダ ウ ン し ます。

下表に、 番号別に、 診断テス ト と設定、 および簡単な説明を⽰し ます。

表 5–1: 2475 検出器の診断テスト と設定

診断テスト 説明
1 Normalize Units
（単位の ノ ーマ ラ イ ズ）

標準的で清浄な水を基準に し て、 検出器のエ ミ ッ シ ョ ン単位
を  100 EU に ノ ーマ ラ イ ズ し ます。

2 Raman S/N Test
（ラ マ ン  S/N テ ス ト）

水を使⽤し て  15 分間シグナル対ノ イ ズ比（S/N 比）テス ト
を実⾏し ます。

3 Auto-Optimize Gain
（ゲイ ンの自動最適化） 

試⾏のサン プル注⼊に基づいて、 メ ソ ッ ド の推奨ゲイ ン設定
の表を表⽰し ます。

4 Reset diagnostics
（診断を リ セ ッ ト）

すべての診断テス ト を既定に リ セ ッ ト し ます。 Sticky 診断
が無効にな り、 スパナア イ コ ンの表⽰が消えます。

5 Sample & ref energy
（サン プルおよびレ フ ァ レ ン
ス エネルギー）

チ ャ ンネル A ま たは B のサン プルおよびレ フ ァ レ ン ス エネ
ルギーを表⽰でき ます（ナ ノ ア ンペアで表⽰）。

スパナア イ コ ン
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5.3.1.3 単位ノーマライズの設定
19 ページ と  83 ページを参照し て く だ さ い。

5.3.1.4 ゲインの自動最適化テスト
29 ページ と  86 ページを参照し て く だ さ い。

6 Input & output >>
（⼊⼒および出⼒ >>）

4 個の接点リ レー⼊⼒および 2 個のス イ ッ チ出⼒を制御する
以下の診断テス ト を表⽰し ます。
1 Auto-zero offsets（オー トゼロ オ フ セ ッ ト）

2 Fix EU（固定 EU） 

3 Fix voltage（固定電圧） 
4 Contact closures & events（接点リ レーおよびイベン ト）
5 Previous choices <<（前の選択肢 <<） 

7 Lamp, display & keypad >>
（ ラ ン プ、 デ ィ ス プ レ イ、
キーパ ッ ド  >>）

ラ ン プ、 デ ィ ス プ レ イ、 およびキーパ ッ ド の機能の診断テス
ト を表⽰し ます。
1 Change lamp（ラ ン プの交換）
2 Test keypad（キーパ ッ ド のテ ス ト）
3 Test display（デ ィ ス プ レ イ のテ ス ト）
4 Previous choices <<（前の選択肢 <<）

8 Other diagnostics >>
（ その他の診断 >>） 

テ ス ト ピー ク を生成し て波⻑正確度を確認する こ と や、 デ
フ ォ ル ト の フ ィ ル タ ー設定を無効にする こ と ができ る テ ス ト
です。
1 Generate test peaks（テス ト ピー ク の生成） 
2 Optical filter override（光学フ ィ ル タ ーオーバー ラ イ ド） 

3 Previous choices <<（前の選択肢 <<）
9 Service（サー ビ ス） Waters のサー ビ ス担当者が実施する診断テス ト です。

表 5–1: 2475 検出器の診断テスト と設定（続き）

診断テスト 説明
2015 年 6 月 15 日、 715004756JA リ ビ ジ ョ ン  A
126 ページ



5.3.2 サンプルエネルギーおよびレ フ ァ レ ンスエネルギーの診断テスト
サン プルエネルギーおよびレ フ ァ レ ン ス エネルギーのテ ス ト を実⾏し て、 ア ナ ロ グチ ャ ンネルの
出⼒を プ ロ ッ ト し、 ノ イズの変動を調べる こ と や、 EU タ イム ト レース（経時記録）と比較する こ
と ができ ます。 現在のサン プルエネルギーおよびレ フ ァ レ ン ス エネルギーの読み取り値は、 1 〜
10,000 のエネルギー単位で表⽰されます。

図 5–4: サンプルエネルギーおよびレ フ ァ レ ンスエネルギーのテスト

サンプルエネルギーおよびレ フ ァ レ ンスエネルギーのテストを実⾏する方法：
1. DIAG を押し て、［5 Sample & ref energy］を押し ます。

2. 新しい波⻑を指定し て、 Enter を押し ます。
結果：新しい波⻑が左へシ フ トする と、 対応するサン プルおよびレ フ ァ レ ン ス エネルギー
が表⽰されます。

3. マルチチ ャ ンネルモー ド で検出器を使⽤し ている場合に、 別の波⻑のサン プルエネルギー
およびレ フ ァ レ ン ス エネルギーを表⽰するには、 A/B キーを押し ます。

5.3.3 ラマンのシグナル対ノイズ比（S/N 比）診断テスト
ラ マ ン シグナル対ノ イ ズ比（S/N 比）テ ス トは、 検出器の S/N 比の性能を評価し ます。 テ ス ト
を実⾏する前に、 ノ ーマ ラ イ ズを実⾏し て く だ さ い（83 ページを参照）。 S/N 比テス ト を開始す
る と、検出器では励起波⻑が 350 nm に、蛍光波⻑およびゲ イ ンが ノ ーマ ラ イ ズで保存された値
に設定されます。

こ のテ ス ト では、 脱気し た清浄な水が フ ロ ーセルを流れている必要があ り ます。

ラマンシグナル対ノ イズ比（S/N 比）診断テストを実⾏する方法：
1. DIAG を押し てか ら、［2 Raman S/N Test］を押し ます。

2. Enter を押し て、 脱気された清浄な水が存在する こ と を確認し ます。

3. 検出器が結果を表⽰する まで 15 分間待機し ます。

図 5–5: ラマン  S/N 比テストの画面
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5.3.4 入出⼒診断テスト と設定
⼊出⼒テス ト と設定は以下の目的で使⽤し ます。

• オー トゼ ロ オ フ セ ッ ト の表⽰と リ セ ッ ト
• EU 固定
• 1 V 出⼒での電圧の固定
• 接点リ レーのモ ニ タ ー と イ ベ ン ト ス イ ッ チの切り替え
• テ ス ト ピー ク の生成
• 光学フ ィ ル タ ーのオーバー ラ イ ド

いずれかの⼊出⼒テス ト を実⾏するか設定を変更するには、［6 Input & output］を選択し ます。
4 つの診断テス ト と設定の リ ス ト が表⽰されます。

図 5–6: 入出⼒診断テスト と設定

5.3.4.1 オートゼロオ フ セ ッ トの表示

オートゼロオ フ セ ッ トを表示する方法：
1. ⼊出⼒リ ス ト か ら、［1 Auto zero offset］を選択し ます。

図 5–7: ［Auto zero offset］画面

2. 両方のチ ャ ンネルのオ フ セ ッ ト を  0 にする場合は、 Cancel（Shift、 0）を押し ます。
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5.3.4.2 固定 EU 値の設定
こ の機能は、 現在の EUFS 設定に基づいて、 アナ ロ グ出⼒チ ャ ンネルの電圧を設定し ます。

固定 EU 値を設定する方法：

⼊出⼒リ ス ト か ら、［2 Fix EU］を押し て、 チ ャ ンネル A ま たはチ ャ ンネル B の固定蛍光度値を
設定し ます。 可能な範囲は -100.0 AU 〜 1000 AU です。 感度を  EUFS 単位で指定する こ と
もでき ます。 使⽤でき る範囲は、  〜 0,000 EUFS です。

図 5–8: ［Fix EU］画面

5.3.4.3 固定出⼒電圧の設定
こ の機能は、 選択し た アナ ロ グチ ャ ンネル（A ま たは B）に電圧を印加し ます。

固定電圧出⼒を設定する方法：

⼊出⼒選択リ ス ト か ら［3 Fix voltage］を選択し て、 アナ ロ グ出⼒の電圧を設定し ます。 両方の
出⼒チ ャ ンネルの電圧を  -0.10 V 〜 1.10 V の範囲で設定でき ます。

図 5–9: ［Fix voltage］画面
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5.3.4.4 接点リ レーのモニターとスイ ッ チの設定

接点リ レーのモニターと スイ ッ チの設定を⾏うには：
1. ⼊出⼒リ ス トか ら［4 Contact closures & events］を選択して、 4 つの接点リ レー⼊⼒の

モ ニ タ ー と  2 つのス イ ッ チ出⼒の コ ン ト ロ ールを⾏います。

図 5–10: ［Contact closures & events］画面

ヒ ン ト：接点リ レー⼊⼒の状態を リ アル タ イムでモ ニ タ ーでき ます。⿊丸は、接点リ レーが
閉じている こ と（ON = High）を⽰し ます。 白丸は、 接点リ レーが開いている こ と（OFF =
Low）を⽰し ます。

2. 出⼒（SW1 および SW2）の場合：

a. Enter を押し て、 ア ク テ ィ ブ ス イ ッ チ を表⽰し ます（点線で囲まれています）。

b. いずれかの数字キーを押し て、 ス イ ッ チの状態を切り替え ます（オ ンか ら オ フ へ、 ま
たはオ フ か ら オ ンへ）。

c. Enter を押し て、 2 番目のス イ ッ チ を選択し ます。

5.3.5 ランプの交換機能
ラ ン プ の交換時には常に こ の機能を実⾏し て、 新し いシ リ ア ル番号と取り付け日を⼊⼒し ます。
ラ ン プの交換手順の詳細については、 118 ページおよび 119 ページを参照し て く だ さ い。

ヒ ン ト：118 ページ と  119 ページの手順に従っ て新しい ラ ン プのシ リ アル番号を記録しない場
合、 交換前の ラ ン プの取り付け日が検出器の メ モ リ ー内に残っ た ま ま にな り、 新し い ラ ン プの保
証が無効にな り ます。

注意：検出器の損傷を避けるため、 ラ ン プ を交換する前に電源を遮断し ます。
2015 年 6 月 15 日、 715004756JA リ ビ ジ ョ ン  A
130 ページ



シ リ アル番号と⽇付を入⼒する方法：
1. DIAG を押し、 次に［7 Lamp, display & keypad >>］を押し ます。

2. ［1 Change lamp］を押し ます。

図 5–11: ［Change Lamp］画面

3. ［Change Lamp］画⾯で、 シ リ アル番号を指定し て  Enter を押し ます。
ヒ ン ト：ラ ン プの品番ではな く 、 シ リ アル番号を⼊⼒し て く だ さ い。

4. 新しい ラ ン プの取り付け日を指定し て、 Enter を押し ます。

5.3.6 キーパッ ドのテスト
キーパッ ドをテストする方法：
1. DIAG を押し、 次に［7 Lamp, display & keypad >>］を押し ます。

2. ［2 Test keypad］を押し ます。

図 5–12: キーパ ッ ドのテスト

3. いずれかのキーを押し てテ ス ト を開始し、 次にすべてのキーを  1 つずつ押し ます。
ヒ ン ト：キーパ ッ ド が正し く 機能し ていれば、 キーの位置が⿊ く反転し、 次のキーを押す
と表⽰が元に戻り ます。 押し て も反応しないキーがある場合は、 Waters のサー ビ ス担当
者にお問い合わせ く だ さ い。

4. Enter を  2 回押し て、 キーパ ッ ド テ ス ト を終了し ます。

5.3.7 デ ィ スプレイのテスト
ディ スプレイをテストする方法：
1. DIAG を押し、 次に［7 Lamp, display & keypad >>］を押し ます。

2. ［3 Test display］を押し ます。
結果：デ ィ ス プ レ イ が上か ら下へ、 そ し て右か ら左に反転し て⿊ く表⽰されます。 その後、
［Lamp, display & keypad］リ ス ト に戻り ます。 水平方向、 垂直方向のいずれか 1 つで
もすべて反転しなか っ た場合は、 Waters のサー ビ ス担当者にご連絡 く だ さ い。

3. 4 を押し て、 診断リ ス ト に戻り ます。
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5.3.8 他の診断テスト と設定
他の診断テス ト と設定の画⾯には、 以下の 3 つの診断機能があ り ます。

• テス ト ピー クの生成 – テス ト ピーク を生成し、データシステムをキ ャ リ ブ レーシ ョ ン し ます。
• 光学フ ィ ル タ ーの手動オーバー ラ イ ド  – 検出器の通常の動作モー ド と は異なる フ ィ ル タ ー

を選択し ます。
• PMT 感度 – 蛍光度の高いサン プルや移動相での飽和を防ぐ ために、 PMT 感度を  1/10 ま

たは 1/100 に低減し ます。

DIAG を押し、 次に［8 Other diagnostics］を押し ます。 テ ス ト ピー ク の生成（132 ページを
参照）、 ま たは光学フ ィ ル タ の無効化（133 ページを参照）ができ ます。

図 5–13: 他の診断テスト と設定

5.3.9 テスト ピークの生成
テ ス ト ピー ク の生成機能では、 リ ス ト の最初の項目が 「Disable test peaks（テス ト ピー ク の無
効化）」 にな っ ています。

テスト ピークを生成するには、 以下の操作を⾏います。
1. DIAG を押し、 次に［8 Other diagnostics］を押し ます。

2. ［1 Generate test peaks］を押し ます。
ヒ ン ト：100 秒ご と に、検出器によ っ て標準偏差 10 秒の 100 EU ピー ク が生成され、 ト
レース、 チ ャ ー ト ま たはデー タ シス テムのデ ィ ス プ レ イ に表⽰されます。 テ ス ト ピ ー ク の
振幅は、 フ ィ ル タ ー タ イ ム コ ン ス タ ン ト の影響を受けます。 ゲ イ ンは自動的に  1000 に設
定されます。

図 5–14: テスト ピークの生成のメ ッ セージ

ヒ ン ト：テ ス ト ピー ク の生成機能は、 手動で停止する必要があ り ます。
3. ［1 Disable test peaks］を押し て、 テ ス ト ピー ク の生成を停止し ます。
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5.3.10 光学フ ィルターの設定をオーバーライドする方法：
通常、検出器は フ ィ ル タ ーが 「自動」 位置にある状態で動作し ます。 こ の機能を使⽤し て、 デ フ ォ
ル ト設定を無効に し ます。

光学フ ィルターの設定を無効にする方法：
1. DIAG を押し、 次に［8 Other diagnostics］を押し ます。

2. ［2 Optical filter override］を選択し て、検出器の自動フ ィ ル タ ーの選択を手動でオーバー
ラ イ ド に し ます。
結果：［Optical Filter］画⾯が表⽰されます。

図 5–15: 光学フ ィルターの設定画面

3. Enter を押し ます。

4. フ ィ ル タ ー リ ス ト内の フ ィ ル タ ーに対応する番号を⼊⼒するか、 デ フ ォ ル ト の フ ィ ル タ ー
の選択（自動）のま ま に し ます。

5. DIAG を押し て、1 を押すか、デ フ ォ ル ト の フ ィ ル タ ー と し て［Automatic］を選択し ます。

5.3.11 PMT 感度の低減
検出器は検出限界を低下させる よ う に設計されていますが、 場合によ っ ては、 高い蛍光シグナル
に よ り光電子増倍管が過負荷になる こ と があ り ます。利⽤可能な線形ゲイ ン範囲 1 〜 1000 を保
持し た ま ま、 光電子増倍管の感度を⼀定の係数によ っ て低減でき ます。 こ の機能は、 サ ン プルま
たは移動相溶媒が PMT シグナルを飽和する高い蛍光度を⽰すが濃度を低減できない場合に、 使
⽤する こ と を目的に し ています。 PMT 感度が、 ユーザーの選択し た係数 10 ま たは 100 で除算
されます。

通常の PMT ゲ イ ン範囲 1 〜 1000 と は異な り、 低減し た  PMT 感度では非線形になるので、 通
常のゲイ ン変更の代わ り と し て こ の機能を使⽤しないで く だ さ い。

自動 1

二次 2

なし 3

エル ビ ウム 4

シ ャ ッ タ ー 5
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PMT 感度を低減する方法：
1. DIAG を押し、 次に［8 Other diagnostics］を押し ます。

2. ［3 PMT Sensitivity override］を押し て、 指定し た係数で感度を低減し ます。
結果：［PMT Sensitivity］画⾯が表⽰されます。

図 5–16: ［PMT Sensitivity］画面

3. ［Low Sensitivity Mode］チ ェ ッ ク ボ ッ ク ス を オ ン に し ます。

4. 低減値 10 ま たは 100 を⼊⼒し ます。

5.4 トラブルシ ューテ ィ ング

5.4.1 はじめに
こ のセ ク シ ョ ン では、 エ ラ ーの原因と ト ラ ブ ルシ ュ ー テ ィ ン グの推奨操作について説明し ます。
⼀⾒、 検出器の ト ラ ブル と思われる ものも、 ク ロ マ ト グ ラ フ ィ ー自体や他の装置が原因と な っ て
いる場合がある こ と に注意し て く だ さ い。

ほ と ん ど の検出器の ト ラ ブルは比較的対処が簡単です。 問題に適⽤可能なユーザー診断の実⾏後
も、 問題や不良な条件を解決できない場合は、 Waters テ ク ニ カ ルサー ビ ス に連絡し て く だ さ い
（111 ページを参照）。

5.4.2 Waters へのお問い合わせ時に必要な情報
修理/点検の要望に迅速にお応えでき る よ う、Waters テ ク ニ カ ルサー ビ スにお問い合わせいただ
く と きは、 以下の情報を手元にご⽤意 く だ さ い。

• 2475 検出器のシ リ アル番号
• 問題と な っ ている症状
• 動作波⻑のペア
• EUFS ま たは測定範囲
• 流量
• フ ィ ル タ ーの設定
• カ ラ ムの種類
• 動作圧⼒
• 溶媒
• シス テム構成（他の装置）
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5.4.3 診断テスト
本検出器では、 ユーザー選択によ る診断テ ス ト を実施する こ と に よ り、 シス テム上の基本的な問
題を ト ラ ブルシ ュ ーテ ィ ン グする こ と ができ ます。（診断の説明および実⾏については、124 ペー
ジの 「診断テ ス ト と設定の概要」 を参照し て く だ さ い。）検出器の起動時および使⽤中に表⽰され
る エ ラ ー メ ッ セージ と対処方法に関し ては、 125 ページの タ イ ト ル 「2475 検出器の診断テス ト
と設定」 の表および 135 ページの タ イ ト ル 「⼀般的なハー ド ウ ェ アの ト ラ ブルシ ュ ーテ ィ ン グ」
の表を参照し て く だ さ い。

5.4.4 電源サージ
急激な電圧上昇、 ラ イ ン スパイ ク、 お よび過渡的な電源供給な ど は検出器の動作に悪影響を与え
る こ と があ り ます。電源が正し く 接地され、 これら の問題が発生しない こ と を確認し て く だ さ い。

5.4.5 ハードウ ェ アのトラブルシ ューテ ィ ング
以下の表に、 ハー ド ウ ェ ア に関する⼀般的なト ラ ブルシ ュ ーテ ィ ン グ を⽰し ます。

表 5–2: 一般的なハードウ ェ アのトラブルシ ューテ ィ ング

現象 考えられる原因 対処法
アナ ロ グ出⼒が不正確 EUFS設定が変更された EUFS 設定を リ セ ッ ト し ます。
起動時のキ ャ リ ブ レーシ ョ ン
ま たはエネルギーエ ラ ー

フ ロ ーセルに気泡または紫外
線吸収物質がある

フ ロ ーセルを フ ラ ッ シ ュ洗浄
し ます。

出⼒単位の選択が正し く ない 出⼒モー ド を確認し ます。
（ホーム画⾯の 2 ページ目）

検出器が動作しない ヒ ュ ーズが切れている 前⾯パネルのデ ィ ス プ レ イが
操作可能である こ と を確認し
ます。
必要に応じ て  AC 背⾯パネル
の ヒ ュ ーズを交換し ます。

電源が供給されていない 正常に動作する別の装置を同
じ電源に接続し、 動作するか
ど う かを確認し ます。

前⾯パネルデ ィ ス プ レ イ が点
灯しない

電源が接続されていない 電源の接続を検査し ます。
ヒ ュ ーズが切れている ヒ ュ ーズを確認し、 必要に応

じ て交換し ます。
LCD ま たは コ ン ト ロ ールボー
ド の故障

Waters テ ク ニ カ ルサー ビ ス
にお問い合わせ く だ さ い。

前⾯パネルに変な⽂字が表⽰
される

EPROM の故障または LCD 
コ ン ト ロ ールボー ド の故障

Waters テ ク ニ カ ルサー ビ ス
にお問い合わせ く だ さ い。
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キーパ ッ ド が機能しない キーパ ッ ド が故障し ている 1. 電源を⼀度切っ て、 再び⼊
れます。

2. キーパ ッ ド診断テ ス ト を実
⾏し ます。

3. それでも問題が解決しない
場合は、 Waters テ ク ニ カ
ルサー ビ スに連絡し て く だ
さ い。

サン プルおよびレ フ ァ レ ン ス
エネルギーが得られない

ラ ン プの寿命が切れている 1. Lamp（Shift、 1）を押し
て、 ラ ン プが再点灯するか
ど う かを確認し ます。

2. ラ ン プ を交換し ます。
ラ ン プがオ フ にな っ ている 1. ラ ン プのア イ コ ン を確認し

ます。
2. サン プルエネルギー と レ

フ ァ レ ン ス エネルギーの診
断テス ト を実⾏し ます。

RS-232 の問題 RS-232 設定が無効にな っ て
いる

［Configuration］画⾯で正し
く 設定し ます。

RS-232 ケーブルの不良 RS-232 ケーブルを確認し、
必要に応じ て交換し ます。

キセ ノ ン ラ ン プが点灯しない ラ ン プの不良 ラ ン プ を交換し ます。
ラ ン プ コ ネ ク タ ーが差し込ま
れていない

ラ ン プ を コ ネ ク タ ーに正し く
取り付けます。

ラ ン プ⽤電源が故障し ている Waters テ ク ニ カ ルサー ビ ス
にお問い合わせ く だ さ い。

ラ ン プ ス イ ッ チがオ フ にな っ
ている

背⾯パネルの接続を確認し
ます。

表 5–2: 一般的なハードウ ェ アのトラブルシ ューテ ィ ング（続き）

現象 考えられる原因 対処法
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A 安全に関する勧告

Waters の装置およびデバイ ス には、 製品の操作および メ ン テナ ン ス に関連する隠れた危険を警
告するために、 危険記号が表⽰されています。 これら の記号は製品のマ ニ ュ アルに も記載されて
お り、 あわせて危険性やその回避方法が説明されています。 こ の付録には、 Waters が提供する
全製品に適⽤される安全記号および説明が記載されています。

A.1 警告記号

警告記号は、 装置またはデバイ スの誤使⽤に伴う死亡、 傷害、 ま たは非常に有害な生理的反応の
危険性を警告し ます。Waters 装置またはデバイ スの設置、修理、 および操作を⾏う と き には、 す
べての警告に注意し て く だ さ い。Waters は、装置またはデバイ スの設置、修理、操作の際に、安
全予防措置を遵守しなか っ た こ と か ら生じ た傷害または物的損害に対し て、 ⼀切の責任を負いま
せん。

以下の記号は、 Waters の装置ま たはデバイ ス、 あるいは装置ま たはデバイ スの構成部品を、 操
作または メ ン テナ ン スする際に発生する こ と がある危険性を警告し ます。 以下の記号のいずれか
がマ ニ ュ アルの説明または手順に表⽰されている場合、 それに付随する説明で該当する リ ス ク を
特定し、 その回避方法を説明し ています。

警告：（⼀般的な危険性。 こ の記号が装置に⽰されている と きは、該当するユーザーマ ニ ュ
アルで安全に関する重要な情報について調べてか ら、 装置を使⽤し て く だ さ い。）

警告：（高温の表⾯への接触によ る火傷の危険性。）

警告：（感電の危険性。）

警告：（出火の危険性。）

警告：（ニー ド ルで刺す危険性。）

警告：（手を挟まれて負傷する危険性。）

警告：（機械類の動作によ る傷害の危険性。）

警告：（紫外線被曝の危険性。）

警告：（腐食性物質に接触する危険性。）

警告：（有毒物質に晒される危険性。）
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A.1.1 特定の警告
以下の警告（記号と テキス ト の両方）が、 特定の装置およびデバイ スのユーザーマ ニ ュ アルに記
載されていた り、 装置やその構成部品に貼付された ラ ベルに表⽰されている場合があ り ます。

A.1.1.1 破裂の警告
こ の警告は、 非⾦属チ ュ ーブが装備されている  Waters の装置およびデバイ スに適⽤されます。

A.1.1.2 生物学的有害物質に関する警告
こ の警告は、 生物学的有害物質を含む物質（人体に有害な影響を及ぼす可能性のある生物学的因
子を含む物質）の処理に使⽤でき る  Waters の装置またはデバイ スに適⽤されます。

警告：（レーザー光線照射の危険性。）

警告：（健康に深刻な悪影響を与える可能性がある生物因子に晒される危険性。）

警告：（転倒の危険性。）

警告：（爆発の危険性。）

警告：（高圧ガス放出の危険性。）

警告：圧⼒が加え られた非⾦属製チ ュ ーブの周辺で作業する場合は、 破裂によ る傷害を防
止するために、 次の点に注意し て く だ さ い。
• 保護メ ガネを着⽤し て く だ さ い。
• 近 く にある火を消し て く だ さ い。
• 加圧されている ま たは折れ曲が っ ているチ ュ ーブ、 あるいはそのよ う な状態にあ っ た
チ ュ ーブは使⽤しないで く だ さ い。

• 非⾦属チ ュ ーブ には、 テ ト ラ ヒ ド ロ フ ラ ン、 硝酸、 硫酸な ど の、 チ ュ ーブ を化学的に
損傷する化合物を、 付着させないで く だ さ い。

• 塩化メ チ レ ンやジ メ チルスルホキシ ドな ど の⼀部の化合物は、 非⾦属製チ ュ ーブ を膨
張させる こ と があ り、 チ ュ ーブは極めて低い圧⼒で破裂する こ と に注意し て く だ さ い。

警告：人体からの感染のおそれのある生成物、不活性微生物、 およびその他の生物的物質に
よる感染を防止するため、 取り扱う すべての生体液には感染性がある と想定して く だ さ い。 
（⽶国）国⽴衛生研究所 (NIH) 発⾏、 『Biosafety in Microbiological and Biomedical 
Laboratories (BMBL)』 の最新版に具体的な予防措置が掲載されています。
特に有害物質を取り扱う場合は、 常に優良試験所基準 (GLP) に定め られている正しい手
順に従い、 所属する組織の生物学的有害物質の安全担当者に、 感染性物質の適切な使⽤法
と取り扱いについて相談し て く だ さ い。 
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A.1.1.3 生物学的有害物質および化学的有害物質に関する警告
これ ら の警告は、 生物学的有害物質、 有毒物質、 ま たは腐食性物質が含まれる物質を処理する こ
と がある  Waters 装置およびデバイ スに適⽤されます。

A.2 注意

装置またはデバイ スの使⽤または誤使⽤によ り、 装置またはデバイ スが損傷し た り、 非臨床サン
プルの完全性が損なわれた り する可能性がある場合、 注意勧告が表⽰されます（臨床サン プルの
完全性への リ ス ク には警告記号が伴います）。感嘆符記号および関連する説明によ っ て、 そのよ う
な危険性がある こ と が警告されます。

A.3 「ボトル使用禁止」 記号

「ボ ト ル使⽤禁止」 記号は、 溶媒の こぼれによ る装置損傷の危険を警告する ものです。

A.4 必要な保護

防護メ ガネ使⽤および保護手袋着⽤の記号は、 個人保護具の必要性を警告し ます。 所属する組織
の標準操作手順に従っ て、 適切な保護具を選択し て く だ さ い。

警告：生物学的有害物質、 有毒物質、 または腐食性物質によ る人体への汚染を防ぐ ため、 これら
の危険物質の取り扱いに関連する危険性を理解する必要があ り ます。 
こ のよ う な物質の適切な使⽤および取り扱いに関するガ イ ド ラ イ ンは、 ⽶国学術研究会議発⾏の
『Prudent Practices in the Laboratory: Handling and Management of Chemical Hazards』
の最新版に記載されています。 
特に有害物質を取り扱う場合は、 優良試験所基準 (GLP) に定め られている正しい手順に従い、
所属する組織の安全担当者に こ のよ う な物質を扱う際のプ ロ ト コ ルについて相談し て く だ さ い。

注意：装置のケースの損傷を防ぐ ために、 研磨剤や溶剤を使⽤し て ク リ ー ニ ン グ しないで
く だ さ い。

禁止：こ ぼれ出し た溶媒によ る装置の損傷を防ぐ ために、 リ ザーバーボ ト ルを装置または
デバイ スの上や前⾯の棚に直接置かないで く だ さ い。 その代わ り、 こ ぼれた場合には二次
的な抑制手段と し て使⽤するボ ト ル ト レ イ の中に置いて く だ さ い。

要件：溶媒ボ ト ルに補充または溶媒ボ トルを交換する と きは、 保護メ ガネを使⽤し て く だ
さ い。

要件：サン プルを取り扱う と きは、 清浄で耐薬品性のあるパウ ダ ー フ リ ーの手袋を必ず着
⽤し て く だ さ い。
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A.5 Waters のすべての装置およびデバイスに適用される警告

本装置を操作する際は、 標準の品質管理手順と こ のセ ク シ ョ ン の装置に関する ガ イ ド ラ イ ン に
従っ て く だ さ い。

A.6 ヒ ューズ交換に関する警告

以下の警告は、 ユーザーが交換可能な ヒ ュ ーズ を装着し た装置お よ びデバ イ ス に関係し ま す。
ヒ ュ ーズの種類および定格を説明する情報は、（常にではないが）時には装置またはデバイ スに表
⽰されます。

ヒ ューズの種類および定格を、 装置またはデバイスに表示される情報から入手

ヒ ューズの種類および定格を、 その情報が装置またはデバイスに表示されない場合に入手

注意：規制機関から明確な承認を受けずに本装置の変更や改造を⾏う と、本装置のユーザー
と し ての承認が無効になる可能性があ り ます。

警告：圧⼒のかか っ たポ リ マーチ ュ ーブ を扱う と きは、 注意し て く だ さ い。
• 加圧されたポ リ マーチ ュ ーブの付近では、 必ず保護メ ガネを着⽤し て く だ さ い。
• 近 く にある火を消し て く だ さ い。
• 著し く変形し た、 ま たは折れ曲が っ たチ ュ ーブは使⽤しないで く だ さ い。
• 非⾦属チ ュ ーブ には、 テ ト ラ ヒ ド ロ フ ラ ン (THF)や高濃度の硝酸または硫酸な ど を流さ
ないで く だ さ い。

• 塩化メ チレ ンやジ メ チルスルホキシ ドは、 非⾦属チ ュ ーブの膨張を引き起こす場合が
あ り、 その場合、 チ ュ ーブは極めて低い圧⼒で破裂し ます。

警告：ユーザーは、 製造元に よ り指定されていない方法で機器を使⽤する と、 機器が提供
し ている保証が無効になる可能性がある こ と に注意し て下さ い。

警告：火災予防のために、 ヒ ュ ーズ交換では機器ヒ ュ ーズ カバー脇のパネルに記載されて
いる タ イ プおよび定格の ヒ ュ ーズを ご使⽤ く だ さ い。

警告： 火災予防のために、 ヒ ュ ーズ交換ではメ ン テナ ン ス項目の 「ヒ ュ ーズの交換」 に記
載されている タ イ プおよび定格の ヒ ュ ーズを ご使⽤ く だ さ い。
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A.7 電気記号および取り扱い記号

A.7.1 電気記号
以下の電気記号および関連する説明が、 装置のマ ニ ュ アルや装置前⾯または背⾯のパネルに表⽰
されています。

記号 説明
電源オ ン

電源オ フ

待機

直流
交流
交流（3 相）

安全アース

フ レーム、 ま たはシ ャ ーシ、 端子

ヒ ュ ーズ
機能アース

⼊⼒

出⼒
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A.7.2 取り扱い記号
以下の取り扱い記号およびその関連する説明が、 装置、 デバイ ス、 および構成部品の出荷梱包に
添付された ラ ベルに、 表⽰される こ と があ り ます。 

記号 説明
天地無⽤

湿気厳禁

ワ レ モ ノ注意

吊り下げ禁止

温度の上限

温度の下限

温度制限
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B 仕様

こ の付録には、 2475 マルチ   蛍光検出器の個々の動作仕様の⼀覧が記載されています。
注：全てのパ フ ォ ーマ ン ス仕様は 1 時間のウ ォ ームア ッ プ後に、 T ≤ ±2 ° C/時間で測
定されま し た。

B.1 物理的仕様

以下の表には、 2475 マルチ   蛍光検出器の物理的仕様の⼀覧が記載されています。

B.2 使用環境仕様

以下の表に、 2475 マルチ   蛍光検出器の使⽤環境仕様の⼀覧が記載されています。

表 B–1: 物理的仕様

属性 仕様
幅 34.3 cm（13.5 イ ン チ）
高さ 20.8 cm（8.2 イ ン チ）
奥⾏き 61.0 cm（24.0 イ ン チ）
重量 18.1 kg（40 ポン ド）

表 B–2: 使用環境仕様

属性 仕様
動作温度範囲 4 〜 40 °C (39 〜 104 °F)

動作時の湿度範囲 20 〜 80%、 結露なし
輸送時および保管時の温度範囲 -30 〜 60 °C (-22 〜 140 °F)

輸送時および保管時の湿度範囲 20 〜 85%、 結露なし
騒音（装置生成） <58 dBA
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B.3 電気的仕様

以下の表に、 2475 マルチ   蛍光検出器の電気的仕様の⼀覧が記載されています。

表 B–3: 電気的仕様

属性 仕様

保護ク ラ ス1

1. 保護クラス I – 感電か ら保護するために装置に⽤い られる絶縁スキームです。 ク ラ ス  I は、電気が流れている部品（導
線）と露出し ている伝導性部品（⾦属製パネル）間の単⼀レベルの絶縁を特定し ます。露出し ている伝導性部品は接地
シス テムに接続されます。 さ ら に、 こ の接地シス テムは、 電源コ ー ド のプ ラ グの 3 番目のピ ン（接地ピ ン）に接続さ
れます。

ク ラ ス  I

過電圧カ テゴ リ ー2

2. 過電圧カテゴ リー II – 壁の コ ンセン トな ど の ロ ー カ ルレベルか ら電⼒を供給される装置を対象に し ています。

II

汚染レベル3

3. 汚染度 2 – 電気回路の汚れの基準で、絶縁耐⼒または表⾯抵抗率を減少させる場合があ り ます。 レベル 2 は、通常の
非伝導性の汚れを指し ています。 場合によ っ ては、 結露によ っ て発生する⼀時的な伝導性も予想されます。

2

湿気防止4

4. 湿気防止 – 標準 (IPXO) – IPXO は、漏れや吹き出した水の進⼊防止対策がないこ と を意味し ます。該当する場合、 X は
ほこ り か ら保護されている こ と を⽰すプレースホルダーです。

標準 (IPXO)

 線間電圧 接地 AC 電源、 100〜240 Vac

最大高度 2000 m（6561.6 フ ィ ー ト）
電源の要件 100 〜 240 VAC

ラ イ ン周波数 50 Hz 〜 60 Hz

ヒ ュ ーズ規格 ヒ ュ ーズ 2 個：100Vac〜240Vac、
50Hz 〜60Hz
F 3.15 A、 250 V 高速ブ ロー、
5 × 20 mm (IEC)

消費電⼒ 280 W（通常）
2 つのアナ ロ グ出⼒チ ャ ンネル:1 VFS 減衰範囲：1 〜 100,000 EUFS

1 V 出⼒範囲：-0.1 〜 1.1 V

2 つの イベン ト出⼒ 種類：接点リ レー
電圧：30 V
電流：1 A

4 つの イベン ト⼊⼒ ⼊⼒電圧：30 V（最大）
100ms（最小周期）
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B.4 パフ ォーマンス仕様

以下の表に、 2475 マルチ   蛍光検出器のパ フ ォ ーマ ン ス仕様の⼀覧が記載されています。

表 B–4: パフ ォーマンス仕様

属性 仕様
波⻑範囲 励起：200 〜 890 nm

蛍光：210 〜 900 nm

バン ド幅 20 nm

波⻑正確度 +3 nm（特許取得済みのエル ビ ウム フ ィ ル タ ー
経由）

波⻑再現性 +0.25 nm

感度 シン グル  モー ド
励起：350 nm
蛍光：397 nm
（水の ラ マ ン ピー ク のシグナル対ノ イ ズ比（S/N 
比） 1000。 Hamming フ ィ ル タ ーの タ イ ム コ ン
ス タ ン ト  = 1.5 秒）

測定範囲 0.001 〜 100,000.000 エ ミ ッ シ ョ ン単位
（デ フ ォ ル ト）

フ ィ ル タ ー タ イ ム コ ン ス タ ン ト シン グル  モー ド：
0.1 秒 〜 5.0 秒、 Hamming（既定）
0.1 秒 〜 99.0 秒、（オ プシ ョ ン  RC）
マルチ   モー ド：
1 秒 〜 50.0 秒、 Hamming（既定）
1 秒 〜 99.0 秒、（オ プシ ョ ン  RC）

デー タ チ ャ ンネル 最大 4 つの 2D チ ャ ンネルま たは 1 つの 3D 
チ ャ ンネル

サン プ リ ン グ レー ト シン グル（波⻑）モー ド で最大 20 ポ イ ン ト /秒
3D モー ド で 1 ポ イ ン ト /秒

光学系部品の仕様：
光源 キセ ノ ン アー ク ラ ン プ  (150 W)

保証：2000 時間または 1 年間（先に到達し た方）
フ ローセルの設計 軸方向照射
フ ローセル容量（照射） 13 µL（分析⽤標準セル）
圧⼒限界 1000 kPa (10 bar、 145 psi)

接液⾯の材料 316 ス テ ン レ ス スチール、 ⽯英ガ ラ ス、 Teflon®
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C 溶媒取り扱い時の注意

C.1 はじめに

C.1.1 清浄な溶媒
清浄な溶媒には、 下記の メ リ ッ ト があ り ます。

• 結果の再現性の確保
• 装置の メ ン テナ ン ス頻度の抑制

汚れた溶媒は、 下記の原因と な り ます。

• ベース ラ イ ン ノ イ ズおよび ド リ フ ト
• 粒子状付着物によ る溶媒フ ィ ル タ ーの目詰ま り

C.1.2 溶媒の品質
最良の結果を得るには、 HPLC グ レー ド の溶媒を使⽤し て く だ さ い。使⽤前に、 0.22 µm フ ィ ル
タ ーで濾過し て く だ さ い。 通常、 ガ ラ ス容器内で蒸留する と ロ ッ ト間で純度の差がな く な り、 こ
れを使⽤する と良好な結果が得られます。

C.1.3 溶媒調製のチ ェ ッ ク リ スト
安定し たベース ラ イ ン と良好な分解能を得るために、 以下のガ イ ド ラ イ ン に従っ て溶媒を調製し
て く だ さ い。

• 0.22 µm の フ ィ ル タ ーで溶媒のろ過を⾏う。
• 溶媒を脱気/スパージする。
• 溶媒を撹拌する。
• 通風や衝撃のない場所に保存する。

C.1.4 水
高純度水精製シス テムに よ っ て精製された水のみを使⽤し て く だ さ い。 ろ過された水を⽤意でき
ない場合は、 使⽤前に  0.22 µm の メ ン ブ レ ン フ ィ ル タ ーでろ過を⾏っ て く だ さ い。

警告：薬品によ る事故防止の観点か ら、 シス テムを操作する際には、 実験室安全基準を順
守し て く だ さ い。
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C.1.5 バッ フ ァー
バ ッ フ ァ ー を使⽤する場合、 最初に塩を溶解し て、 pH を調整し、 フ ィ ル タ ー をかけて不溶性物
質を除去し ます。

C.1.6 テ トラ ヒ ドロ フ ラン  (THF)
安定剤を含まない THF を⽤いる場合は、 新し い溶媒である こ と を確認し てか ら使⽤し て く だ さ
い。 すでに開封されている  THF 容器には、汚染物質と し て過酸化物が含まれているため、 ベース
ラ イ ン ド リ フ ト の原因と な り ます。

C.2 溶媒の混和性

溶媒を交換する前に、 下表を参照し て、 使⽤する溶媒の混和性について確認し て く だ さ い。 溶媒
の変更時には、 下記の点に注意する必要があ り ます。

• 変更する  2 つの溶媒間に混和性がある場合は、 そのま ま変更でき ます。混和性のない 2 つ
の溶媒間で変更する場合（た と えば ク ロ ロ ホルムか ら水への変更）は、 中間溶媒（イ ソ プ
ロパ ノ ールな ど）が必要です。

• 溶媒の混和性には、 温度も関係し ます。 分析を高温で実施する場合は、 高温が溶媒の溶解
性に与える影響を考慮し て く だ さ い。

• 水に溶解し ているバ ッ フ ァ ーは、 有機溶媒と混合し た際に析出する こ と があ り ます。

強バ ッ フ ァ ーか ら有機溶媒に置換する場合は、 蒸留水を⽤いて フ ラ ッ シ ュ洗浄し てか ら、 有機溶
媒を加えて く だ さ い。

警告：テ ト ラ ヒ ド ロ フ ラ ンの汚染物質（過酸化物）は、 濃縮または乾燥する と爆発する危
険性があ り ます。

表 C–1: 溶媒の混和性

極性イン
デ ッ クス 溶媒 粘度 CP、

20 °C
沸点 °C 
(1 atm)

混和性番号 
(M)

 カ ッ トオ フ  
(nm)

-0.3 N-デ カ ン 0.92 174.1 29 ––

-0.4 イ ソ オ ク タ ン 0.50 99.2 29 210
 0.0 N-ヘキサン 0.313 68.7 29 ––

 0.0 シ ク ロ ヘキサン 0.98 80.7 28 210
 1.7 ブ チルエーテル 0.70 142.2 26 ––
 1.8 ト リ エ チルア ミ ン 0.38 89.5 26 ––
 2.2 イ ソ プ ロ ピルエーテル 0.33 68.3 –– 220
 2.3 ト ルエ ン 0.59 100.6 23 285
 2.4 P-キシレ ン 0.70 138.0 24 290

 3.0 ベンゼン 0.65 80.1 21 280
 3.3 ベンジルエーテル 5.33 288.3 –– ––
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 3.4 メ チ レ ン ク ロ ラ イ ド 0.44 39.8 20 245
 3.7 塩化エチレ ン 0.79 83.5 20 ––
 3.9 ブ チルアル コ ール 3.00 117.7 –– ––
 3.9 ブ タ ノ ール 3.01 177.7 15 ––
 4.2 テ ト ラ ヒ ド ロ フ ラ ン 0.55 66.0 17 220
 4.3 酢酸エチル 0.47 77.1 19 260
 4.3 1-プ ロパ ノ ール 2.30 97.2 15 210

 4.3 2-プ ロパ ノ ール 2.35 117.7 15 ––

 4.4 酢酸メ チル 0.45 56.3 15、 17 260

 4.5 メ チルエ チルケ ト ン 0.43 80.0 17 330
 4.5 シ ク ロ ヘキサ ノ ン 2.24 155.7 28 210
 4.5 ニ ト ロ ベ ンゼン 2.03 210.8 14、 20 ––

 4.6 ベンゾニ ト リ ル 1.22 191.1 15、 19 ––

 4.8 ジオキサン 1.54 101.3 17 220
 5.2 エ タ ノ ール 1.20 78.3 14 210
 5.3 ピ リ ジン 0.94 115.3 16 305
 5.3 ニ ト ロ エ タ ン 0.68 114.0 –– ––
 5.4 アセ ト ン 0.32 56.3 15、 17 330

 5.5 ベンジルアル コ ール 5.80 205.5 13 ––
 5.7 メ ト キシエ タ ノ ール 1.72 124.6 13 ––
 6.2 アセ ト ニ ト リ ル 0.37 81.6 11、 17 210

 6.2 酢酸 1.26 117.9 14 ––
 6.4 ジ メ チルホルムア ミ ド 0.90 153.0 12 ––
 6.5 ジ メ チルスルホキシ ド 2.24 189.0 9 ––
 6.6 メ タ ノ ール 0.60 64.7 12 210
 7.3 ホルムア ミ ド 3.76 210.5 3 ––
 9.0 水 1.00 100.0 –– ––

表 C–1: 溶媒の混和性（続き）

極性イン
デ ッ クス 溶媒 粘度 CP、

20 °C
沸点 °C 
(1 atm)

混和性番号 
(M)

 カ ッ トオ フ  
(nm)
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C.2.1 混和性番号の使用法
混和性番号（M 番号）は、 液体の標準溶媒に対する混和性を予測する際に使⽤し ます。

2 つの液体の混和性を予測するには、 大きい方の M 番号の値か ら小さ い方の M 番号の値を引き
算し ます。

• M 番号の差が 15 以下である  2 つの液体は、 温度 15 °C の条件下において、 任意の比率
で混合でき ます。

• 差が 16 の場合は、 臨界共溶温度が 25 〜 75 °C、 最適温度が 50 °C です。
• 差が 17 以上の場合、2 つの液体は混和性がないか、臨界共溶温度が 75 °C を超えています。

溶媒の中には、 親油性の度合いが極端な溶媒に対し て、 不混和性を⽰すものもあ り ます。 これ ら
の溶媒には、 2 通り の M 番号が与え られています。

• 1 番目の番号は常に  16 よ り小さ い値であ り、 これは高親油性溶媒と の混和性を⽰し ます。
• 2 番目の番号は、 反対端に対する値です。 こ の両者の値の差が大きい液体には、 非常に限ら

れた混和性しかあ り ません。

た と えば フ ッ化炭素類の中には、 すべての標準溶媒と混和性がないものがあ り、 これら の M 番号
は 0 と  32 です。 ま た  2 つの M 番号を持つ液体ど う しは、 通常混和性があ り ます。

M 番号の体系では、 ⼀連の標準溶媒に対する混和性を テ ス トする こ と で個々の液体を分類し てい
ます。 その後、混和性のカ ッ ト オ フ ポ イ ン ト に対し て、 15 単位を補正項と し て加算または減算し
ています。

C.3 バッ フ ァー溶媒

バ ッ フ ァ ーを使⽤する場合は、高品質の試薬を⽤いて、0.22 µm フ ィ ル タ ーでろ過し て く だ さ い。

使⽤後はバ ッ フ ァ ーを検出シス テムに⼊れたま ま に しないで く だ さ い。 すべての流路を  HPLC グ
レー ド の水で フ ラ ッ シ ュ洗浄し てか ら シス テムを停止し、 シス テム内に残っ ている蒸留水はその
ま まに し ておき ます（1 日以上シ ャ ッ ト ダ ウ ンする場合は、 90% の HPLC グ レー ドの水と  10%
の メ タ ノ ールの混合溶液で フ ラ ッ シ ュ洗浄して く だ さ い）。スパージシステムの場合は最低 15 mL、
イ ン ラ イ ン真空デガ ッ サーを装備し た装置では最低 45 mL を使⽤し ます。Waters Alliance® な
ど の⼀部の最新シス テムでは、 イ ン ラ イ ンデガ ッ サーの容量と流速の下限によ り、 それよ り も少
ない量で済む こ と があ り ます。
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C.4 溶媒ボトルの位置

溶媒ボト ルは HPLC よ り高い位置、 ま たはポン プや検出器の上に置いて く だ さ い（適切な漏れ防
止対策も⾏います）。

C.5 溶媒の粘度

⼀般に粘度は、 単⼀溶媒または低圧⼒条件で分析をする限り、 重要な要素ではあ り ません。 ただ
し グ ラ ジ ェ ン ト を分析し ている と き、 溶媒混合の過程で生じ る粘度の変化によ り、 圧⼒変動が起
こ る場合があ り ます。 た と えば水と メ タ ノ ールを  1:1 で混合する と、水や メ タ ノ ールを単独で使
⽤する場合に対し て、 生じ る圧⼒は 2 倍にな り ます。

圧⼒変化の影響の程度が不明な場合、 Chart Out 端子を使⽤して分析中の圧⼒を監視して く だ さい。

C.6 移動相の溶媒の脱気

移動相の問題が ク ロ マ ト グ ラ フ ィ ー問題の う ちの 70% 以上を占めます。特に  220 nm 未満の励
起波⻑では、 脱気し た溶媒を使⽤する こ と が重要です。 脱気には次の利点があ り ます。

• ベース ラ イ ンが安定し感度が上がる
• 溶出ピー ク の保持時間の再現性が得られる
• 定量の注⼊量の再現性が得られる
• ポン プ動作の安定性が高ま る

こ のセ ク シ ョ ンでは、 気体の溶解性、 溶媒の脱気方法、 および溶媒脱気に関する注意事項につい
て説明し ます。

C.6.1 気体の溶解性
⼀定容量の液体に溶解する気体の量には限界があ り ます。 こ の量は以下によ っ て異な り ます。

• 気体と液体の化学的な親和性
• 液体の温度
• 液体にかかる圧⼒

移動相の組成、 温度、 ま たは圧⼒の変化はすべて、 ガス放出の原因と なる こ と があ り ます。

警告：2475 検出器内には高圧電源があるので、 すべての溶媒を検出器か ら絶縁する必要
があ り ます。
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C.6.1.1 分子間⼒の影響
無極性ガス  (N2、O2、 CO2、He) は極性溶媒よ り も無極性溶媒によ く 溶解し ます。 ガスは⼀般に、
ガス分子同⼠に⾒られるの と同じ よ う な分子間引⼒の溶媒に、最も よ く 溶解し ます（「似たもの同
⼠でよ く 溶ける」）。

C.6.1.2 温度の影響
温度はガスの溶解性に影響し ます。 溶解熱に発熱を伴う場合、 溶媒の温度を上げれば気体の溶解
度は下が り ます。溶解熱が吸熱である場合、溶媒の温度が上昇する と気体の溶解度が上が り ます。
た と えば、 H2O に対する  He の溶解度は、 温度が上昇する と下が り ますが、 ベ ン ゼ ン に対する
He の溶解度は温度が上昇する と上が り ます。

C.6.1.3 分圧の影響
⼀定容量の溶媒に溶解する気体の質量は、 溶媒の気相における その気体の分圧に比例し ます。 気
体の分圧が下がる と、 溶解する気体も減少し ます。

C.6.2 溶媒の脱気方法
こ こ では、 安定し たベース ラ イ ン を得るための溶媒の脱気方法について説明し ます。 溶媒を脱気
する と、 再現性と ポ ン プの性能も向上し ます。 溶媒を脱気するには、 以下のいずれかの方法を⽤
いる こ と ができ ます。

• ヘ リ ウムスパージ
• 真空脱気

C.6.2.1 スパージ
スパージは、 溶媒中の溶存気体を不溶性の気体（通常はヘ リ ウム）で置換する こ と に よ っ て脱気
し ます。 スパージを十分に⾏っ た溶媒を使⽤する と ポン プのパ フ ォ ー マ ン スが向上し ます。 ヘ リ
ウ ム スパージに よ っ て溶媒は平衡状態にな り、 こ の平衡状態は、 緩やかに スパージを続けるか、
溶媒の上をヘ リ ウムで覆っ た状態にする こ と で維持されます。 ヘ リ ウ ムで覆う こ と に よ っ て大気
中の気体が再溶解するのを防ぎます。

スパージに よ っ て混合移動相の組成が変化する こ と があ り ます。

C.6.2.2 真空脱気
イ ン ラ イ ン真空デガ ッ サーはヘン リ ーの法則に従っ て、溶媒か ら溶存ガス を除去し ます。ヘン リ ー
の法則によ る と、 液体に溶解するガスのモル分率は液体上方の気相における そのガスの分圧に比
例し ます。 液体表⾯の気体の分圧がた と えば排気な ど に よ っ て減少する と、 それに比例し た量の
気体が溶媒か ら放出されます。

真空脱気によ っ て移動相の組成が変化する こ と があ り ます。

C.6.3 溶媒脱気に関する注意事項
ア プ リ ケーシ ョ ン にふ さ わ し い脱気方法を選択し て く だ さ い。 溶存気体を迅速に除去する ため、
スパージま たは真空脱気を検討し て く だ さ い。
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C.6.3.1 スパージ
ヘ リ ウ ムスパージに よ っ て超音波脱気よ り も安定し たベース ラ イ ン と高い感度が得られ、 大気中
の気体の再吸収が防止されます。 こ の方法を使⽤する こ と で、 THF やその他過酸化体の溶媒で、
酸化を妨げます。

C.6.3.2 真空脱気
⻑ く吸引するほ ど、 多 く の溶存ガスが除去されます。 2 つの要因が溶媒脱気の総時間に影響を与
えます：

• 流量 – 低流量では、真空チ ャ ンバーを通過する際にほ と ん ど の溶存気体が除去されます。流
量が大き く なるほ ど、 溶媒の単位容量当た り のガスの除去量は少な く な り ます。

• 脱気メ ン ブ レ ンの表⾯積 – 各真空チ ャ ンバーの脱気メ ン ブ レ ンの⻑さは⼀定です。 メ ン ブ
レ ン を⻑ く する には、 2 個以上の真空チ ャ ンバーを直列に接続し ます。

Alliance HPLC シス テムでは、 イ ン ラ イ ンデガ ッ サーを オ プシ ョ ン と し て後か ら取り付ける こ と
も、 ⼯場出荷時に取り付けた状態で納品する こ と も可能です。

C.7 波⻑の選択

蛍光検出器において、 励起モ ノ ク ロ メ ー タ ーが移動相成分の UV カ ッ ト オ フ値未満に設定される
と、 溶媒は励起光の⼀部を吸収し て し まいます。 これに よ り、 サ ン プルの蛍光レ スポン スが減少
し ます。

こ のセ ク シ ョ ンでは以下に対する  UV カ ッ ト オ フ範囲を⽰し ます。

• ⼀般的な溶媒
• ⼀般的な混合移動相
• 発色団

C.7.1 一般的な溶媒に対する UV カ ッ トオ フ
下表に、 い く つかの⼀般的なク ロ マ ト グ ラ ム⽤溶媒に対する  UV カ ッ ト オ フ値（溶媒の吸光度が
1 AU と等し く なる波⻑）を⽰し ます。 カ ッ ト オ フ の近傍ま たは カ ッ ト オ フ よ り低い励起波⻑で
計測する と、 溶媒の吸光度に起因し てベース ラ イ ン ノ イ ズが増加し ます。

表 C–2: 一般的なクロマトグラ フ ィー溶媒の UV カ ッ トオ フ波⻑

溶媒 UV カ ッ トオ フ  
(nm) 溶媒 UV カ ッ トオ フ  

(nm)

1-ニ ト ロ プ ロパン 380 エ チ レ ン グ リ コ ール 210

2-ブ ト キシエ タ ノ ール 220 イ ソ オ ク タ ン 215

アセ ト ン 330 イ ソ プ ロパ ノ ール 205

アセ ト ニ ト リ ル 190 塩化イ ソ プ ロ ピル 225

ア ミ ルアル コ ール 210 イ ソ プ ロ ピルエーテル 220
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C.7.1.1 混合移動相
下表に、 その他の溶媒、 緩衝剤、 界⾯活性剤、 移動相について、 カ ッ ト オ フ波⻑の近似値を⽰し
ます。 溶媒の濃度については、 最も よ く 使⽤される値を掲載し ています。 他の濃度を使⽤する場
合は、 蛍光は濃度に比例するので、 ベールの法則を⽤いて近似値を計算し て く だ さ い。

塩化ア ミ ル 225 メ タ ノ ール 205

ベンゼン 280 酢酸メ チル 260

二硫化炭素 380 メ チルエ チルケ ト ン 330

四塩化炭素 265 メ チル イ ソ ブ チルケ ト ン 334

ク ロ ロ ホルム 245 メ チ レ ン ク ロ ラ イ ド 233

シ ク ロ ヘキサン 200 n-ペン タ ン 190

シ ク ロ ペン タ ン 200 n-プ ロパ ノ ール 210

ジエチルア ミ ン 275 n-塩化プ ロ ピル 225

ジオキサン 215 ニ ト ロ メ タ ン 380

エ タ ノ ール 210 ⽯油エーテル 210

酢酸エチル 256 ピ リ ジン 330

エ チルエーテル 220 テ ト ラ ヒ ド ロ フ ラ ン 230

硫化エチル 290 ト ルエ ン 285

二塩化エチレ ン 230 キシレ ン 290

表 C–3: さまざまの移動相のカ ッ トオ フ波⻑

移動相 UV カ ッ トオ フ  
(nm) 移動相 UV カ ッ トオ フ  

(nm)

酢酸、 1% 230 塩化ナ ト リ ウム、 1 M 207

酢酸ア ン モ ニ ウム、 10 mM 205 ク エ ン酸ナ ト リ ウ ム、
10 mM

225

重炭酸ア ン モ ニ ウム、
10 mM

190 ド デシル硫酸ナ ト リ ウム 190

BRIJ 35、 0.1% 190 ギ酸ナ ト リ ウ ム、 10 mM 200

CHAPS、 0.1% 215 ト リ エ チルア ミ ン、 1% 235

リ ン酸二ア ン モ ニ ウム、
50 mM

205 ト リ フ ルオ ロ酢酸、 0.1% 190

エ チ レ ンジア ミ ン四酢酸二ナ
ト リ ウム、 1 mM

190 TRIS HCl、 20 mM、
pH 7.0、 pH 8.0

202、 212

HEPES、 10 mM、 pH 7.6 225 Triton-X™ 100、 0.1% 240

塩化水素(塩酸)、 0.1% 190 Waters PIC® 試薬 A、
1 バイ アル/ リ ッ ト ル

200

表 C–2: 一般的なクロマトグラ フ ィー溶媒の UV カ ッ トオ フ波⻑（続き）

溶媒 UV カ ッ トオ フ  
(nm) 溶媒 UV カ ッ トオ フ  

(nm)
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C.7.1.2 発⾊団検出のための波⻑選択
大部分の化合物に含まれている特定の官能基は、 光を選択的に吸収し ます。 これらは発色団と呼
ばれ、 サ ン プル分子の検出を分類するために⽤いる こ と ができ ます。 下表に、 ⼀般的な発色団と
それら の検出波⻑ (max)、 および各グループのモル吸光率 (max) を⽰し ます1。 こ の情報は、
特定の分析について最適な波⻑を選択する う えで役に⽴ちます。 サン プルでの多様性によ り、 特定
の⽤途での最適な波⻑を求めるために、 波⻑範囲をスキ ャ ン しなければならない場合があ り ます。

MES、 10 mM、 pH 6.0 215 Waters PIC 試薬 B-6、
1 バイ アル/ リ ッ ト ル

225

リ ン酸カ リ ウ ム、 
⼀塩基、 10 mM 
二塩基、 10 mM

190
190

Waters PIC 試薬 B-6、
低 UV、 1 バイ アル/
リ ッ ト ル

190

酢酸ナ ト リ ウム、 10 mM 205 Waters PIC 試薬 D-4、
1 バイ アル/ リ ッ ト ル

190 

1. Willard, H. H. and others. Instrumental Methods of Analysis, 6th ed. Litton Educational Publishing, Inc., 1981. 
Reprinted by permission of Wadsworth Publishing Co., Belmont, California, 94002.

表 C–4: 発⾊団検出のための波⻑選択

発⾊団 化学構成 max 
(nm)

max 
(L/m/cm)

max 
(nm)

max 
(L/m/cm)

エーテル —O— 185 1000

チ オ エーテル —S— 194 4600 215 1600

ア ミ ン —NH2 195 2800

チ オール —SH 195 1400

二硫化物 —S—S— 194 5500 255 400

臭化物 —Br 208 300

ヨ ウ化物 —I 260 400

ニ ト リ ル —CN 160 —

アセチ リ ド —CC— 175 〜 
180

6000

スルホン —SO2 — 180 —

オキシム —NOH 190 5000

エ チ レ ン —C=C— 190 8000

ケ ト ン >C=O 195 1000 270 〜 
285

18 〜 30

チオケ ト ン >C=S 205 強
エ ステル —COOR 205 50

表 C–3: さまざまの移動相のカ ッ トオ フ波⻑（続き）

移動相 UV カ ッ トオ フ  
(nm) 移動相 UV カ ッ トオ フ  

(nm)
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アルデ ヒ ド —CHO 210 強 280 〜 
300

11 〜 18

カ ルボキシル —COOH 200 〜 
210

50 〜70

スルホキシ ド >SO 210 1500

ニ ト ロ —NO2 210 強
亜硝酸塩 —ONO 220 〜 

230
1000 〜 
2000

300 〜 
400

10

アゾ —N=N— 285 〜 
400

3 〜 25

ニ ト ロ ソ —N=O 302 100

硝酸塩 —ONO2 270
（シ ョ ル
ダ ー）

12

ア レ ン —(C=C)2—

（非環式）
210 〜 
230

21,000

ア レ ン —(C=C)3— 260 35,000

ア レ ン —(C=C)4— 300 52,000

ア レ ン —(C=C)5— 330 118,000

ア レ ン —(C=C)2—

（脂環式）
230 〜 
260

3000 〜 
8000

エ チ レ ン/
アセチ レ ン

C=C—CC 219 6,500

エ チ レ ン/ア ミ ド C=C—C=N 220 23,000

エ チ レ ン/
カ ルボニル

C=C—C=O 210 〜 
250

10,000 〜 
20,000

エ チ レ ン/ニ ト ロ C=C—NO2 229 9,500

表 C–4: 発⾊団検出のための波⻑選択（続き）

発⾊団 化学構成 max 
(nm)

max 
(L/m/cm)

max 
(nm)

max 
(L/m/cm)
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